



























































オタサーの姫と恋ができるわけがない。３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







一章　ゴメン、実を言うと気付いていた……。

二章　さぁ、俺たちの戦争デート（の準備）を始めよう！

三章　そういえば、女の子をデートに誘うのは初めてかもしれない！

四章　そうして、準備期間という名目のヒロイン攻略が、今、始まる！

五章　この章までがコメディで、次章からはシリアスで！

六章　あの時のことを蒸し返したら、百合姫は悲しくなるだろう。

七章　百合姫が悲しくなると、俺は罪悪感に押し潰されるだろう。

八章　俺が罪悪感に押し潰されてでも、空野にニジケンにいてほしい。




　あとがき

















一章　ゴメン、実を言うと気付いていた……。









　空そら野のがシリアスな空気を残して帰った後、俺と月つき島しまと雪ゆき村むら先せん輩ぱいは、一言も喋しやべれずにいたんだけど……っていうか、この状じよう況きようでなにか言えるヤツの方がすごい。

　動どう揺ようというよりは、軽い放心。

　衝しよう撃げきというよりは、少し戸と惑まどい。

　場が白けたというよりは、そんな速そつ攻こう魔ま法ほうみたいな変化じゃなくて、徐じよ々じよに、水を継けい続ぞく的に、一いつ滴てき、一滴ずつ垂らした紙切れのように、じわぁ……っと滲にじむもどかしい雰ふん囲い気き。

　月島も雪村先輩もなにも言わないけど……えっ？　これは俺が何か言うべきなのか？

　無理だろ。雰囲気がダメだ。

　俺は、なんかもう、言うべき言葉が見つからない。

　加えて、この状況で一番に発言する人物に相応ふさわしくない。

　チラっと見る分に、月島も同じ感じだな。まぁ、こいつの場合は立場・性格的にいろいろ発言できるだろうが、（今ここでいつものテンションと同じことを口走ったら、ゆきむー先輩に殺されるニャン……っ！）みたいなことを考えているに違ちがいない。

　となると、必然的に……雪村先輩！　なんかこの雰囲気を打破できるなにかを言ってください！

「……どうして神かみ園ぞのくんも月島さんも、縋すがるような目で私を見てくるのかしら？」

「考えていることが同じだったか、月島」

「偶ぐう然ぜんだニャン、ココロ先輩」

「あのね、私は困ったら秘密道具を出してくれるネコ型ロボットではないのよ？」

　呆あきれたように嘆たん息そくする雪村先輩。いや、呆れたように、ではなく、たぶん実際に呆れているのだろうが……。

　しかし俺と月島の懇こん願がんの瞳ひとみに、雪村先輩は額に手をやって──、

「一ひと先まず、もうすでに完全下校時刻の予よ鈴れいが鳴っているから、話しあいの続きは最も寄よりのマックでしましょう」

　ふむ、確かにもうすぐ下校しないといけない時刻になるのはそうなのだが、ほら、ニジケンという部室で話すのが少々よくない。三人しかいなくて物もの寂さびしいし、微び妙みような空気を引きずったままだし、窓の外は暗いし。

　その点マックなら、お客さんは俺たち以外にもいるだろうし、賑にぎやかな店内だし、外が暗くても小規模な複合施し設せつの中にあるのでシンミリしないし。

「これでマックに行って、偶然つぐみん先輩もマックにいたら笑えるニャン」

「いやいやいや、笑えないけど!?」

　それと、どうでもいいけど、マクドナルドを『マック』と略すか『マクド』と略すかのどちらかで、結構地域差が出るよな？




　　　　◇　◆　◇　◆




　学校から最寄りのマックに到とう着ちやくした俺と月島と雪村先輩は、普ふ通つうに食べ物やら飲み物やらを注文して、受け取ってから比ひ較かく的てき奥の方のテーブル席に着いたんだけど……、嗚呼ああ、あの店員さんの形容しがたい視線が忘れられない。

「まさか……っ、まさか！　雪村先輩がハッピーセットを買うなんて！」

「バカね、神園くん。ハッピーセットは子供だけが買う物ではないわよ。これを買ってハッピーになれる人なら、誰だれにでも買う権利はあるわ」

「ゆきむー先輩、別に軽けい蔑べつとかはしてないんだけど、恥はずかしくないニャン？」

「恥はじと他人からの評価を気にして人生を楽しめないなんて、本ほん末まつ転てん倒とうじゃない」

「ニャハ、ゆきむー先輩から大きなお友達の女子高生バージョンの鱗りん片ぺんを感じ取ったニャン！　しかも今回のハッピーセットは『プリキュア』だし、ますますそう思えるね☆」

「待て、月島！　衝撃が強いのは雪村先輩の方でも、お前も買ってるじゃん、ハッピーセット！」

「ツッキーはまだ中学一年生だからセーフ！」

　言うと月島は野球で審しん判ぱんがするように両りよう腕うでを水平に伸のばしたが……正直『プリキュア』のハッピーセットは妹が喜びそうだったから、俺もほしいか否いなかで言えばほしかったなぁ。

　で、一通り二人が『プリキュア』を満まん喫きつすると──、

「さて、神園くんはまんまと花はな咲さきさんにとって都合のいいシナリオ……っていうかルートに強制突とつ入にゆうさせられてしまったわけだけれども……」

　なんか雪村先輩がジト目で俺のことを見てくる……。

　睨にらんでいるというよりは、見つめている感じか？

「なんですか、そんなバカを憐あわれむような目をして？」

「あのね、神園くん？　花咲さんはオタサーの姫ひめなのよ？　たとえ今はニジケン再建の途と中ちゆうで、美少女動物園の状態で男女比が狂くるっていても、少なくともオタサーの姫としてのノウハウや、技術、経験、精神は健在なのよ？」

「ニャフン！　つまり環かん境きよう的にはオタサーの姫じゃなくても、ヒロインとしての属性的にはオタサーの姫ってことだね！」

「……、雪村先輩はなにが言いたいんですか？」

　ふぅ、と一息吐つく雪村先輩。

　そしてすでに、本人的には面おも白しろいなにかを察している月島。

　二人を代表して雪村先輩がなにかを口にしようとするが──、




「──なぜオタサーの姫がウソ泣きしている、って可能性を排はい除じよしたのかしら？」




「……………………あっ…………」

　……マテ。落ち着くんだ、神園心しん路じ。ウソ泣き？　それってアレだよな？　別に本当に感情を我が慢まんできなくて涙なみだを流しているわけではなく、意図的に、技術を以もつて涙を流すことで、ぶっちゃけると、オタサーの姫の得意技わざのアレ。

　ふぅ……、はぁ……、よし……、ＯＫ。

「しまったアアアアアアアアアアアア！」

　そうだ！　どうして気付かなかった!?　道理で展開が唐とう突とつっていうか、急ぎ足で薄うすっぺらいと思った！　密度が低いっていうか、描びよう写しやが足りていないっていうか！

「今のココロ先輩の反応を鑑かんがみるに、オタサーの姫がウソ泣きを得意としているってことは知っていたし、事前知識で見破れる可能性もあったけど、いきなり女の子、しかも幼おさな馴な染じみに泣かれて、ココロ先輩の頭はパニックになり、何も考えられなくなった……というよりは、脳内処理の許容を超こえたんだね」

「頭が真っ白になった──って感じね」

「ゴメンなさい、言い訳させてください」

「「どうぞどうぞ」」

　ゴホン、と一つ咳せき払ばらいする俺。

「二人きりの通学路、オレンジ色に染まる街並み、頰ほおに涙が伝っている女の子からの告白──あまりにグッドなシチュが揃そろっていて、雰囲気にのまれたんです」

「くっふ～、ココロ先輩、童どう貞ていっぽいニャン」

「月島だって処女だろ!?　バカにしてるのか!?」

「ふっふっふ～、バカにされてる自覚があるなら、ツッキーで卒業してみるかニャン？」

「俺だって卒業したいし月島のことを可愛かわいいとは思うけど！　お前がＳＥＸに対して軽けい率そつなのが気に食わない！」
















「ちょっと、神園くん。ここ、ファーストフード店よ？　ＳＥＸとか口走らないで頂ちよう戴だい」

「す、すみません……」

　呆れたはずだけれども、なにゆえか微笑ほほえんでいる雪村先輩。

「ていうかココロ先輩、偏へん見けんかもしれないけど、ホントに典型的なオタクだね。身体からだの繫つながりも大事だけど、心の繫がりも大事。お互たがいの初めてはプラトニックに、って」

「いやいや、オタクじゃなくても心の繫がりは大事だろ？」

「でも普通の高校生だったら、ツッキーに、ＳＥＸしよ？　って言われたら頷うなずくよ？」

「ぜひ俺の理性を褒ほめてくれ」

　しかし月島は──、

　微妙に意味深な瞳で──、

　野や獣じゆう（ネコ）の眼光で──、

「──違うニャン。理性が固いんじゃなくて、理想が高いんだニャン」

　あっ、なんか今、……図星っぽいことを言われたのか？

「たぶんココロ先輩の中では、理想のシチュエーションが、ある程度イメージされているんだろうね。ツッキーの推測だと、それは純愛モノのエロゲの、主人公とヒロインが初めてを捧ささげあう雰囲気か、主人公とヒロインの結けつ婚こん前夜か初夜の雰囲気に近いニャン」

「ねぇ、なにゆえ俺は自分の後こう輩はい、それも女の子に性せい癖へきを分ぶん析せきされてんの？」

「けれど、おおむね正解でしょうね。実にオタクの童貞っぽくって、好きよ、私」

「褒めてるんですか!?　バカにしてるんですか!?」

「褒めているのよ？　好き、って言ったじゃない、あなたのそういうところが」

　うぐ……っ、言葉っていうか、反応に詰つまってしまうじゃん。

　いきなり、恐おそらく本心から女の子に『好き』って言われて……真正面からは返せない。

「好き、って、『共感できる』って意味ですか？」

「ん？　まぁ、そうかしら？」

「なるほど」

「どうしたニャン、ココロ先輩？」

「共感できるってことは、雪村先輩も俺と似たような初めてを夢見ている。初めてを夢見るということは、初めてを済ませた人間には不可能。つまり──」

「ゆきむー先輩も処女──むぐぅ!?　むううううううううううううう！」

　やはりビンゴか。でなければ、雪村先輩が顔を真っ赤にして、月島の口を塞ふさぐ意味がわからないからな。

　そうして数分後。

　ようやく俺たちは、ここに来た目的を思い出した。

「コホン、──神園くんは、今後どうするつもりなのかしら？」

「なんとなく、ニジケンが今年度もサークルクラッシュしそうな気もするニャン……」

「一先ず、問題は百合ゆり姫ひめと空野の二人ですね、当たり前ですけど」

　因果関係なんて明白だ。百合姫と俺が、一時的といえども付きあうことになった、という原因。それを起因とした、空野が何かしらの自分でも整理できない気持ちを抱いだき、部室に俺を置いて早々に帰った、という結果。

　他ほかに問題として可能性が考えられる原因も、結果も、その二つを結ぶ過程も、少なくとも俺の頭では思いつかない。

　で、原因も結果も、どちらも判明したなら、自おのずとその二つの延長線、これからのこともわかってくるよな……。言ってしまえば──、

「──私は」

　なんか俺が自分の中で結論を出そうとしたら、雪村先輩の声に邪じや魔まされたんですけど。

　仕方がない、雪村先輩の話に耳を傾かたむけよう。

「私は、花咲さんと空野さんには、仲なか違たがいしてほしくないわ」

　そうか……別に不思議なことじゃない。ただ単に、この人も俺と同じように、原因と結果の延長線が、『徐じよ々じよに百合姫と空野の仲が不安定になっていく』と、そう結論付けただけだ。

「友達同士が、しかも私にとっての友達同士が、恋れん愛あいのもつれで不仲になるなんて、そんなの認めたくないもの。だって──」

「「だって？」」

「──今まで楽しくふざけあって、仲良く過ごしてきたのに、それが壊こわれて失われるなんて、悲しいし、寂さびしいじゃない」

　別に悲しそうな顔でも、寂しそうな顔でもない。ましてや真しん剣けんな顔でも、泣きそうな顔でもない。

　優やさしい微笑み、とでも言うのか？

　けれど決して慈じ愛あいに満ちているわけではなく、ほっこりするアニメを見終わった後のような、新品のゲームを買った直後の子供のような、それが世界の当たり前とでも言うように、事実に対しての率そつ直ちよくな反応──じゃなくて、感情、みたいな気がした。

　けど、認めるしかないよな？

　繰くり返しになるけれど、事実、確かに雪村先輩の微笑みは優しかったんだし。

「……ゆきむー先輩、自分が背中かゆくなることを口にしてる自覚って、あるニャン？」

「もちろんあるわ。けれども事実よ。私は子供っぽい発言だけれども、みんな全員仲良し小良しなのが一番で、なによりも尊いと考えている」

　そう断言すると、雪村先輩はドヤ顔で、胸の下で腕を組んで、さらに胸を自じ慢まんげに張った……んだが、腕組み＋胸張りは、実に豊満なおっぱいが強調されるなぁ……。

　関係ないし、どうでもいいけど、月島はあと数年で、ここまで成長するのかな～？　しないかな～？　まぁ？　関係ないし、どうでもいいけど。

「……、なんかココロ先輩におっぱいをチラ見された気がするけど、ゆきむー先輩と比ひ較かくされても困るニャン。ツッキーはロリ枠わくだから、一生胸と身長は変わらない予定ニャン」

「自分の胸と身長の成長をコントロールできるって、割と本気ですごいな……」

　ていうか、仮に自分の成長をコントロールできるのなら、そのロリロリな体型は、自分で好んで選んだってことか……。

　ちなみに、今いま更さらだけど、月島は体型がロリなだけであって、オタクとしての俺的にロリは一二歳までだから、こいつはあと少しでロリじゃなくなる。ロリ擬もどきである。そういえば月島の誕生日っていつなんだろう？　そのうち訊きいてみよう。

「さて！　それはそうと！」

「月島さん、どうしたのかしら？」

「ココロ先輩は、なんでヒメ先輩と付きあうことになった直後に、つぐみん先輩が不ふ穏おんになったか、せ・い・か・く・に！　理解しているニャン？」

　えぇ～、逆に言いたいけど、理解していなかったら、今までの話も理解できていないことになるだろ。根底から崩ほう壊かいするどころか、瓦が礫れきすら残らず、今までの会話が無に帰するというか。

　──しょうがない。




「百合姫はもちろんだが、恐らく、空野も俺のことが好きだからだろ？」




　…………。

　……、…………。

「「………………えっ？」」

「……えっ？　なに？　違ちがうの？　俺が自うぬ惚ぼれていただけ？　ただの痛々しい勘かん違ちがい？」

　なんて一いつ瞬しゆん、焦あせったが──、

「待ちなさい、神園くん！　あなた空野さんの気持ちに気付いていたの!?」

「ニャに!?　まさか本当に正確に理解しているとは！」

「まぁ、あれだけ好き好き光線を出されたらなぁ……。二人は知らないと思うけど、二人きりの帰り道とかは、よく寄り道して話しあっていたし」

　今まで、本当につい昨日二巻六章まで、俺は空野の好意を気のせいだと思っていた。──が、さすがにもう認めざるを得ない。こんな展開にまで発展したのに見て見ぬふりを貫つらぬくのは、いくらなんでも鈍どん感かんすぎる。

　さっきの空野の態度で確信して、今の月島と雪村先輩との会話で、その確信が主観的なモノじゃないってわかった、って感じ。

　──しかし、

「──でも！」

「でも、なにかニャン？」

　できれば察してほしかったが、やむを得ない。

　いいか？　よく聞いてほしい。

　そして納なつ得とくしてほしいんだが──、

「おかしいだろオオオオオオオオ！　空野が俺に惚れるきっかけなんてあったか!?　ニジケンに強制的に入部させる時なんて、俺たちあいつのことを誘ゆう拐かいしてるんだぞ!?」

「あぁ～、好きだとは思うけれども確信が持てない感じ。事実としてはそうだけど、理由がよくわからない感じ。かニャン？」

「あるいは可能性の問題ね。九〇％は行き過ぎにしても、八〇％ぐらいの確率で好きなはずなのに、原因不明だから残りの二〇％がある、みたいな」

「えっと、それもありますけど、二人が空野の立場・性格でしたら、俺のことなんて惚れないでしょう？」

「残念ニャがら」「確かにそうね」

「そう、仮に俺が空野継つぐ未みでも、俺は俺のことなんて絶対に好きになりません」

「えっ、普ふ段だんあんなに自分大好き発言しているのにかニャン？」

「俺は自己チュウだから自分が好きなんであって、自己チュウな自分を他人の視点で見たら嫌きらいになるだろ」

「うわ～、ココロ先輩、すごくメンドくさいニャン……」

「さて、話がまたまた脱だつ線せんし始めたわね。とりあえず、神園くんが割と本気で状じよう況きようを正確に把は握あくしていることが判明したところで──」

「はい？」「なにかニャン？」

　俺と月島が会話をやめると、雪村先輩が静かに言う。

　俺たちの視線を浴びてなお、彼女は努めて、いや、努めずとも涼すずしげに、いつも通り清い口調で問う。

「──あなたたち二人は、ニジケンを、今後どうしたいのかしら？」

　どうしたい、というのは、なんて言うか……、結構アバウトな質問ですね。

　二次元文化研究愛好部という部活そのものを指しているのか、部活の中の人間関係を指しているのか、取り繕つくろった現状のことを指しているのか、不安定な今後のことを訊いているのか。

「微び妙みような表情かおをされたから、表現を変えるわ」

「はい」「ニャン」

　なにゆえ俺は、そして恐らく月島も、雪村先輩を前にして正座をしているような気分なのだろう？

「あなたたち二人は、今後、ニジケンの『形』を決める時、どのような『形』が、ニジケンのあるべき理想だと思うのかしら？」

　……、正直に言うと、さっきよりも抽ちゆう象しよう的だ。でも、話し相手に意思を伝達するという意味では、さっきと比べてアバウトではない。

　さて、質問したのは雪村先輩で、こっそり窺うかがうと、中学一年生の月島は質問の意図を正確に押さえきれていない感じ。

　先に答えるのは、俺しかいないよな……。

「──百合姫のために、ニジケンは存続させます」

「あら？　神園くんが鍵かぎだけれども、空野さんを不安定にさせたのは、あくまでも花咲さんの言動なのよ？」

　雪村先せん輩ぱいが不思議そうに、小首を傾かしげて確かく認にんしてくる。

　その際、彼女の銀の長い髪かみが、さらさら揺ゆれた。

　それを見てから、俺は軽い調子で肯こう定ていする。

「それでも、です。俺がニジケンに入部したのは、そもそも、百合姫のためのニジケンを存続させるためでしたからね」

「花咲さんのため『に』ではなく、花咲さんのため『の』──ね」

「それで、そういう雪村先輩は？」

「私にとって、ニジケンは大切な居場所よ。だから、壊させなんてしないわ」

　あっ、さっきと同じ優しい微笑ほほえみだ。

　なんだろう？　割と真ま面じ目めな話をしているのに、俺の脳内雑感と、月島のテンション＆ボケと、雪村先輩のコミュニケーション能力のおかげで、のほほんとした話しあいになっているし。

「最後に、月島は？」

「フニャ～、ギスギスしているのは胃が重くなるからどうにかしたいニャン」

「その割にはお前、注文したのが脂あぶらっこい物ばっかりだな……」

　先ほどのハッピーセットに加えて、実は月島はてりやきマックバーガーと、チキンチーズバーガーと、チキンマックナゲットと、マックフライポテトと、シャカチキを注文していたりする──が、こいつ、こんだけ食べて晩ばん御ご飯はんどうするんだろう？

　もしかして、晩御飯の代わりにこれか？

　そりゃ、成長もしないはずだ。栄養、偏かたよりすぎぃ！

「さてさて、三人の意見が、現実的には『ニジケンの存続を目指す』で、抽象的には『ヒメ先輩の暴走を治めて、つぐみん先輩のモヤモヤを解消する』って決まったところで──具体的なこの三人パーティの今後のミッションはどうするニャン？」

　一応突つっ込んでおくと、三人の意見が『ニジケンの存続を目指す』でまとまったことは確かだけど、その中身が『百合姫の暴走を治めて、空野のモヤモヤを解消する』というところまでは話しあっていないんだよなぁ……。

　いや、月島が先走っただけで、ニジケンの存続のためには、確かに『百合姫の暴走を治めて、空野のモヤモヤを解消する』しかないんだけど……。

「そうね──。私が作戦を考えて、二人に対する鍵である神園くんが実行し、月島さんは神園くんのサポート、というのが、一番現実的かしら？」

「異議なし！　だニャン！」

　月島が『逆転裁判』の例のポーズをするけど、異議ないのかよ……。

　でも、これで今日、この日の内に話しあっておくべきことは、全部話せたか？

「あっ、そうだ、雪村先輩」

「？　なにかしら？」

「ニジケンのことを大切な居場所、って言いましたけど、別にそんなこと思うようになるイベント、起きてないですよね……。フィクションのようにドラマチックな展開を経験しているわけでもないですし」

「基本的に、ダラダラ毎日マンガ読んで、代わり映ばえもしない日常を送っている──っていうか、無む為いに消費しているだけだからニャア」

「ふぅ、バカね。平へい凡ぼんで、何も起こらなくて、テキトーだけど穏おだやかで、消費型の萌もえブタだけど『みんながいる』ってことが変わらない。だからこそ居い心地ごこちがいいんじゃない。そんなのが四月から八月までそれなりに続いたのよ？　愛着も湧わくわ。だからこそ──、激動なんて望んでいない」

　え？　なんですか？　その肩かたをすくめて小バカにする感じの、まるでアメリカ人のようなオーバーリアクションは？　その『やれやれね、これだから神園くんは』と言いたげな素そ振ぶりは？

「やれやれね、これだから神園くんは」

　あっ、実際に言われた。




　　　　◇　◆　◇　◆




「ただいま～」

　いつもより三〇分程度遅おそめに帰宅した俺は、靴くつを脱ぬいで、リビングには行かず、階段を上り──、さぁ、帰って来たぞ、愛いとしのマイルームよ。

　ガチャ──、

「お兄ちゃん！　夢ゆめ乃のは遺い憾かんの意を示──」

　──バタン。

　あれぇ？　おかしいな……。俺の部屋なのに、妹の夢乃がいた気がする……。

　普段から、なるべく用事のない時は入るなって言っておいたのに。

　……、はぁ、現実から目を背そむけても仕方ないな。

　よし、ドアを開けよう。

「お兄ちゃん、なんで夢乃から逃にげたの？」

「夢乃が俺の部屋にいる時点で、なんか嫌いやな予感を覚えたからだ」

「ぅ～ん……？　何かバレたらマズイ物とかあるの？」

「別にないけど……ところで夢乃、机のノートパソコン、俺がいない間に使っては──」

「ううん？　どうして～？」

「……、……ナンデモナイヨ？」

「あ～っ、お兄ちゃん、夢乃に何か隠かくしてる！」

「それより、なんか俺に用事でもあったのか？」

「むむっ、お兄ちゃん、これ！」

　なに、これ？　封ふう筒とう？　え～っと、これ、小こ鶴づる新しん田でん高校の封筒で、俺の書類上の保護者、つまり父さん宛あての物か。封はもうすでに開いているから、俺も中を確認していいんだよな？

　ふむ──、ふむ──、なんてことはないな。ただの「もうすぐ私たちの学校でも文化祭をしますから、保護者の方もどうぞ～」って通知じゃん。

「で、夢乃はこれでどうしたんだ？」

「夢乃もお兄ちゃんの学校の文化祭に行きたい！」

「別にいいけど……文化祭に来てなにすんの？」

「もちろん遊ぶよ！　お化け屋や敷しきに、たこ焼き屋さんに、スライムとか！」

　まぁ、別に遊びに来る分には構わないっていうか、そもそも俺に許可なんて取らなくてもいいぞ？　小学校のお友達でも誘さそって、ハイエースに誘拐されないように気を付けて遊びに来てくれ。

「そうか、気を付けて来るんだぞ？　友達ともケンカしないようにな？」

「ぅん？　一人で行くんだよ？　お兄ちゃんと遊ぶのに、お友達も連れて行ったら、お兄ちゃんとお友達の間で変な空気が生まれるもん」

「うん、俺とお友達のことを配はい慮りよしているようで、実は俺の都合を考慮していないな？」

　……いや、夢乃は俺の都合っていうか事情、それも今日起きたことなんて知らなくて当たり前なんだが……。

　ていうか、夢乃め……、文化祭で俺と遊ぶ気なのか……。

　そもそも、俺は自転車通学だけど、小学生の夢乃が自転車で来たんじゃ絶対に迷子になる。となると長なが町まち駅まで徒歩で行って、そこから電車、仙せん台だい駅で乗り換かえて、小鶴新田駅で降りるのがベストだけど……、

「夢乃、一人で電車に乗れるか？」

「大だい丈じよう夫ぶっ、お兄ちゃんも夏休み、東京に行く時言ってたもん。『お祭りには事前準備と下調べが大切だ』って、ねっ？　それさえできれば、きっと夢乃も迷子にならないはず！」

　そういえばコミケに行く前に、夢乃にそんなことを言った記き憶おくがある……。

　別に夢乃はオタクじゃないけど、こういうところで、俺の影えい響きようが出てくるんだな。

　──さて。

　よくよく考えれば、もしかして俺が夢乃の行動を止める理由なんてないんじゃないか？　俺は夢乃に、迷子になってほしくないから、そして今俺の所属するニジケンが面めん倒どうくさい問題にぶつかっているから、関かかわってほしくないだけ。

　でもそれは、夢乃にとっては「なんのこと～？」で終わる事情だしな。

　俺に来ないでほしい理由はあるけど、夢乃に行かないであげる理由はない。

　不本意だけど、夢乃に文化祭に来てほしくないのは、俺のわがままだからなぁ……。

「──夢乃」

「なぁに、お兄ちゃん？」

「たとえスマホを持っていても、テレホンカードは三枚以上持って歩けよ？　防犯ブザーも忘れるなよ？　下調べでネットを使う時は、電車の乗り換えと地図を確認するだけじゃなくて、交番の場所も調べておけよ？」

「……ぅん？」

「それさえ守ってくれれば、文化祭に来てもいいぞ」

「わぁ！　お兄ちゃん、大好き～っ！」

　夢乃……、もう小学四年生の夏休みも過ぎたのに、まだお兄ちゃんに抱だき付くのが恥はずかしくないのか……。








二章　さぁ、俺たちの戦争デート（の準備）を始めよう！









　本日、八月二六日木曜日……は、ビックリすることに、まだ夏休み明け登校初日から二日しか経たっていないんだよなぁ……。

　登校初日はなにもなかったけど、昨日だけで、俺と空そら野のが付きあっている疑ぎ惑わくが持ち上がるわ、それに反応した百合ゆり姫ひめに告白されるわ、ウソ泣き（あくまでも推定だが）を相手になにをしたらいいのかわからなくなって結局その告白に頷うなずいてしまうわ、その日の内に三人で今後の方針を決めるわ……いくらなんでも密度が濃こすぎだろ。

　で、頼たのむから今日は何も起きないでほしい。

「…………」

「「「「「………………」」」」」

　──ああ、もう慣れたよ。教室のドアを開けて誰だれにも挨あい拶さつをしない、ちょっぴり寂さびしい登校も。なのにドアを開けた瞬しゆん間かんに、教室にいた全員がこっちを見て（なんだ、神かみ園ぞのか）と思った瞬間に、友達との会話に戻もどる薄はく情じようさも。

　おかしいなぁ……？　俺の目指した高校生活ってこんな感じだったっけ？

「──空野」

「……むっ、神園」

　自分の席に座ろうとすると、必然的に隣となりの席である空野とも近づかなくちゃいけないんだけど……なにを話せばいいんだ？

　よくよく考えてみれば、昨日は一瞬だけ雰ふん囲い気きが静まり返っただけで、その一瞬で空野は帰ってしまったし、顔をあわせづらくなるほどケンカしたわけじゃないんだよなぁ。

　そして一番重要なことは、当然一つ。

　空野は（あの神園があたしの恋こい心ごころに気付くはずがない）って、思っているに違ちがいない。

　いや、その、ゴメン空野、お前が俺のことを好きなことに、俺は気付いているんだ。

　まぁ、謝罪は脳内で済ませるとしても、空野が気付かれていることに気付いていない以上、俺はラノベ主人公レベルの鈍どん感かんを装よそおって発言しないといけないわけだ。

「おはよう、席に座らないん？」

「いや、座るけど、やはり俺に挨拶をしてくれるのは空野だけだなぁ、って感動した」

　なんて言いつつも着席する俺。

　そしてなるべくバレないように空野を観察してみると──あっ、ヤベ、空野と目があった。

　が──、俺が視線を逸そらす前に、空野の方が視線を逸らしたし。不満げに小さく頰ほおを膨ふくらませている。あと、顔を背けて頰ほお杖づえをついているけど、さっきからチラチラ、本人的にはバレていないと思っているんだろうが、俺の方を見てくる。なにこれ？　かまってほしいけど自分からアクションを起こすのはイヤ、ってことか？

「そら──」

「神園のバカ」

　えぇ～……、不当に罵ば倒とうされるのは百歩譲ゆずっていいとして、話しかける前に発言をキャンセルされたんだけど。

　なるほど、これがいわゆる拗すねている女の子、というモノか。

　よく観察してみると、頰がほんの少しだけ赤らんでいるし。

　ついでに言うなら、口を不満げにとがらせている。

　う～ん……昨日のこと、具体的には百合姫の告白に俺が頷いたこと、そして空野が盗ぬすみ見ていたそれは百合姫のウソ泣きだということ、それに対する弁明は早い方がいいよな。

　よし。

「いや、待て」

「ぅん？　どうしたん？」

「えっ？　い、いや、なんでもない……」

　……あれ～？　話しあうの無理じゃな～い？

　確かに百合姫と一時的にとはいえ付きあうことになって、十中八九、そのせいで空野が不満というかモヤモヤを抱いだいているこの現状。しかし、空野は態度でそれを示しただけであって、明言したわけではない。言い換えるならば、言げん質ちを取ったわけではない。

　その状じよう況きようで空野に「百合姫とのことは誤解なんだ」って取り繕つくろっても、「なんのことなん？」って言われるし、それにプラスして、さらに機き嫌げんが悪そうな態度を取られる恐おそれもある。

　はっはっは！　どうしようもねぇ！　八はつ方ぽう塞ふさがりだ！

　だがしかし！　諦あきらめるわけにはいかない！

　くっ、考えろッッ！　考え抜ぬくんだッッ！

「そうだ……」

「なんかさっきから神園の独り言が多くて怖こわいから……」

　確かに俺は百合姫と、文化祭までといえども付きあうことになった。

　百合姫曰いわく「このお試ためし期間で心しん路じくんを本気にさせる」みたいなことを、俺は強しいられているというか、期待されているというか。

　しかし俺は、この際ハッキリ、心の声だけど明言しておくと、百合姫の告白を断るつもりだ。少なくとも、現状のまま、俺にとっても百合姫にとっても、劇的な心境の変化が起こらない限りは。

　ならば、最終的には百合姫とは付きあうつもりがない、って態度を取れば（過か剰じようにならないように慎しん重ちようにだが）、空野も安心してくれるんじゃないだろうか？

「あ～、どうしようかな～？　どうしようかな～？」

「か、神園？　その独り言、怪あやしいから……」

「浮うわ気きしたいんだけどどうしようかな～？」

「うえっ!?　昨日花はな咲さきさんと付きあい始めたばっかりだよね!?」

　あれだな。いくらなんでも浮気は最低すぎる。さすがに軌き道どう修正しよう。

「浮気は冗じよう談だんにしても、俺のタイプって年上か、年下か、同い年かで言えば──」

「言えば、なんなん……？」

「……真ま面じ目めに考えてみたら、俺の現実での年ねん齢れいの好みって、年上だな……」

「────（げしっ、げしっ）」

　痛いっ!?　空野め、二度も蹴けったな!?　親父おやじにも蹴られたことないのに!?

「空野、割と今のは力の加減ができてなかったよな……？」

「……、神園のばか」

「気を取り直して、俺のタイプって、巨きよ乳にゆうか、貧ひん乳にゆうか、美乳かで言えば──」

「神園って女の子を胸で判断するんだ……、サイテー」

「一応最後まで聞いてほしい」

「…………」

　無言だけどこれは肯こう定ていの意味の無言だよな？

　聞いてあげるけど、素す直なおに肯定できないから、無言で察しろ、っていう。

「……真面目に考えてみたら、俺の現実での胸の好みって、巨乳だな……」

「────（げしっ、げしっ）」

　俺の足を蹴った後、不満そうな表情をする空野。

　そっぽを向いて、あからさまに拗ねている。

　いやいや、空野は巨乳じゃないけど、別に貧乳でもないだろ……。

「……、神園のばか」

「それ聞くの、今日だけで三回目なんだけど……」

　ところで、少しおかしいな。どうも歯車が嚙かみあわない。

　普ふ通つう、好きな男子が別の女の子と付きあうことになったら、もっと悲しむんじゃないだろうか？　ま、まぁ、確信しているに近いとはいえ、空野の好きな人が自分って認にん定ていするのは、中々反応に困るけど……。

　でも、話を少し変えるけど俺って、自他ともに認めるダメ男だぞ？　仮に誰かと恋人同士の関係になったら、浮気とか相手を裏切る行こう為いはしないって、越こえちゃいけない一線は弁わきまえているつもりでも、自己中心的な行動をする人間だぞ？

　空野が、俺が誰かと付きあっても、拗ねる程度に留とどまっている理由と、昨日マックで月つき島しまと雪ゆき村むら先せん輩ぱいにも言ったけど、空野がダメ人間な俺を好きな理由が、まったくもって不明だ。

　う～ん……、今後、もしかしたら判明するかもしれないけど、それは空野本人が、自分の口で自分の気持ちを伝えられた時だろうな。

　と、その時だった。

「おはよ～っ、継つぐ未み！　あと神園くんも」

「陸りく畑はた」「ひーちゃん」

　まさか空野以外に、俺に朝の挨拶をしてくれるクラスメイトが増えるとは……。

　陸畑の本名は『陸畑陽ひ辻つじ』で、初めの文字が『り』のため、出席番号と席順は俺と空野から遠いが、ほう、それでもカバンを机に置くと、俺たちの方に来てくれるもんだな。

「おやおやぁ？　継未ってば、なんだかご機嫌ナナメ？」

「違うから。仮に拗ねてても、神園が原因じゃないから」

「なになに？　継未と神園くんは修しゆ羅ら場ばってんの？　やっぱり神園くんに浮うわ気きされた？」

　え～……やっぱり、ってどういうことだよ……。

　ハナから俺が（みんなから見てだけど）浮気するって思われていたのか。

「べっつに～？　神園が誰と付きあおうが、昨日の放課後に花咲さんと付きあうことになろうが、あたしには関係ないから」

「なに、その悪意ある言葉のチョイス!?」

「えっ!?　神園くん、継未じゃなくて花咲先輩を選んだの!?」

「バカ、陸畑！　声が大きい！」

「突つっ込むところ、そこ!?　否定はしないの!?」

　くそ、失敗した。陸畑の言うとおり、声の大きさを注意しないで、適当っていうか曖あい昧まいな表現で煙けむに巻まくべきだった……。声の大きさを気にするなんて、周囲に知られたらマズイことだからもっと静かに、って意味合いに、周りからは思われてしまうじゃないか。

「あのさ、神園くん」

「な、なんでしょうか……？」

「別に神園くんの女の子の趣しゆ味みや、選せん択たくを責めるつもりはないけど、やっぱ、責任は取らないとダメだぜ☆」

「せ、責任!?」

「ひーちゃん!?　何言ってるん!?　そういうのはまだ早いから！」

「あ～、違う違う、なんていうか……、後あと戻もどりできないことを自覚するっていうか……、自分の行動の結果は常に自分に跳はね返ってくることを肝きもに銘めいじておく、っていうか……、あはは、言葉って難しいねっ」

　口調は朗ほがらかなのに、言葉の意味は重圧に押し潰つぶされそうなぐらい重い……。

　陸畑──、陸畑陽辻──、空野継未の友達──。

　普段から明るい性格で、口調も常に、良く言えば底そこ抜ぬけに元気でフレンドリー、悪く言えばバカっぽい。遠くからたまに視界に入る分には、笑っている顔がデフォルトで、絶えず友達と仲良く過ごしているイメージ。

　だけど、目が曇くもっているわけじゃない。

　物事の要所は、的確に把は握あくしている。

　そして、口調で誤ご魔ま化かしているけど、人と敵対する発言をするのも、時と場合によっては厭いとわない。

　空気を壊こわしかねないことを、空気を壊さないために、おちゃらけて言う。

　そして最後に──、

「基本は交友関係が広いから、敵対しているのが俺だけで、ゆえにこういう一面を覗のぞかせるのも俺だけなんだよなぁ……」

「なんか言った、神園くん？」

「えっ、いや？　なんも言ってないけど？」

　──こいつの闇やみの部分って怖すぎぃ！

　今の呟つぶやきが聞こえていないようで、本当に助かった。

「あっ、もうすぐＨＲホームルーム始まるね。それでは、アディオス！」




　　　　◇　◆　◇　◆




「心路くんっ、ヒメが作ってきたお弁当、一いつ緒しよに食べよ～♪」

　昼休み早々、百合姫がやってきやがった……。

　これはもう爆ばく弾だんなんてレベルじゃないな。

　チラ～、っと恐る恐る空野を見やると──、

「行ってきたら？　あたしはひーちゃんと一緒に学食行くから」

　あ～、ここで「空野、怒おこってる？」って訊きいたら、「怒ってないけど、怒ってないのに怒っていることにされているのが不満なだけ」って言われるんだろうな。いやいや、不満ってこの場合、怒っている、の類義語だろ。

　これはアレだ。ギャルゲーの選せん択たく肢しで、基本的には複数の選択肢の内、一つしか選べないのと同じ原理。

　俺は今、百合姫か空野のどちらか一人しか選べない。

「心路くん、継未ちゃんもこう言ってくれているし、行こ？」

「……ふん。ひーちゃん、早く行こう？　神園に気を遣つかわせたら申し訳ないから」

　今回の選択肢って時間制限付きかよ……。

　嗚呼ああ、そうか、百合姫は昨日、一番早く帰ったから部室で空野とあったことを知らないのか……。

　で、俺は百合姫と手を繫つないで、ニジケンの部室に到とう着ちやくした。

　いつもの席に座る俺と百合姫だが……そもそもいつもの席からして、俺と百合姫は隣となり同どう士しなんだよなぁ。

「それじゃあ、早さつ速そく食べようか。──、はい、どーぞ♪」

「うぐ……いただきます」

　お箸はしはピンク、お弁当箱にはワンポイントのウサギさんマーク。これに関しては予想の範はん囲い内だ。二人分同じお箸とお弁当箱なのも、一応予想できた。けど、えっ、えぇ……。

「あはっ、ヒメの、大・大・だ～い好きな心路くんのためにぃ、桜でんぶでハートマーク作っちゃった♪　嬉うれしーい？」

「あ、ああ、ビックリした」

「やったぁ、そ・れ・じゃ・あ、はい！　あ～ん」

「──、むぐ」

　ウェイウェイ、動どう揺ようするな。冷静になるんだ神園心路。

　なに？　この形容しがたい緊きん迫ぱく感かんは！

　お試ためし期間とはいえ、オタサーの姫と付きあうのって、こんなに（心臓に悪いという意味で）ドキドキするの!?

　まず一つ、オタサーの姫って（特に大学とか専門学校の）誰だれ彼かれかまわず関係を結んでいる偏へん見けんがあるけど、この桜でんぶのハートマークも、他の誰かにやっていないよな!?

　百合姫は例外中の例外っぽいけど、他のオタサーの姫の本命くんは、常にこういう心臓に悪い不安に襲おそわれているのか……。いや、落ち着け？　もしかして俺に限らず、オタサーの姫の本命くんは、誰も彼も（自分のところの姫ちゃんは例外中の例外だから、俺以外のヤツは大変だな～）って思っているのか？

　となると、実は百合姫も例外じゃない……っ!?　俺の希望的観測にすぎないのか!?

「心路くんも～、ヒメにあ～ん、ってしてほしいなぁ」

「ぐぬぬ……、は、はい、あ、あ～ん……」

「──あんっ」

　そして二つ目、以前と比べてさらにあざとい。厳密に言うならば、そのせいでさらに疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまう。従来のヒロインがお弁当に桜でんぶでハートマークを作ってきても（よしっ、好感度がＭＡＸになった）と喜ぶ他ほかないが、オタサーの姫の場合、何か裏に本当の意図があるんじゃないかと、不安で不安で、百合姫には申し訳ないけど、ほんの少しだけ気持ち悪い。いや、嬉しいことは嬉しいから、気持ち悪いっていうのは、『百合姫が』じゃなくて……、なんて言うか……、乗り物酔よいに近い感覚だ。

　精神が不安定になるというか、感情がスッキリしないというか。

「えへへ～、心路くん、お耳貸して？」

「ん？　別にいいけど……」

　しかもその乗り物酔いに近い感覚を、まさか百合姫本人に悟さとられるわけにはいかない。

　ていうか、俺の耳に何をする気だ？

「──心路くん」

「ん？」

「だ・い・す・き♪　────ふぅ」

　うおっ!?　ぞくっとした!?　耳に息を吹ふきかけられた！　オタサーの姫って男子の耳に囁ささやくの好きだよなぁ!?

　加えて三つ目、付きあう以前と比ひ較かくして、ますます泥どろ沼ぬまにハマっていくような気分になってしまう。抜ぬけ出せなくて、足あ搔がけば足搔くほど深みにはまる感じ。

　仮にも恋人関係なのに、相手のことを穿うがった目で見てしまう……。

　今の耳に吐と息いきをかける行いだって、雪村先輩がすれば年上のお姉さんのイタズラ・からかいなのに、百合姫を始めとするオタサーの姫がやると、なにゆえか、蝶ちようを絡からめ捕とる蜘蛛くもの巣を彷ほう彿ふつしてしまう。

　誘ゆう惑わくというには、より妖あやしくて、

　かまってちゃんというには、中毒性があり、

　いちゃつきというには、蠱こ惑わく的で、

　どうしようもなく抗あらがえない──否いな、抗おうという気持ちが沸わき上がらない。

「ゴハン食べ終わっちゃったけど、まだ時間あるよね？」

「そりゃ、お弁当を食べ終わったら、即そく昼休み終しゆう了りよう──って事態を想像してみろよ？　午後の授業で生徒が死ぬぞ？」

「なら、まだまだ二人きりの時間を楽しめるね？　──はいっ」

「……、どうした、膝ひざを揃そろえて腕うでを広げて？」

「あはっ、膝ひざ枕まくらしてあげる。おいでおいで？」

　どうする？　さっきも思ったことだけど、百合姫は昨日空野との間で起こったことを知らない。そして、まさか百合姫に「俺たちが付きあうことになったから、空野がいじけている。だから空野に悪いし膝枕はちょっと……」なんて言えるわけがないし……。

　恥はずかしいからできないって断るか？

　ダメだ。俺たちはもう以前に、膝枕どころか添そい寝ねまでしている。

　学校だからできないって断るか？

　これもダメだ。再会した瞬しゆん間かんに、俺と百合姫は学校でキスしている。

　やむを得ない……。

「あれ？　今日の心路くんはやけに素す直なおだね？」

「いや、普段以上に頭の回転は速くしているんだけど、それでもどうしようもないから、基本的に選択肢を選ぶ前にタイムアップになっているだけだ」

「うみゅ？　選択肢？　タイムアップ？」

　でもこの状じよう況きようって、傍はたから見ればリア充じゆうなのか？　学校の昼休みに、誰もいない二人だけの空間で、男子が女の子に膝枕してもらっている。

　ヤバイ……。

　その考えが頭に浮うかんだせいで、百合姫のことを意識してしまう……。

　百合姫からすごくイイ匂においがする。あと、百合姫の太ももがやわらかくて温かい。

「心路くん、気持ちいい？」

「頭を撫なでられると複雑な気分だ……」

　いや、男子としてはかなり嬉しいはずなんだけど、素直に喜べない。文化祭のことと空野のことを一いつ旦たん置くとしても、男子としての見み栄えっ張りな部分のせいで、子供っぽい扱あつかいに不満を覚えてしまう。

　まぁ、わかっているよ？　これが本来、贅ぜい沢たくな状況だって。

「つんつん、つんつん」

「……、なにしてんの？」
















「心路くんの頰ほおがやわらかそうだったからツンツンしてるの♪」

　ああ～、百合姫はたぶん、俺以外にこんなスキンシップはしないと思うけど、この一〇分の一でも思わせぶりな態度があれば、例の元・百合姫の騎き士しである東とう山やま先せん輩ぱいとか西にし沢ざわ先輩とかは、そりゃ百合姫に心しん酔すいするな。

　こんな姿、空野はもちろん、月島や雪村先輩にも見せられない。

　すでに若じやつ干かん、確信めいた感覚があるのだが、最後に四つ目、オタサーの姫と付きあうことと、他の女の子と不仲になることは同義だと思う。

　そもそもオタサーの姫というのは、同性からは嫌きらわれている存在だからな。そのような女の子と付きあうとなると、カレシの方も排はい他た的な目で見られてしまう気がする。

　以上、四つの『オタサーの姫と付きあうにあたっての、心臓に悪い部分』でした。

　と、ここで──、

「心路くん、『膝って一〇回言って』って指示した後に、肘ひじを指差して『ここの名めい称しようは？』って質問するクイズのこと、知ってる？」

　百合姫が俺の顔を覗き込んでくるけど、今度は正しい意味でドキドキするから控ひかえてほしいものだ。

　お互たがいの唇くちびるへの距きよ離りなんて、三〇㎝もない。

「小学生がよくやりそうなやつだろ？」

「じゃあ心路くん、『好き』って一〇回言ってみて？」

　一瞬、なにゆえ、って思ったけど、たぶんクイズを通していちゃつきたいだけだよな？　そのぐらいなら、膝枕に比べたら全然どうってことはない……のか？

「……、好き、好き好き、好き好き好き、好き好き好き好き。……これで満足か？」

「うんっ、大満足♪　録音も完かん璧ぺき！」

　ポケットからウサ耳付きのピンクのカバーを被かぶせたスマホを取り出す百合姫。

「待て！　クイズはどこに行った!?」

「え～？　ヒメぇ、クイズのことを知っているか否かを訊いただけでぇ、実際にクイズするとは言ってないも～ん♪」

「ぐぬぬ、詭き弁べんだ……屁へ理り屈くつだ……」

「ふっふっふ～、屁理屈も理屈には変わりないんだよ？」

　普ふ段だん頭ゆるゆるで、オタサーの姫として小こ悪あく魔まチックな部分よりも、天然で脳内がお花畑な部分の方が九割を占しめている百合姫だけど、一時的にとはいえ付きあってみると、掌てのひらの上で転がされているのは、もしかしたらこっちなのかもしれない……。

　と、そこで──、

「ニャッハ～っ、五限目の教科書、昨日ニジケンに置きっぱなしにしてたのを、すっかり忘れていたニャン！　ツッキー、超ちよううっかりさん！」

「──えっ？」

「──うみゅ？」

「……、……、ンニャ？」

　なにゆえ月島がお昼休みにここに来るの？

　いや、それはこの際気にしないでおくとしても、まさか、よりによって俺が百合姫に膝枕してもらっている場面を見られてしまうとは……。

「ココロ先輩」

「……、はい」

「ヒメ先輩」

「は、はい……」

「その……、ニャんていうか……」

「「………………」」

「──、避ひ妊にんはしっかりするニャンよ☆」

「しねぇよ！」

「うみゅ!?　心路くん、避妊しないの!?」

「違ちがう！　そもそも、避妊具が必要になる一八禁行こう為いをしないって意味だ！」

「ニャフン！　お邪じや魔ましました～っ」

　月島め、すたこらさっさ～、と逃とう走そうしやがった……。

　月島のせい、というよりは、月島のおかげで、どうにかオタサーの姫と付きあっている時限定の妖しい雰ふん囲い気きが壊こわれたので、お昼休みはこれで解散となった。

　タイミングよく、残り一〇分ほどでお昼休みも終わりだったからな。




　　　　◇　◆　◇　◆




　放課後は、当たり前だけど部室に赴おもむくのが部活に所属している生徒の義務だ。風邪かぜとか補習とか、そういう時は行かなくていいけど。

　で、そうなると必然的に、ニジケンの部室には部員全員が揃うこととなる。

　曖あい昧まいな言い回しをやめるなら、ついに昨日の放課後ぶりに、百合姫と空野が顔をあわせることとなった。昼休みの時は、ほんの数秒だったからな……。

　そしてその二人がいる空間に、俺も、月島も、雪村先輩も、ついでに海うな原ばら先生もいるわけ。

「心路くん、今度はいつヒメのお家うちに遊びに来る？　二人きりの方がいいよね？　今度の土日は、夜には帰ってきちゃうけど、昼間ならパパもママもいないよ？」

「……それはそうと、オタサーの姫ひめがパパ、って言うと、すごく危ない言葉に聞こえるな……」

「神園、鼻が伸のびてるから……」

「鼻は伸びねぇよ。どこのピノッキモンだ……。伸びるのは鼻の下だからな？」

「ってことは、鼻の下が伸びていることは否定しないんだ……」

「揚あげ足を取るな!?」

「いつもの神園だったら、揚げ足なんて取られる方が悪い！　とか言いそうなモンなのにね！　べーっ、ふんっ」

　空野、部室に来てからますますご機き嫌げんナナメだなぁ。腕を組んでぷいっ、と顔を逸そらしたが、実にわかりやすい。

　と、そこで雪村先輩が唐とう突とつに──、

「そういえば、文化祭で喫きつ茶さ店てんをしようと思うのだけれども、それについて話しあってもいいかしら？」

「唐突だニャン！」

「うみゅ～!?　ヒメが部長なのに、またしても雫しず九く先輩に司会を取られそうだよぉ～!?」

「だったら取られる前に、自分で話題を作っておけよ……」

「それで、一応訊いてみるけど、なんで出し物をすることになったん？」

　ん？　空野の態度が緩かん和わされた？　どうやら今朝からの例の態度は、主に俺を対象としているようだが、雪村先輩には適応されないのか。当たり前か、雪村先輩は俺にとっても空野にとっても、何も悪いことはしてないんだし。

「理由は三つあるのだけれども、一つは何回もしつこいでしょうけれど、活動実績の一種として認められるからね」

「けど一応、ヒメ先輩が書いているラノベと、ツッキーたちが作った、あるいは作っている途と中ちゆうのコスプレがあるけどね」

「でも、活動実績は多いに越こしたことはないから」

「そして次の一つは、文化祭の出し物で稼かせげたお金を、一旦学校の収益に戻もどす必要があるのだけれども、数日後には生徒会の予算決めを経て、部活動の後期部費としてある程度加算されるからよ」

「それは本当に微び々びたる額だと思うけど、もらっておける物はもらっておくニャン！」

「そして最後の一つは、せっかくの文化祭なのに何もしないなんてつまらないじゃない」

「最後の最後で、ずいぶん感情的な理由になったニャン!?」

「なら月島は、文化祭で何もしなくていい派か？」

「まさか！　面おも白しろそうだから、ツッキーも文化祭で喫茶店したいニャン！」

「百合姫と空野は？」

「ヒメもＯＫだよ？　雫九先輩の言うように、年に一度の文化祭だしね♪」

「あたしも大だい丈じよう夫ぶだから。で、そういう神園はどうなん？」

　おっ、空野が会話に参加したおかげで、不満を忘れている感じだ。

　現に、俺に会話をパスしてきても、単純に訊きいてきているだけで、さっきみたいな雰囲気じゃないし。

「俺も賛成なんだけど……でも、なにゆえ喫茶店なんですか？」

「チッチッチッ～、甘いニャン、ココロ先輩！　ニジケンに与あたえられた文化祭のスペースは、この部室だけなんだよ？　部員と顧こ問もんだけで集まる分にはそこそこ広いけど、さすがにここじゃ、お化け屋や敷しきとか輪投げとかカラオケ大会とかはできないニャン」

「けど──、喫茶店は他の部活、あるいはどっかの学年のどっかのクラスでもやるんじゃないん？　その上、ニジケンの部室って、校舎の一番端はしの部室棟とうの、さらにその三階の、さらに一番奥の部屋だよね？　客足が遠とお退のくと思うんだけど」

　確かに空野の言うことにも一理あるよな。

「う～ん、うみゅ～、学校の文化祭とはいえ、少しは真ま面じ目めに他のお店との差別化を図はからないといけないよねぇ……」

　とりあえず、適当に、思いついた順にアイディアを口にしてみるか。

「美少女おにぎりって、どう？」

「待って、神園!?　それってなんなん!?」

「文字通り美少女が握にぎるおにぎりのことだ。握れば握るほど、女の子は手に汗あせをかいて、それがおにぎりに染しみ込む。一部の層の男性には大ウケ間違いなしの出し物だぞ？」

「それ、実行委員会の許可下りないから！」

「えっ？　女の子がおにぎりを握ることの何がいけないんだ？　他の出し物と差別化もできて、本来後半になればなるほど減るお客様も、これに限っては後半の方が増える。売り上げもウハウハだぞ？」

「いくらなんでも手段を選ばなさすぎだから！」

「手段など所しよ詮せん、目的を達成するための道具でしかない。月島も言っただろ？　もらっておける物はもらっておく、って。でも、どうせもらえるなら多い方がいいじゃん」

「待つニャン！」「それには問題があるわ」

「ほら、月島ちゃんと雪村さんもこう言っているから！」

「美少女おにぎりなんて、エロゲ・同人界かい隈わいではすでにやりつくされた感があるニャン！」

「正直、それはもう食傷気味よ」

「うえ!?　そうなん!?　美少女おにぎりってそんなに有名だったん!?」

「ちなみに継未ちゃん、心路くんは控ひかえめに言っているけど、画像検けん索さくすると、美少女が腋わきで握っているケースが大半なんだよ？」

「神園の言い方でまだ控えめだったん!?　頭おかしいから！」

　よくわからないけど、空野がもうすでに、少しだけ涙なみだ目めになっている。

　ちなみに俺は、一応ここを女性が五人いる場所ということを忘れていなかったので、あえて『腋おにぎり』を『美少女おにぎり』と言ったわけ。まぁ、美少女おにぎりの方が手で握った場合も含ふくむから、言葉として使いやすいんだけど。

「うぐぐ……、他ほかに何か意見ないん？」

「喫茶店とは少し離はなれるでしょうけど、部員が各おの々おの家からアニメのＤＶＤなりブルーレイなりを持ってきて、それを流すのはどうかしら？　飲み物は、お客様が椅い子すに座ってその映像を観賞している最中に、って感じで」

「それ、出し物としては成立するけど、別にあたしたちの活動実績としては認められないから！」

「なんだったら、もう名前だけすごくして、実態はただの喫茶店でした～、でもいい気がするニャン！　例えば〈天てん地ち開かい闢びやくの刻とき、神聖なる世界は約束の大地に楔くさびを撃うち込み、天空そらに羽撃はばたくは六六六の悪徳イーヴイルを内包せし六六六の翼ウイングを纏まとう六六六の獣カオスで、救世主セイバーは因果の地平から勝利の宿命を呼び覚醒さまし、世界は以後一兆年にも亘わたり平和が約束され、その神話ミソロジイの舞ぶ台たいとなった部屋にオープンした喫茶店〉とかどうニャン？」

「いやいやいや!?　いくらなんでもニジケン凄すごすぎだから、それ!?」

「月島……そのネーミング、合計で一二九文字あるんだけど、文化祭のパンフレットに載のりきらないだろ……」

「で、でもでもっ……、実際にそういう喫茶店があるなら、思わず足を運びたくなっちゃうよね？」

「うぅ～、ツッキーのことをわかってくれるのは、ヒメ先せん輩ぱいだけニャン……」

「くっ、神園も月島ちゃんも雪村さんも、正直アレすぎるから……。──、花咲さんは何かないですか？」

「う～ん、……ちょっと調べてみるね？　女の子、接客、っと」

「なんか激しくイヤな予感がするんだけど……」

「偶ぐう然ぜんだな、空野、俺もだ」

「うみゅ!?　ニジケンでキャバクラを開くのは──っ!?」

「ダメに決まっているから!?」

「確かに、ヒメも本当は心路くんだけといちゃつきたいから、キャバクラはＮＧかもね。とりあえずブレインストーミングみたいな感じで、思い付いちゃったから提案してみたけど」

「………………」

「空野、そんなジト目で俺を睨にらむな」

　たぶん、ヒメも本当は心路くんだけといちゃつきたい、って部分に反応したんだろう。

「なら空野さん、あなたはどうなのかしら？」

「あたし？」

「ツッキーたちだけに言わせておいて、自分はなにも提案しないのは、ゴッドが許してもこのツッキーが許さないニャン！」

「一理あるけど、あたしの案かぁ……」

　数分後──。

「美少女おにぎりとか、ネーミングとか、キャバクラとか、変に奇き抜ばつなアイディアを出そうとするから悪いんじゃないん？」

「失敬なヤツだな。俺たちから奇抜なアイディアを取ったらなにも残らないぞ？」

「普ふ通つうのアイディアぐらい残してくれないと困るから！」

「そ、それで、継未ちゃんはなにを言いたいの？」

「既き存そんのモノに、ニジケン独自のアレンジを加えるのはどうかな～、って」

「具体的にどういうことニャン？」

「例えば──、出し物として提供する飲み物を、なんかの作品から名前とイメージを拝借して、それを実際に作ってみる、とか」

「『モンハン』の回復薬、『ＦＦ』のポーションを現実の材料で模も倣ほうする感じね」

「あれってかなりお金がかかる上に、実際は正直、超ちようマズイらしいですけどね」

「心路くんが言っているのは、個人で作った場合だけどね～。公式で出しているポーションは美味おいしいらしいよ？」

「他には──、グルメマンガで登場する料理を実際に振ふる舞まう、とか」

「ああ～、『食しよく戟げきのソーマ』で登場する料理を実際に作ってみた、とか、そういうニュアンスであっているニャン？」

「そうそう！　で、どうかな？」

　珍めずらしく空野が期待するような瞳ひとみで意見を促うながしてくるが……、実を言うと俺の意見、そして恐おそらく俺以外のみんなの意見も固まっている。

「さすが空野だな。ニジケン部員の中で、一番まともなだけはある」

「それならニジケンの活動っぽいし、他の出し物とも差別化できるニャン！」

「しかもやりがいもありそうよね？　実際にチャレンジしたらハマりそうだわ」

「そして一番大事なことだけど、ヒメたちも楽しめるし、それなのにお客様にも人気が出そうだもん！　あとあとっ、売り上げも期待できそう♪」

「み、みんな……っ」

　空野が感極きわまったような表情をして、ニジケンメンバー全員を見回す。

　百合姫は笑え顔がおを空野に向けて、

　月島は空野にサムズアップして、

　雪村先輩は腕うでを組みながら静かに目を伏ふせ、

　そして俺は空野に──、

「まぁ、お金が厳しいから実現は不可能だけどな！」

「なら今のみんなの態度はなんだったん!?」

　が[image: ～][image: ～]っっ、と嚙かみついてきそうなぐらい、空野は怒おこってしまった……。

「いやっ、落ち着け……っ、今までのアイディアの中で一番まともだし、ニジケンの活動っぽいし、他の出し物と差別化できているし、やりがいもあるし、俺たち部員も楽しめるし、お客様にも人気が出るし、売り上げも期待できそう！　それは事実なんだ！」

「でもね、継未ちゃん？　暫ざん定てい的に料理は雫九先輩、飲み物の調合は天あま架かちゃんがやるとして──」

「ナチュラルに私が料理係にさせられたわ……」

「ほら、ゆきむー先輩はなんでも天才なイメージがあるからニャン」

「──心路くんの言うようにお金、具体的に言うなら予算の方よりも、売り上げと原価の方が釣つりあわないと思うの」

「ぐはぁ!?」

　ダメージを受けて吐と血けつするフリをする空野。

　そんな空野に対して俺は──、俺は──ッッ、

「そもそも、グルメマンガに出てくるような料理なんてするなら、時間がいくらあっても足りないぞ？」

「か、かみじょの～っ!?」

　──トドメを刺さした。

「一応、調理器具は家庭科室から借りるとしても、だ」

「は、はい……」

「最初の一人や二人はさばけるとしても、徐じよ々じよに手が回らなくなることは火を見るよりも明らかだ。これが時間の問題。そしてもう一つ、俺たちニジケンは五人しかいない。その上でみんなが大体同じぐらいの時間で遊べるようにシフトを組む。となると店番は二人、多くても三人が限度。これが人員の問題」

「ゴメンね、継未ちゃん？　一番まともな提案だったけど、現実的か否いなかで言ったら、継未ちゃんの提案は美少女おにぎりにも劣おとるの」

「あたしの案ってあれに負けたん!?」

　さて、どうしたものか……。これで俺も百合姫も、月島も雪村先輩も、一番まともである空野も、全員が一つ案を出したことになる。

　しかしそれでも決まらなかった。

　現実的で、ニジケンらしくて、ついでと言ったら失礼かもしれないが、お客さんも来てくれて売り上げが出ればマッチベター。

　う～ん……、悩なやましい……。

　と、みんなが困ったような顔をした、その時だった。

「あのぉ……、『マンガ喫きつ茶さ』はダメ、なんですかぁ～？」

「海原先生!?　いたことをすっかり忘れていました！」

「心路さん!?　思っていても口に出してイイことと悪いことがあるんですよぉ!?」

「はわわっ、紗さ依より先生!?　落ち着いてくださいぃ～！」

「ていうかマンガ喫茶って、どういうことなん？」

「そのぉ……ニジケンにはパソコンがありますし、マンガもラノベもたくさんあるじゃないですかぁ？　あとは『マンガやラノベを集めたこと』を活動内容にして、それに対してみんながお勧すすめの本を二～五冊程度選び、一〇〇文字程度の『読書感想文』っていうか、本屋さんにありそうなポップを作れば、それが活動実績になるのかなぁ～、って」

「えっ、そんなんで実績として認められるん!?」

「いや、百合姫のラノベを一〇〇、みんなのコスプレを五〇としたら、一〇〇文字しかない本屋にありそうなポップ製作なんて、せいぜい三ポイントだ」

「ダメじゃん!?」

「いや、別にいいんだよ。本来、百合姫の商業ラノベ、そして俺たちのコスプレで、活動実績としては充じゆう分ぶんとは言えないがそれなりに認められるレベルだ。だからポップに必要なのは実績としての素す晴ばらしさじゃなくて──」

「……なくて、なんなん？」

「──言ってしまえば、ここの出し物はニジケンですよ～、っていう、空野の言葉を借りるならニジケンらしさを醸かもし出す記号だ」

「えぇ[image: ～][image: ～]……」

　こうして、ニジケンの文化祭での出し物は、マンガ喫茶、コスプレの展示、コスプレを身にまとっての接客──となった。








三章　そういえば、女の子をデートに誘さそうのは初めてかもしれない！









　八月も残り数日で終わる……という時節の朝七時は正直意外なことに涼すずしいというよりは冷えを感じそうになった。晴れ渡わたる青空に浮うかぶ太陽はまだ高くはなく、東の方で清すが々すがしい程度に光っている。少なくとも今日に限って言えば風はなく、かといって湿しつ度ども高いわけじゃないので、肌はだがベトつかずに過ごしやすい。

　さて──、

　八月二七日金曜日……なんだけど、なんで俺、こんなに早く登校しているんだろう？

　いや、わかっているよ？　雪ゆき村むら先せん輩ぱいからＬＩＮＥがあって、百合ゆり姫ひめと空そら野のには内ない緒しよの話をしなくちゃいけない、ってのは。

　そういえば、こんなに早く部室棟とうに来たのは初めてかもしれないな。

「おはようございまーす」

「ココロ先輩、おはようニャン！」「あら、おはよう、神かみ園ぞのくん」

　すでに二人とも部室にいたし……。

　こいつら、登校するの早すぎだろ。まぁ、いい、俺も待たせちゃ悪いし、さっさと席に着こう。

　で、俺が座ると、対面に座っていた月つき島しまはノーパソを閉じて、雪村先輩はＰＳｖｉｔａをスリープモードにしてカバンにしまった。

「早さつ速そく話しあいを始めてもいいかしら？」

「ニャフン！　ツッキーはＯＫだよ！」

「俺も、一応……」

　すると雪村先輩は、こほん、と控ひかえめに咳せき払ばらいした。

「さて、私たちの戦いはこれから始まるわけなのだけれども、まずは昨日のニジケンでの話しあいの意図を説明しようと思うわ」

「と、言っても、大体の推測はできるニャン。現状のままじゃ、つぐみん先輩が、ココロ先輩とヒメ先輩が顔をあわせる部室にいづらくなり、徐々にフェードアウトしていく可能性がある。けれどココロ先輩は、少なくとも文化祭が終わるまでヒメ先輩と付きあわないといけない」

　月島にしては珍しく、ハイテンションではなく落ち着いた声こわ音ねだな。

「要は、空野が部室に来ないといけない建前を、イヤな表現に言い換かえるなら、自分が来ないと文化祭の準備が遅おくれてみんなに迷めい惑わくがかかるという責任感を、昨日の話しあいで与あたえたわけですよね？」

　そう考えると……、昨日、雪村先輩はこんな人の責任感につけこんだ姑こ息そくな手段・目的のために空野も含ふくめたみんなに喫茶店を提案したのか……。雪村先輩、恐おそろしい子……。この人とだけは不仲になりたくないものだ。

「そうね。一ひと先まず空野さんが部室に来るという状じよう況きようを確立させる、というのが第一の段階で、これに関しては、昨日の段階でクリアしたと見み做なしていいでしょう」

「で、ゆきむー先輩、その後はどうするニャン？　確かゆきむー先輩が参さん謀ぼう、ココロ先輩が実行要員、ツッキーがココロ先輩のサポート役だったよね？」

　月島が雪村先輩に視線をやるので、俺もつられてそっちを見てしまった……。

「ええ、だから文化祭の準備って口実があるわけだし、私がみんなの準備期間中のスケジュールを管理して、期間中、神園くんが上手うまく花はな咲さきさんと一いつ緒しよになる時間、並行して神園くんが空野さんと一緒になれる時間を作ろうと考えているわ」

「例を挙げると──、ココロ先輩、つぐみん先輩、少し最寄りのホームセンターまで買い物を頼たのめるかニャン？　って感じに、二人をくっつけるわけだね！」

「百合姫は……いや、あいつの場合、こっちが裏工作しなくても、勝手に俺と二人きりの時間を作ろうとするか……」

「「うわ～、自意識過か剰じよう……」」

「くっ、反論できない……、一応事実であることには変わりないのに……っ」

　二人がジト～、とした目で俺のことを見てくるし。……いや、さすがに俺も自意識過剰だとは思うけど。でも、百合姫だしなぁ……。事実としてこっちが裏工作する必要はない気が……。いや、一応するけど、確実性を求めて。

「でも普ふ通つう、部員の文化祭準備のスケジュールの管理って部長、ニジケンの場合は百合姫がするんじゃないですか？」

「でもね、神園くん。たぶんだけど花咲さんはこれから文化祭にかけて、ニジケンの部長として多た忙ぼうになるわ。それも精神的に」

「精神的に？」

「きっとあの子、去年までの文化祭は自分の取り巻きに準備をやらせて、自分はくつろいでいたと思うのよ。だから時間的にはそれほど超ちよう多忙というわけではないでしょうけれど、わからないことも多くて切せつ羽ぱ詰つまると、私は踏ふむわ」

「ニャハ、つまりその状態に陥おちいる少し前の段階で、ゆきむー先輩がヒメ先輩に、みんなのスケジュール管理は私がやっておくわ。って助たすけ舟ぶねを出すわけだね。本当の意図を隠かくしたまま。指示系統を奪うばえばこっちのもんニャン」

「なんだか最近、月島が解説要員のポジションに就つきかけている……」

　やはり天才か……。大したヤツだ……。

　話がスムーズに進むのも月島のおかげだな。髪かみを染めているだけのことはある。

「むむんっ、それは置いといて、次はヒメ先輩とつぐみん先輩と上手く二人きりになれたら、どのような行動をするか、指針を決めないといけないニャン」

「そうしないと、とっさの時に焦あせるからな……」

　主に俺が。雪村先輩の言葉を借りるなら、俺は二人にとっての鍵かぎらしいし。

「少なくとも私は、花咲さんと空野さん、二人と上手く二人きりの時間を作れたら、花咲さんの方はそれとなく心の距きよ離り感かんを置いて、空野さんの方は誤解を解きつつ仲を修復する、って方向性でいいと思うのだけれど」

　……、……、嗚呼ああ、そうか。

　今いま更さらながら自覚した……というよりは、強制的に再確かく認にんさせられた、って感じか？

　俺は雪村先輩に、雰ふん囲い気きで察せられたりはしただろうけど、直接に百合姫を振ふるとは言ってない。

　それなのに彼女は、花咲さんの方はそれとなく心の距離感を置いて、と言った。

　それしかニジケンを存続させる方法が、中々思いつかないからだ。

　空野がニジケンにいる以上──違ちがうな、俺たちが空野にニジケンにいてほしいと願う以上、空野の気持ちを無視して俺が百合姫と付きあうというのは、選んじゃいけない選せん択たく肢しなのだろう。

　今以上の張り詰つめた雰囲気が漂ただよってしまう。

　空野がいたたまれない気持ちになってしまう。

　そのまま、先ほど月島が言ったようにフェードアウトする可能性も高い。

　サークル内の恋れん愛あいのもつれって、こんなにも歪いびつなのか……。

「ツッキーもその方向性で問題ないと思えるニャン。現状の根本的な問題が人間関係である以上、コミュニケーションを取り続けるしかニャいしね☆」

「俺も問題ないと思います。それで──」

「それで、なにかニャン？」

「次の課題はそのコミュニケーションを取る時の具体的なやり方ですね」

「それについては先ほど月島さんが言ったとおりよ。私が参謀、神園くんが実行要員、それで、ほんの数分前に二人きりの時間を作れたら～、とか言ってしまったのだけれども、同じ場所に居合わせて月島さんがサポート役」

「加えて、ゆきむー先輩の負担が大きくなるけど、ココロ先輩とツッキーが片方に仕し掛かけている間、もう片方のヒロインをゆきむー先輩がバッティングしないように引き留める、っていうのが理想的だニャン！」

　月島は簡単に言うが……雪村先輩の負担が本当にすごいことになりそう。一番胃が痛くなりそうなのは俺でも、労力だけで言ったら雪村先輩の足元にも及およばないだろうな。

「それと、神園くん」

「はい？　なんですか？」

「参謀として、あなたにはもう一つやってほしいことがあるのよ」

「はいはい」

　一いつ拍ぱく置くと、雪村先輩はニヤニヤしながら言う。

「神園くん、文化祭の準備期間を利用して、二人を文化祭デートに誘いなさい」

　……、……んんっ？

　はい……？　えっ……？

　どういうことでしょうか？

「むむん！　ゆきむー先輩、それはつぐみん先輩の方もかニャン？」

「ええ、そうよ。難易度は高いでしょうけど、頑がん張ばって頂ちよう戴だい」

「……、意図を訊きいてもよろしいでしょうか？」

「簡単なことニャン」

　雪村先せん輩ぱいに訊いたはずなのに月島が答えようとしている。

「文化祭の準備期間は出し物の準備っていう一緒にいる名目があるよね？　マンガ喫きつ茶さはニジケンとして催もよおすわけだから、ニジケン部員が一緒に準備する必要があるニャン。だからゆきむー先輩も、スケジュール調整しやすくて、二人一緒になれるイベントを作りやすい」

「翻ひるがえって文化祭当日は、どんなにスケジュールを弄いじっても、店番の時に一緒になれるように工作するのが限度よ。文化祭は二日続けて大半が生徒個人の自由時間だもの」

「ていうかココロ先輩、わかってて訊いたよね？」

「うぐっ……」

　と、ここで雪村先輩が机の横に置いていた通学カバンを持って立ち上がったけど……どうやらこれで、朝の内に例の二人に内緒にしておく話しあいは終わりか？

「私は今日、週番だから先に行かせてもらうわ」

「あっ、そうですか、お疲つかれさまでした」

「また放課後だニャン！」

「最後に一つだけまとめておくけれども、神園くんがすべきことは二つ。文化祭準備期間で前述のことをすること。そして、花咲さんと空野さんの二人を文化祭デートに誘さそうことよ。──それじゃあ、放課後にまた会いましょう」

　それだけを俺が忘れないように再度明言すると、雪村先輩はドアを開けて行ってしまった。怒おこっているわけじゃ、断じてない。むしろ俺のことを心配してくれている口調だ。

　雪村先輩は……その……、なんていうか……、初対面の時から変わらずにキャラが強いけど、でも、優やさしいんだな。

「月島はもう教室に行くのか？」

「そういうココロ先輩は？」

「教室には行きたくない気分だ。自分でもなんでかわからないけど」

「ツッキーもまだ八時にもなってないし、このままココロ先輩とお話でもしたいニャン」

　…………。

　……、…………。

「ゴメン、月島」

「ぅん？　なにを謝っているニャン？」

「月島にとって初めての文化祭なのに、こんな面めん倒どうごとに巻き込んで……」

　俺がわずかに俯うつむいていた顔を上げると……、……、なにゆえ月島はそんな『やれやれ、これだからココロ先輩は……』って言いたげに嘆たん息そくするんだ？

「ココロ先輩は、今一度ツッキーのキャラクターを思い出すべきだニャン」

「……思い出した」

「ならわかるはずだよ！　正直、恋愛のもつれを傍はた目めに見て、おなかがきゅるきゅる痛くなるのは勘かん弁べんだけど！　今日になってようやく面おも白しろくなってきたところニャン！」

「面白くなってきた、ねぇ……」

「ココロ先輩にもわかりやすく言うと、『コナン』の事件に巻き込まれるのと、『ハルヒ』の事件に巻き込まれるの、どっちがワクワクするニャン？」

「後者だな」

「そう！　ツッキーにとって、面倒か否いなかは些さ末まつな問題ニャン！　重要なのは、ワクワクできるかどうかだよ！」

「で、月島は今回の一件でワクワクできそうか？」

「もちのろん！　恐らく全体の指揮を執とっているゆきむー先輩の無意識も反映されているかもだけど、リアルでギャルゲーをやっているみたいで心が躍おどるニャン☆」

「ああ～、薄うす々うす勘かん付づいていたけど、やっぱり月島も、雪村先輩がギャルゲー理論で作戦を考えていると思っていたのか……」

　いや……それに文句はないから放ほうっておくにしても、なんだか……月島のそういう考えには共感できないな。残念だけど。

　だが、たぶん、理解できないけど、月島が本当に言いたいことは──、

「別にツッキーの、問題に対してワクワクするかどうか、ってところは無理にわからなくてもいいよ？」

「────」

「ただ、今のゆきむー先輩との話しあいを経てだけど、ココロ先輩が発ほつ端たんとなった面倒ごとを、ツッキーは楽しめるつもりだから──」

「……だから？」

「楽しい、を提供してくれたのに、ココロ先輩が謝る必要は全然ないニャン♪」

　月島が言い切ると、数秒、部室に静けさがやってくる。

　そして俺は、気き恥はずかしさを押し殺してその静けさを破った。

「……ありがとう」

　と、言って。

「ニャフン！　どういたしましてっ」




　　　　◇　◆　◇　◆




　土日を挟はさんでから学校に行くと、文化祭までもう二週間を切っていた。

　そういう今日は、八月最終日の火曜日。

　で──、

　百合姫と心の距離感をとって、空野との仲を修復するのは、二人と文化祭で一いつ緒しよにいられるように約束を取り付けてからということで──。

　先に約束の方をすることになったのである。

　先週、雪村先輩が指示した文化祭デートについては「とりあえず文化祭の準備期間での口実は作れたけれども、翻って文化祭当日に花咲さんと空野さん、二人と行動を共にする口実は、まだ作れていないわ」という一文に要約できる。

　と、いうわけで、俺たち三人は昨日、つまり三〇日月曜日に改めて秘ひ密みつ裏りにやり取りをして、まずは百合姫の方の段取りを決めた後、今日の放課後にデートに誘うイベントを発生させることにした。

『こちら月島、ヒメ先輩は現在、まだ自分のクラスにいるニャン。窓からオレンジ色の斜しや陽ようが差し込む渡わたり廊ろう下かで、こそばゆそうに文化祭デートに誘う後輩男子──というシチュを演出するために、ココロ先輩は渡り廊下の陰かげで待機だよ！』

　さすが月島というべきだな。土日を挟んだら小型のインカムを用意してくれたぞ。

　俺はそれを片方の耳にはめて、別の場所にいる月島から指示を受けている。

　で、指示どおり廊下の陰に隠かくれているわけ。

「今度の月島は解説役じゃなくてオペレーター役だな」

『いくらなんでもヒロインをデートに誘うって時に、ツッキーが近くでアシストするわけにはいかニャいからね』

「そりゃそうだ」

『しかし安心するニャン！　サポート役としての任務はしっかり果たすよ！』

「具体的には？」

『つぐみん先輩を入部させる時に使った監かん視しカメラで、誰だれかが近づいてきたら警告するし、最悪の場合、ココロ先輩が言葉に詰まったら、ツッキーがインカムで言うべきセリフをフォローしてあげるニャン』

　あの監視カメラ、未いまだに設置されていたのか……。

「空野と言えば、あいつは今どこにいるんだ？　空野こそ、一番近づかれたらマズイと思うんだけど……」

『つぐみん先輩はすでに部室にいるニャン。となれば、「神園と花咲さん、遅おそいなぁ。雪村さん、あたし迎むかえに行ってくるから」ってやり取りが発生しないとバッティングはしない計算。で、仮にそのやり取りが発生しても、ゆきむー先輩が引き留める手はずだよ』

　今のところ事前の打ちあわせのとおりに進んでいるな。安心安心。

「インカムを使ってこういうことをすると、『デアラ』を連想するよな」

『ニャハハ、やっていることは「デアラ」だけど、考え方とやり口は「神のみ」だよね』

「にしても……雪村先輩も、『花咲さんとは心の距きよ離り感かんを置かないといけない。でも文化祭デートしないのは恋こい人びと同士なのに不自然。だからデートしつつ距離を置く。つまりいたたまれない空気のデートをしなさい』とか……」

『童どう貞ていのココロ先輩にはルナティックモードだニャン』

「うるさい、黙だまれ」

　そう……、

　あとあと思い返してみれば、空野はともかく、百合姫とは一いつ旦たん距離を置かないといけないのに、彼女ともデートをしなくちゃいけないのが疑問だったんだよ。

　それが月曜日の打ちあわせで訊いてみれば、『いたたまれないデート[image: ～][image: ～]』って答えが返ってきて、頭を抱かかえたものだ。一応、俺にも策があるのだが……。

『むっ？　おっと、ココロ先輩、ヒメ先輩が男子二人との会話を切り上げて、教室から移動を開始したニャン』

　男子二人、というのは東とう山やま先輩と西にし沢ざわ先輩のことだろう。

『おおよその速さと距離的に、あと一分か二分で着くニャン。グッドラック！』

「ああ～、百合姫相手でも緊きん張ちようする……」

　緊張で身体からだが火ほ照てる。自分の内側に、体温とは別の熱源があるみたいだ。心臓がバクバク高鳴って、手に汗あせを握にぎる。焦しよう燥そう感かんが冷静さを奪うばうなんてもんじゃない。たぶん大学受験でもこんなにはドキドキしないと思うぞ。

「……百合姫相手でも緊張するんじゃなくて、百合姫が相手だから緊張するんだよな」

『ココロ先輩、独り言を吐はく時は、心理学的に自分自身を安心させたい時なんだよ？』

「わかってる……。いや、本当は知らなかったけど……」

　あれだ。きっと先にデートに誘うのが百合姫じゃなくて空野なら、別のドキドキがあったはずなんだ。空野をデートに誘う時は、思春期の男女特有の甘酸っぱさが発生すると思うが、百合姫の場合、幼おさな馴な染じみだから甘酸っぱさよりも気恥ずかしさ・照れくささがあるんだよ、きっと。

　で、そうやってこそばゆさを持て余していると──、

『ココロ先せん輩ぱい……っ！』

　わかっている。百合姫が現れた……ッ！

　…………。

　……、…………。

　渡り廊下から差し込むオレンジ色の斜陽。

　校舎の近くから踏ふみ切きりの音が微かすかに聞こえて、電車の車輪がレールの上を走る音が、夏の終わりの夕暮れ時に反はん響きようする。

　放課後を謳おう歌かする生徒たちの笑い声が、どこか遠くに感じる中、彼女の足音だけが、いやに耳に残った。

　窓の外の空では、白い雲が南風に吹ふかれて泳いでいる。

　そして百合姫は、いつものように、髪かみからはバニラの香かおり、身体からは幼いミルクのような匂においをさせて、渡り廊下を歩いていた。

　一歩進むたびにサラサラ揺ゆれる黒くて長いツーサイドアップ。

　パッチリ大きい、稚いとけない二ふた重えの瞳ひとみが、俺に気付かず前だけを見ている。

　夕日の色に染まった百合姫のことを、幼馴染で、その上オタサーの姫とわかっていても、紛まごうことなく美少女だと感じた。

「百合姫」

「ふぇ？　心しん路じくん？」

　明るいセピア色に染まる渡り廊下で、俺は百合姫を呼び止め、彼女と真正面から向きあった。

　意外そうに驚おどろいている百合姫の瞳。まるでこれからなにを言われるか、見当もついていないんだろうな……。

　くそぉ……やっぱり背中がかゆくなりそうだ。幼馴染の異性をデートに誘さそうのは、両親に「生んでくれてありがとう」って言う時と、似た恥はずかしさがある。あとでベッドの上で転げ回りたくなるような羞しゆう恥ち心しんというか……。

『ココロ先輩！　しっかりするニャン！』

　……っ、危ない、月島に声をかけられなかったら、ずっと呆ぼう然ぜんとしているトコだった。

　なんて俺が放心していると、百合姫の方から声をかけてきたし！

「どうしたの？　ヒメになにか用？」

「え……っ、いや……その……、っっ」

　情けない、こいつを目の前にしてしどろもどろになってしまうなんて。

『ココロ先輩！　無理に言い慣れないキザなことを言う必要はないニャン！　一ひと先まず、ツッキーの言うとおり動いて！　ハイ！　まずは距離を詰つめる！』

　口惜くやしいが、月島の指示どおり、距離を詰めよう。

「し、心路、くん……？」

「ゆ、百合姫……あのさ……」

『次はゆっくり、真しん剣けんな表情かおで、肩かたに手を置くニャン！　優やさしくだよ？　や・さ・し・く！　痛くしたらだめだよ!?』

　言われたとおりに百合姫の肩に両手を置いたけど……っ、

　百合姫って、こんなに華きや奢しやだったのか……。身長が低いことは知っていたけど、女の子として特とく徴ちよう的な部分の発育はよかったから、こんなに、仮に強く抱だきしめたら壊こわれるんじゃないかって錯さつ覚かくするぐらいか細いのは知らなかった……。

　瞳を潤うるませての上うわ目め遣づかい。

　身体を小さく震ふるわせて、豊かに膨ふくらんだ胸の前に白くて細い指を添そえている。

『ここまできちゃえば、あとは一言でミッションコンプリートだニャン！』

　わかっている……。でも恥ずかしい……。

　ええい！　そもそも俺はこんなふうにウジウジするようなタイプじゃないだろ！

　言ってやる、当たって砕くだけろぐらいの勢いで！

「百合姫……っ！」

「は、はいっ!?」

「俺と文化祭でデートしてほしい！」

「ふ、ふぇぇ!?　はわわわ!?　ひ、ヒメと？　心路くんが!?」

「あ、ああ……。俺と百合姫は、つ、付きあっているとはいえ、あくまでもお試ためし期間だからな。だからこそ相手のことをよく理解するために、文化祭でデート……って考えたんだけど……、どう……？」

　確かく認にんしてみると、百合姫は心の底から嬉うれしそうにはにかんで──、

「うんっ、ありがとう、心路くん！　文化祭デート、楽しみにしてるね♪」

　──涙なみだながらに、俺に抱き付いてきた。

　いやぁ、いくらなんでもこれはウソ泣きじゃないだろう。ここでウソ泣きだったら、本気で百合姫のことが怖こわくなる。まさかこれがウソ泣きなわけがない。ウソ泣きだったら、オタサーの姫として素質ありすぎ。

　一回、例の告白の時に泣かれて、その後に雪村先輩にウソ泣きの可能性を指し摘てきされて、少し百合姫の涙に過か敏びんになっているのかもな、俺。

　そして百合姫は、幸せそうに「えへへ～」と笑えみをこぼしながら、目元に涙を湛たたえた。

　まさか──、これが偽いつわりなわけがない。




　　　　◇　◆　◇　◆




　さらに二日進んで木曜日の放課後、水曜日にもう一度、月島と雪村先輩と打ちあわせして、今度は空野を文化祭デートに誘う段取りを決めたので、部活が終わったあとに仕し掛かけることにした。

　雪村先輩曰いわく、「花咲さんとは逆に、空野さんとは仲を修復しないといけないわ。でも文化祭デートに誘おうとすると、警けい戒かいされる。だから仲を修復する機会を作りながら、しかしデートはしない。つまり男女の友達感覚で誘うのが現実的ね」とのこと。

『──で、と、いうわけで、ヒメ先輩とつぐみん先輩を比ひ較かくしてみると、前者は一応とはいえ付きあっている以上、絶対に文化祭デートをするべきだけど、距離は置かないといけない。翻ひるがえって後者は、文化祭デートに誘うのは警戒されるけど、仲を修復しないといけない。ニャッハ～、見事に対比になっているニャン！』

「文化祭が終わっても俺と百合姫の距離が近いままだと、さすがに空野がかわいそうだからな……」

『うわぁ……ココロ先輩、つぐみん先輩が自分に惚ほれているって、ツッキーとゆきむー先輩からも保証されて、つぐみん先輩に対して上から目線だニャン』

「ぐぅ……そ、それに関しては誰だれも不快にさせないように気を付ける……」

『さて──、そろそろ本題に入るニャン。つぐみん先輩は現在、北校舎の廊ろう下かを昇しよう降こう口に向かって移動中。このまま帰宅する流れだと推測できるニャン。ココロ先輩は先回りして、校門の前で待機だよ』

「大だい丈じよう夫ぶ、確認されるまでもなく、手はずどおりすでに校門の前だ」

『オーキードーキー、だニャン！』

「でも校門で立ち止まっていたら、いずれは百合姫もそこを通るよな？」

『心配ご無用！　ヒメ先輩はゆきむー先輩が部室で足止めしているニャン』

「ぅん？　なら今、月島はどこにいんだ？」

『ニャハハ、学食でノーパソしながら、パフェとメロンソーダをいただいているニャン』

「いいご身分だなぁ、お前！」

『まぁ、一昨日もヒメ先輩を誘う時、学食にいたんだけどね☆』

　なんて、やり取りをしていると、数分後、自転車を押して校門まで空野がやってきた。

　…………。

　……、…………。

　もうすでに、数日前から九月、体感的には早秋だ。

　一昨日の夕暮れ時に百合姫を誘った時は、放課後になってすぐ、部活動が始まる前だったが、今は違ちがう。完全下校時刻ギリギリということで、日は暮れて、紺こん青じようの世界が空に広がっていた。

　白にも銀にも瞳に映る月がポツンと浮うかぶ夜空の下で、俺と空野は向かいあう。

　小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校は、私立ということもあり、他の学校と比べて壮そう麗れいな外観をしている。校門付近もその壮麗さの例に漏もれず、そこだけ一部分、西洋を連想させるレンガ畳たたみの瀟しよう洒しやな歩道を、街灯が優しくもほの暗いオレンジ色に照らした。

　夜風に揺れる空野の明るい茶色のサイドテール。

　ツリ目とジト目をあわせたような双そう眸ぼうは、いきなり俺が現れたことに驚いているのだろう。少しだけ見開かれていた。

　やっぱり……空野が相手だと、百合姫とは違うドキドキを覚える。

　緊張が心地ここちいい。仮にデートすることが叶かなわなくても、デートに誘えるという前段階だけで気分が高こう揚ようする感じだな。拒きよ絶ぜつされるかもという不安ももちろんあるが、それを許容した上で、空野と文化祭を過ごす自分を想像するだけで、心が弾はずむようじゃん。

　そして、百合姫の時と似たようなことをこれから言うはずなのに、一昨日ほど自分が緊張していなくて、むしろ落ち着いているのも、自覚できないわけじゃない。

「──空野、話が、あるんだけど……」

「な、なんなん、話って……」

「文化祭で、その……なにかの合間でもいいんだけど、空いてる時間とかってあるか？」

「あ、ある……、けど……」

　空野は俺から視線を逸そらして唇くちびるを尖とがらせるけど……いやぁ、頰ほおを赤らめているのがバレバレだった。が、そのせいで俺まで顔が熱くなってきて……っ。

『ココロ先輩、わかっているとは思うけど、デートに誘うのに真正面から「デートしないか？」って訊きくのはダメだよ？　「文化祭で一いつ緒しよにいたい」ってお願いするのもアウトニャン！　事実上、ココロ先輩はヒメ先輩と恋こい人びと同士ということになっているからね。それを念頭に上手うまくコミュニケーションを取るニャン！』

　ちゅ、注文が多い……!?

　だが理解はできる。まさか例の前提がある以上、ストレートな誘い文句はＮＧだ。

　だが本心を隠かくすわけにもいかない。隠せるか隠せないかじゃない。隠したくないんだ、俺が、空野に、本心を。

「俺……空野とギクシャクはしたくないんだ」

「むっ……それは、まぁ、あたしもだけど……」

　これは間違いなく俺の本心だ。言葉は慎しん重ちように選んだけど。

　にしても、空野、所在なげに身を左右に揺らして、サイドテールの髪先をイジイジするのは激しく萌もえるから控ひかえてほしい。正直に言うと、か、可愛かわいいし……。

「空野と、仲直りしたい……」

「仲直り、って……別に必要ないと思う、ケンカしたわけでもないから……」

　くっ……やはり百合姫よりも圧あつ倒とう的に手て強ごわい。百合姫がチョロインすぎるという見方もあるけど。

　ここは一昨日と同様に肩に手を置くか？

　いや、ダメだ。百合姫とは逆に、空野と身体からだを接せつ触しよくさせて誘ったら「あたしそこまで軽い女の子じゃないから」とか言われる恐おそれもある。むしろそっちの方がよほどありえる。

　仕方がない。

　自分の右手で自分の左肩を、三回もポンポンすることにしよう。

『うへぇ……ココロ先せん輩ぱい……今のサインで気付けるツッキーに感謝してほしいニャン。要するに、今自分で自分にしたことをつぐみん先輩にしてもいいか？　ってことだよね？』

　そういうことだ。

『絶対にダメニャン。ヒメ先輩の恋れん愛あいのスタイルを、ロマンチックにしてドラマチックと評するなら。つぐみん先輩の恋愛のスタイルは、ロマンチックにしてプラトニックだニャン。場合によってはいいかもしれないけど、今みたいに裏がある時に、微び妙みように仲が拗こじれているタイミングで身体、肩に触ふれるのは悪手だよ』

　ＯＫ、把は握あく。やはり月島に相談して正解だった。

　では、気を取り直して再スタートしよう。

「仲直りするのがイヤなら、俺とこのままでいいのか？」

「……………………その言い回し……卑ひ怯きようだから……」

　空野は超ちよう々ちよう小声でそう呟つぶやくけど、俺の耳にはしっかり届いた。

　今までの態度は不満だけど、今の態度は拗すねている、だと察する。確かに卑怯なことを言ったからな。

『うっは～、ココロ先輩、女の子の気持ちを利用しまくっているニャン』

　──、月島、俺はそのことを自覚しているし、罪悪感だって覚えている。だからその上で指摘、それも笑いながら突つかれると、それなりに傷つくんだが……。

　いかん、いかん、今は空野の方に集中しないと。

「俺は空野に俺とこのままでいいのか訊いたけど、俺の方は空野とこのままじゃイヤだ」

「……ん」

「俺はこれでも、空野のことを大切にしたいんだッ」

「んっ……、そ、そう……？」

　さらにサイドテールの髪かみ先さきを親指と人差し指で挟はさんで弄いじる空野。百合姫ほどあざとくないけど、瞳ひとみを潤ませて、伏ふし目がちに俺のことをそ～っと窺うかがってくる。チラチラちらちら、好きな男の子（暫ざん定てい）にかまってほしそうにチラ見して、目があうと顔を真っ赤にしてバッ、と逸らす様は見ていて可愛い。

「でも、空野が俺のことをもうあんまり……って言うなら、寂さびしいけど、もう誘さそわない」

「…………、うえっ？」

「ゴメン、空野……、変なことを言うためだけに引き留めて……」

「えっ、あ……ちょ……!?」

　さて、今まで俺は空野の進行方向に、通とおせん坊ぼうする位置取りで立っていたから、素す直なおに進路を譲ゆずるか。

　空野は寂しそうな表情かおをしているが……心が痛むから努めて見ないようにしよう。
















「か、かみじょの！」

　嚙かんだ。

　ええ～、普ふ通つうこのタイミングで舌を嚙むか？　しかも自じ業ごう自得なのに顔を恥はずかしさで真っ赤に染めて、俯うつむいてプルプルしているし。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、神園！」

「は、はい……」

「み、店番の時だけなら、一緒にいても問題ないから！」

「お、おう……」

「うう～っ、また明日、バイバイ！」

　言い残すと、空野は自転車に跨またがって帰ってしまった。

　さて、俺はインカムで……。

「月島、聞こえるか？」

『バッチリだニャン。よくやったね、ココロ先輩！　店番の時間帯限定でも、つぐみん先輩と一緒に過ごせるニャン』

「二つ心配ごとがあるんだけど……」

『ゆきむー先輩にじゃなくてツッキーに相談するニャア？　まぁ、いいけど』

「なにゆえ文化祭を一緒に過ごせるの、店番の時だけなんだろうな？」

『そんなのつぐみん先輩本人しか知らないニャン。でも察するに──』

「察するに？」

『本音と虚きよ勢せいの折りあいがそこらへんなんじゃないかニャ～』

「じゃあ二つ目だ。雪村先輩は先週、『文化祭当日は、どんなにスケジュールを弄っても、店番の時に一緒になれるように工作するのが限度』と言っていたよな？」

『ああ～、そういえばそうニャン』

「逆を言えば、店番の時なら誰とでも組みあわせることができるってことだよな？　なら別に、空野と店番の時だけ一緒にいても問題ない約束を取り付けても、計画が進んでいないんじゃ……」

『そんなことはないわ』

　んんっ？　今、月島のインカムから雪村先輩の声がしたぞ？

『これはこれは、ゆきむー先輩、ヒメ先輩の引き留め役はもう終わったニャン？』

『ええ、神園くんの方が終わったら月島さんに電話をしてもらい、応答する前に切ってもらう。これで私の方にも神園サイドの状じよう況きようが伝わり、花咲さんを引き留める必要がなくなるタイミングも把握できる』

「雪村先輩って、リアルにフィクションっぽいやり方を持ち込むの好きですよね」

『誉ほめ言葉として受け取っておくわ』

『それでゆきむー先輩、そんなことない、とはどういうことニャア？』

　百合姫の引き留め役を終えて、月島と合流しているはずの雪村先輩が説明しようとする感じがした。いや、感じているだけだよ？　実際はインカム越ごしで見えているわけじゃないからな。

『簡単に説明するために極論を言うけれども、空野さんが店番の時だけとはいえ一緒に文化祭を過ごすことを許可したなら、店番のシフトの九九％を神園くんと空野さんで組みあわせれば、文化祭の時間のほとんどを空野さんと過ごせるって理り屈くつじゃない』

「遊んでいる時は百合姫と、店番の時は空野と、って文化祭を進行するわけですか」

『もちろん、色々な制約はあるわ。神園くんと空野さんの店番シフトを一緒にする時間帯が増えると同時に、神園くんと空野さんの文化祭を回る時間も被かぶりやすくなって、花咲さんとデートしている時にバッティングしやすくなるとか。花咲さんや私たち自身も店番に入る必要があるから、さすがに例え話で言ったように九九％は神園くんと空野さんの組みあわせで店番できないとか。ね』

『まぁ、それはあくまでたとえ話ニャン。実際にやる時は、色々辻つじ褄つまがあうようにやらないとね』

「そうか。……、ところで月島」

『はいニャン』

「お前さっき、俺に『女の子の気持ちを利用しまくっているニャン』って言ったよな？」

『あっ……、ご、ゴメンなさい……』

　俺は空野と話していた校門前から、ようやく移動を開始する。

　寂しくて、一人ぼっちのような感覚を抱いだいて。

　だからこそ、逆に、俺はインカム越しに二人に明るく言った。

「別に怒おこっているわけじゃない。事実だしな。まぁ、事実だからこそ指し摘てきされてショックを受けたけど。──でも、誰だれかに八つ当たりしたい気分でもない」

『──、神園くん、いつも以上に回りくどいわよ。言いたいことがあるなら、正直に吐はき出した方がいいわ』

　じゃあ、お言葉に甘えるか。

「今回の文化祭って、ニジケンのためにニジケンメンバーを犠ぎ牲せいにする、っていう矛む盾じゆんを抱かかえて終わりそうじゃないですか？」

　数秒間、インカム越しに沈ちん黙もくが流れた。

　きっとそれは、面おも白しろいことが大好きな月島でも許容できなくて、頭のいい参さん謀ぼう役の雪村先輩でも逃のがれることができなくて、だというのに、ニジケンを存続させるためには一番必要で一番尊いモノ。

　ハァ……しまった、変なことを口走って空気を悪くしてしまった。

　話題を転てん換かんしよう。

「ところで雪村先輩、今、一つだけ重大なことに気付いたんですけど、この文化祭デートイベントって……」

『今さらだニャン』『気付いていなかったというよりも、目を背そむけていた感じね』

「……ってことはやっぱり？」

『ええ、そのとおり、この文化祭デートは、ギャルゲーの修しゆ羅ら場ばの一つに数えられているダブルブッキングデートに他ほかならないわ』

『回るのはヒメ先輩と、店番はつぐみん先輩と、二重生活ならぬ二重文化祭だニャン！』

　今まで言げん及きゆうしてこなかったけど、やっぱりそうなのか……。








四章　そうして、準備期間という名目のヒロイン攻こう略りやくが、今、始まる！









　封ふう印いんしよう。せめて、文化祭が終わるまで、罪悪感だけでも──。




　　　　◇　◆　◇　◆




　九月六日の月曜日──、

　先週はまるっと全部、デートにお誘い週間にしてしまったが、準備期間は先週の月曜日から始まっている。

　と、言っても、例えば野球部は高等部の三年Ａ組を使って出し物を催もよおすらしいが、三年Ａ組の授業は文化祭二日前まで続く。だから文化祭前日の終日準備の日になるまで、一応部活は休みになるか、もしくは活動時間を短縮するかなんだけど、二週間前からすることと言えば、だいたい限られてくるものだ。

　飲食店ならメニューを決めて原材料を発注するために業務用スーパーに電話をかけたり──、写真部や美術部なら作品展示会の作品を厳選したり──、演劇部や吹すい奏そう楽がく部や軽音楽部なら立ち位置と出演順番の確かく認にんや入退場の練習だったり──。

　ざっと、このレベルだ。

　なのでニジケンも、この程度の準備をぬる[image: ～][image: ～]くやっていた。

　いや……百合ゆり姫ひめとはなんとなく距きよ離りを置いて、空そら野のとはなるべく、悪い言い方になってしまうがご機き嫌げんを取る形で接して、準備じゃないのに文化祭に向けて必要なことは、コツコツやってきたんだが……。

　しかし！

　先週ならまだ文化祭の前に土日が一つ存在したが、今週はもう休みなんてない！

　ていうか、今週の土日こそが文化祭だ！

「フニャ[image: ～][image: ～]……、ソファー重いニャン……。どかすのメンドくさいニャン……」

「ソファーは床ゆかを滑すべらせるように押せばいいから簡単だろ。俺なんか、男が一人ってだけでデスクトップパソコンの移動を押し付けられたんだぞ？」

「あはっ、心しん路じくん、頑がん張ばってね♪　ヒメぇ、頼たよりになる男の子は好きだなぁ～」

　授業が終わって放課後。

　俺と百合姫と月つき島しまは、文化祭に向けてニジケンの部室を模様替がえしていた。

　ちなみに雪ゆき村むら先せん輩ぱいは、空野を連れて校舎から最も寄よりのホームセンターに行っているらしい。

　さて、これはアレだな？

　作戦を決行しろという、参謀役からのメッセージ。

（月島……雪村先輩が空野を引き付けて、上手うまく俺と、百合姫と、俺のサポート役であるお前の三人になれたけど、ここからどうするんだ？）

（安心するニャン。今回の作戦はゆきむー先輩も一度考えてくれたけど、ツッキーに妙みよう案あんがあるから、一度だけ作戦を任せてもらったニャン）

（本当か？）

（本当だニャン！）

（なるほど！　イヤな予感しかしない！）

（普ふ通つう、本当か？　って訊きいて、本当だ！　って返ってきたら、よし任せた！　ってなるよね!?　ココロ先輩にはガッカリだニャン！）

（だって本当にイヤな予感しかしないんだよ！）

（でも、もう新しい作戦を考えている暇ひまはないよ!?）

（ぐぬぬ……毒を食くらわば皿まで、だ！）

（ツッキーの作戦って悪事レベルなのかニャン!?）

　ハァ、激しく信用ならないが、今日は月島の指示に従おう。

　あと、小声のナイショ話はここらへんでやめるべきだな。百合姫に怪あやしまれたら元も子もない。

「ヒメ先輩！　そこにあるマンガ喫きつ茶さのシステム表の紙を、椅い子すに乗ってマスキングテープで、壁かべの高いところに貼はってほしいニャン！」

「はぁい、了りよう解かいだよぉ！」

「で、ココロ先輩は、揺ゆれると危ないから、ヒメ先輩の椅子を支えててほしいニャン！」

　いやいや、それはおかしい。

「俺の方が背、高いだろ……」

「それにしたって椅子を使うけど、逆に、それさえ使えば貼るのがココロ先輩でもヒメ先輩でも届くニャン。ならヒメ先輩が椅子を支えるより、男の子のココロ先輩が支えてくれた方が絶対いいニャン」

「うんっ、確かにそうだね♪」

　よくよく考えれば、怪しいことこの上ないが、これ以上反論するのも面めん倒どうだな。

　俺は適当な椅子を壁かべ際ぎわに運んで、すでにマンガ喫茶のシステム表の紙を持って待機していた百合姫の前に置くが……ん？　待てよ？　確かにイヤな予感がするんだけど、それって具体的にはなんなんだろうか？

「じゃあ心路くんは椅子の脚あしを押さえてね？」

「ん？　あ、ああ、了解……」

　あっ、俺が考え事をしている間に、百合姫は上うわ履ばきを脱ぬいで椅子に乗ったけど、俺はまだ脚を支えてなかったし……。万が一、百合姫が椅子から落ちたら大変だから、早々にしゃがんで椅子の脚を押さえよう。

　その時だった。

「ココロ先輩！　頭上に危険な物があるニャン！」

「ハッ!?」

「ふぇ？　って、うみゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!?」

　月島のバカ!?　そう言われたら思わず顔を上げるのが人の心理ってモンだろ!?

　百合姫のパンツが丸見えじゃん！

　シルクでできたパープルのパンツ。百合姫は胸も大きいが、おしりの方も発育がいいので、割れ目に生き地じが食い込んで、女の子のおにくというか、やわらかさの塊かたまりというか、ふくらみの部分がパンツの生地によって、はち切れんばかりに存在感を主張していた。

　しかもシルクの面積も小さい。ハレンチと騒さわぎ立てるほどではないが、女の子を性的な目で見てもしょうがないぐらい、そのパンツは適度にいやらしく、誘ゆう惑わくするように必要最小限のガードしかしていないじゃないか。

「月島アアアアアアアアアアッッ！」

　俺はスカートを押さえる百合姫を努めて視界に入れないようにして、月島に詰つめ寄った。

「ニャフフ、どうしたニャン？」

　口を両手で隠かくしても、[image: ω]、みたいになっているのは丸わかりだからな!?

「あんなしょうもないウソを吐つきやがって！」

「え～？　ツッキー、ウソ吐いてないよ？　頭上に危険な物、確かにあったでしょ？」

「屁へ理り屈くつも理屈の内だが、それはそれとしてお前のことは許さん！」

「あばばばばばばばばばば！　頭がガックンがっくん揺れるニャアアアアアアアアア！」

　月島の胸むな倉ぐらをつかんで、頭を前後に揺する俺。

　それをやめたあと、百合姫の方を一いち瞥べつすると……、

「ううう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　嗚呼ああ、いつの間にか床にへたり込んで、羞しゆう恥ち心しんで火ほ照てった頰ほおを両手で押さえて、今にも泣きそうになってしまったか。

　……。おかしいぞ？

　違ちがう。そういうことか……っ！

（もしかしてこれって……）

（正解ニャン。恋こい人びと同士だから一いつ緒しよにいるのが普通でも、ゆきむー先輩の作戦に従うならいたたまれない空気を出さないといけない。だからこそ、このパンチラだニャン）

（ああ～、頭が痛くなってくる……）

　本題とは関係ないけど、小声の会話、百合姫には届いてないよな？

「あ[image: ～][image: ～]ま[image: ～][image: ～]か[image: ～][image: ～]ちゃ[image: ～][image: ～]ん[image: ～][image: ～]ッッ！」

「ひ、ヒメ先輩……!?」

「ヒメもお返しするもん！」

「フニャア!?」

　バァっと、百合姫も月島に近づいて、彼女のスカートをめくったが……、同時に、俺の頭痛が増した気がしたぞ……。

　月島のパンツは子供っぽい桃もも色いろの水玉だった。

　そして、次の瞬しゆん間かん──俺は今世紀に入って一番アホくさい感動を覚える。

　月島はネコ耳カチューシャの他ほかに、ネコの尻尾しつぽも装備しているんだけど……、あれって腰こしに尻尾付きのベルトを巻いて、その上にスカートを穿はいてから、スカートの後方に開けた穴に通していたのか……!?

　ぶっちゃけ、下品なことこの上ないが、俺はアダルトショップで売っているネコ尻尾付きビーズを日常生活で挿さしているんじゃないかと疑っていたんだ。──えっ？　ネコ尻尾付きビーズをどこに挿すのかって？　それは個々人の想像にお任せする。

　とにかく、月島、ゴメン。

「うみゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「ニャア[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　俺が感動を覚えている間に、百合姫と月島は取っ組みあいを始めていた。

　でもよく観察すると、百合姫は顔を赤くして、取っ組みあいに夢中になっているポーズを装よそおって、意図的に俺を意識から除外しているようだった。

　パンツを見られた気まずさを押し殺すために、月島とケンカする自分を演じているというか。

　ひょっとしてこれは、月島の作戦成功？

「天あま架かちゃんの子供パンツ[image: ～][image: ～]っ！」

「ヒメ先輩の大人パンツ[image: ～][image: ～]っ！」



















　　　　◇　◆　◇　◆




　九月八日水曜日──、

　文化祭二日前の放課後、ドリンクバーのサーバーの搬はん入にゆうを済ませた雪村先輩が、部長である百合姫を連れて、文化祭実行委員会に足を運ぶ一方、俺と月島と空野は、そのドリンクバーのサーバーの取り扱あつかいを任されていた。

「マンガ喫茶にドリンクバーは付き物だけど、そもそもドリンクバーって儲もうかるん？」

　と、空野が普ふ段だん部室の中央にあるテーブルに、申し訳程度のテーブルクロスを敷しきながら、誰だれに言うでもなく独り言のように呟つぶやいた。

　ちなみに俺は二つあるドリンクバーのサーバーを、トリセツを読みながらセッティングしている最中で。月島は床を雑ぞう巾きんがけしている最中。

　半分以上独り言でも、月島がそれに反応する。

「一いつ般ぱん的にドリンクバーの一いつ杯ぱいあたりの原価は、一〇～二〇円と言われているニャン。ちなみにソフトドリンクなら最安で五円とか。ニジケンは今回の文化祭で、ドリンクバーを一時間五〇〇円で提供する予定だから、お客様が元を取るには、最低でも二五杯は飲む必要があるニャン」

「うわぁ……あたしがそんなに飲んだら、おなか壊こわしそう……」

「ちなみに簡単な計算だけど、一時間で二五杯の飲み物を飲むには、二分二四秒に一杯は飲み干さないといけないニャン。それも継けい続ぞく的に」

「最初の一杯を一気飲みするのは楽勝だけど、一時間の持久戦はつらいな……」

　そんなことをぼやきつつ、俺は月曜日のパンチラ騒そう動どうの時に百合姫が貼ったマンガ喫茶のシステム表を確かく認にんする。

　休きゆう憩けい（マンガ・ラノベ読み放題）【一時間：二〇〇円】

　休憩＋ドリンクバー【二〇〇円＋五〇〇円＝七〇〇円】

　コスプレ美少女（現げん役えきＪＫ）たちのスマイル【〇円】

　コスプレ美少女（現役ＪＫ）たちの罵ば倒とう【一文節：一万円】

　コスプレ美少女（現役ＪＫ）たちの甘やかし【一文節：一万円】

　チャージ料金【三〇分：一五〇円】

　……、……、うん、三項こう目もくぐらい素す晴ばらしいシステムがあるな！

「神かみ園ぞの、これってやっぱり怒おこられるんじゃないん？」

「違い法ほう性せいはないぞ？」

「違法性の問題じゃないから！　モラルの問題だから！」

「大だい丈じよう夫ぶ、キャバクラは未成年アウトだけど、ＪＫリフレは裏でなにもしなければセーフ理論だ」

「言っておくけど、ウチの喫茶はお触さわり禁止だニャン！　だから安心安全！」

「う……う……、か、かみじょの[image: ～][image: ～]っ」

「いやいや……そんな縋すがるような目をされても……」

「だいたい、一文節だけで一万円だから、文章を作るとなると一〇万円はかかるニャン。だから文化祭実行委員会の先生もネタ枠わくとして認めてくれたんだし」

「うぐ……そ、そうなんだけど……」

　不満そうに元のテーブルクロスを敷く作業に空野が戻もどってしまった。

　微び妙みように拗すねているのは、気のせいじゃないはず。

「おっと、そうニャン」

　なんだろうか？　月島が急に立ち上がって、部室の鍵かぎを持って作業を中断したぞ。

「どうしたん、月島ちゃん？」

「ゆきむー先せん輩ぱいに渡わたす物があったから、今から追いかけてくるニャン。たぶん文化祭実行委員会の教室にいると思うしね」

「ああ、そうか、行ってらっしゃい」

「ほいほい、行ってくるニャン」

　キィ……、バタン、ガチャ。

　──、──、……ん？　ガチャ、だと？

「ね、ねぇ、神園……？　今、月島ちゃん……」

「あ……ああ、鍵を」

「…………」

「…………」

「月島ちゃん!?　あたしたち、これじゃあ外に出られないんだけど!?」

「月島!?　これじゃあ俺と空野が密室に二人きりなんだが!?」

　──あっ、

「「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ」」

　俺は言ってすぐ自覚して、空野の顔をこっそり覗のぞき込むが……空野、顔、赤らんでいるぞ？　いや、空野だけじゃないんだけど……。俺も言葉にした瞬間に、一瞬で身体からだがかぁ～って熱くなったんだけど……。

「か、かみ、ぞの……」

　空野、そんななにかを期待するような瞳ひとみで見ないでほしい。瞳に微び熱ねつが込こめられているというか、視線が物ほしそうにしているというか。

　思春期の男女が密室に二人きり。これは意識しない方がおかしい。

　雪村先輩め、今度はこういう作戦ですか……。

　そして月島め、絶ぜつ妙みようにアシストが上手うまいな……。対処には困るけど！

「べ、別に密室に二人きりになったからって、へ、変に意識することもないよな？」

「う、うん！　そうだよね。月島ちゃんも気付いて戻ってきてくれるかもしれないし」

「じゃ、じゃあ、作業を再開するか」

「あっ、なら、あたし神園の作業手伝うよ。テーブルクロスの方はもう終わったから」

「なら、その、た、頼たのむ」

　お願いすると、空野は俺の近くに来てくれた。

「今時ってドリンクバーのサーバーも、二万円もあればレンタルできるんだね。それも二泊はく三日で」

「[image: ～][image: ～]っ、あ、ああ、今回はサーバーを二台借りたから確実にそれ以上したがな」

　顔が熱い。無防備に近づいて、俺の作業の様子を覗き込まないでほしい。ガードがゆるすぎ。夏服の襟えりぐりから、胸の谷間がわずかに覗けるし。明るい茶色のサイドテールからは、シャンプーの匂においがする……。

「空野……」

「？　どうしたん？」

「近い……」

「あっ、ご、ゴメン……」

　正直、少しもったいないことをしたと思う。

　空野が俺の隣となりで作業を覗き込んできたものだから、お互たがいの顔が近くにあったのだ。

　潤うるおっている花の蕾つぼみのような唇くちびる。白い素す肌はだが乙女おとめ色に染まっている頰ほお。不安げに揺ゆれる瞳。

　誤ご魔ま化かしようも偽いつわりようもない、関係さえあればキスできる距きよ離り。

　ダメだ……、空野がいつも以上に可愛かわいく見える。

「いや、俺の方こそ、ご、ゴメン」

「んっ」

　お互いに顔を背そむけたのに、だというのに相手の顔をチラ見してしまうのが、俺の初心うぶだと自覚しているところだ。

　俺たちは今、サーバーのセッティングをしているが、具体的には立ちながら別の教室から持ってきた机の上に置いて、色々弄いじっているわけ。

　そしてその机の上に、俺の右手と、空野の左手が置かれていた。

　手の甲こうがくっつけばいいのに──とは思ってない。

　ただ、触ふれあえなくてもいいから、少しだけ距離を縮めたいと願い、一㎝だけ、手を右にずらそうとした。

　その時だった。

「……あっ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　まさか一㎝だけ右にずらして、空野の左手とくっつくとは思わないし、事実くっつくわけもなかった。

　なのに触れあってしまったのは、俺だけではなく、同じタイミングで空野も、左に自分の左手を動かしたからだろう。

　二㎝ぐらいあった距離が、お互いがお互いに一㎝ずつ近づいて、触れあった。

　俺の右手の小指と、手の外側の側面。

　空野の左手の小指と、手の外側の側面。

　一瞬だけ伝わった空野の手の温ぬくもりに、俺は心臓のバクバクうるさい鼓こ動どうを自覚する。

　一方で空野も、胸の前で、俺と触れた左手を、逆の手で添そえるように優やさしく包んだ。

　そして瞳を大きく見開いて、一歩だけ後ずさり──、

　──模様替がえの途と中ちゆうだったため、乱雑にひかれたコンセントのコードに引っかかる。

「危ない！」

「ちょ、かみじょの!?」

　背中から床ゆかに倒たおれる空野に対して、彼女の手を握にぎって引っ張ろうとするも、支えきれなくて、情けないことに転てん倒とうに巻き込まれる俺。

　そして盛せい大だいな音。

　結果なんて言うまでもない。

　俺が空野を押し倒すような体勢になってしまった。

「空野──」

「──神、園」

　俺も、きっと空野も、頭の中が真っ白になっているんじゃないか？

　もはや呆ぼう然ぜんと、うわごとのように相手の名前を口にすることしかできないなんて。

　遠くから野球部のかけ声が聞こえる。サッカー部からは女子の歓かん声せいが聞こえるし、テニス部からはテニスボールを打ち返しあう音も聞こえるが、──もはやそんな遠とお音ねは、遥はるか別世界からの音のようにしか思えない。

「ケガ」

「えっ……？」

「どこかケガしてないか？」

「あっ、うん、大丈夫」

「ハァ～、まるで同人誌みたいな展開だな」

「同人誌と言えば夏コミを思い出すよね？」

「夏コミと同人誌と言えば、空野の性せい癖へき暴ばく露ろ事件なんてのもあったな」

「…………ぅん」

　嗚呼ああ、やらかした。俺としてはこのままの雰ふん囲い気きは危険だから軽口を叩たたいただけだったが、空野は自分のことだから忘れておらず、俺も自分で言って記き憶おくをよみがえらせた。

　そう──、

　つまり──、

　空野継つぐ未みの願望の一つに、放課後の学校の教室で、自分の初めてと相手の初めてを交こう換かんしたいというモノがあるのだ。

　そして、その答えに辿たどり着いてから数秒後。

　空野は横たわっていた身体を身じろぎさせて、目をつむった。

　きっと、仮に、あくまでも仮に、ここで俺が空野を襲おそっても、抵てい抗こうなんてしないだろう。

　むしろ抱だきしめてくれるはずだ。

　なめらかで細い首筋。

　強くつかんだら折れるんじゃないかってほどの手首。

　大きくもないが小さくもない、程ほどよい大きさの胸。

　倒れた拍ひよう子しに夏服がめくれて露あらわになった、白いおなか。

　スカートから伸のびる、高校生の女の子らしくふくらみが曲線を描えがく太もも。

　俺の中で、恋れん愛あい感情が、今までオタクとして憧しよう憬けいしていた『特別』を壊こわそうとする。

『ココロ先輩～、ツッキー戻ってきたから、あと一〇秒で鍵開けるよ～』

「うえっ!?」

「月島!?」

　あああああああああああああああああ!?　そうだ！　校舎内に月島の監かん視しカメラがあるってことは、ニジケンにも設置されていて然しかるべきじゃん！

　そして雰囲気にのまれたけど、これも作戦と想定の内ですか、雪村先輩!?




　　　　◇　◆　◇　◆




　そしてやってきた、文化祭前日の放課後、終日準備の日の夜。

　朝というか昼、いつもの登校時間とは違ちがい、一〇時半に、部室に直接集合したニジケンメンバー。

　正午を少し過ぎたぐらいでドリンクバー用の原液（ドリンクバーの飲み物は濃のう縮しゆくされた原液を水で薄うすめてお客様に提供するのが普ふ通つうらしい）が届いたので、それを回収したあと元からニジケンにあった冷蔵庫に一時保管して。

　午後二時ぐらいには部員で手分けして宣伝用のポスターを貼はったり、チラシを印刷したり、部室棟とうの入り口に『コスプレマンガ喫きつ茶さ・ニジケンは部室棟三階！』って木製の看板を立てたりして。

　午後三時ぐらいには雪村先せん輩ぱいのお父さんが取引先からいただいたらしい高級お菓か子しの詰つめあわせを、学校にこっそり持ってきていたのでみんなで食べて。

　午後四時ぐらいには無事、ニジケンメンバー全員が完成させたコスプレを、さすがにマネキンを調達するアテがなかったので、壁かべ一面に飾かざって。

　午後五時ぐらいには学校に（毎年文化祭で使っているらしく）元からあったレジ、正式名めい称しようはキャッシュレジスターの精算方法とつり銭の管理マニュアルを、文化祭実行委員会の会計職の人に教わって。

　午後六時になる数分前に、明日、つまり文化祭一日目の、主に店番のシフトと接客の簡易マニュアルと料金のシステムを復習して解散となった。

　が──、

「まさか学校にスマホを忘れるとは……」

　しかも帰り道の途中で気付けば救いようはあったのに、帰宅して、着き替がえて、晩ばん御ご飯はんを食べて、ノーパソの電源を点つけてから気付くとは……あまりにも救いようがない。

　あのさぁ……俺の家から小こ鶴づる新しん田でんの校舎まで、一時間三〇分近くはかかるんだぞ？

　いや、自じ業ごう自得だけど……。

　さて、腕うで時ど計けいを確かく認にんしてみたら、もうすぐ一〇時とまではいかないが、九時を多少過ぎているな。

　それにしても──、

「ほうほう、今日は文化祭前日だから、申しん請せいさえすれば学校に泊とまり込めるのか……」

　もう夜の九時、いつもの完全下校時刻を三時間も過ぎている。

　それなのに校舎には教室の光が溢あふれて、生徒たちが活気良く往来し、先生たちも職員室から飛び出して慌あわただしそうに行きかい、学校というモノが昼間と同じぐらい賑にぎわっているとは、感かん慨がい深いなぁ。

　まぁ、それはあまり俺、というかニジケンメンバーには関係ないけど。

　さてさて、早々にミッションをクリアすべく、職員室に行ってニジケンの部室の鍵かぎを取ってこよう。

　不幸中の幸いは、スマホを部室に忘れたって覚えているところだからな。

　…………。

　……、…………。

　んん～？　おかしいぞ。ニジケンの鍵が職員室の鍵かけになかったから、顧こ問もんである海うな原ばら先生が部室にいるのかと考えて来てみれば、電気が点いてないし。

　ドアは……あれ？　開いている？

　どれどれ、そ～っと中の様子を確認してみよう。

「──、あら？　神園くん？」

「雪村、先輩──？」

　なにゆえか、電気の点いていない薄うす暗ぐらいニジケンの部室には、雪村雫しず九くがいた。

　えっ？　ホントになにゆえ？

　……、ドアを開けたまま突つっ立っているわけにもいかないから、入らせてもらおう。

　そしてどこに座るのが正解かわからないから、床にハンカチを敷しいて座っている雪村先輩の近くに腰こしを下ろさせてもらおうか。

「なにしてたんです？　こんな夜よる遅おそくまで残って」

「文化祭の準備よ。遅おくれを取り戻もどさないといけないわ」

「は？　えっ？　準備は終わったんじゃないんですか？」

「問題ないわ。私が居残れば、一〇〇％終わるようにみんなの行動を調節していたもの」

　待て……、準備が実は終わっていなかったことは、今のやり取りで確実だ。そして重要なのは、雪村先輩の、みんなの行動を調節していた──という発言。

　みんなの行動を調節するような答えと言えば、一つしかない。

「気付かれたから明かすけれども、花はな咲さきさんと、そして空野さんと、ギャルゲーチックなイベントを起こす。そうすれば当然、文化祭の準備の時間を割さくことになるわ」

「たまたまじゃなくて意図的に、真ま面じ目めに準備していたんじゃなくて、イベントを起こしながら、悪い言い方だと、ふざけながら準備していた、ってことですか？」

「お仕事をテーマにしたアニメの感想でありがちでしょう？　遊んでないで仕事しろ、って。でも逆に、イベントの発生っていうのは誰だれかと遊んで、誰かとコミュニケーションを取って、初めて成立するのよ」

「だからってそのしわ寄せを、雪村先輩が一人で背負う必要はないでしょう。俺が今回のトラブルメーカーなんですから、俺がやります。やらせてください」

「あら、神園くん、優やさしいのね」

「はいはい、茶化さないでください」

　実は、俺は今、二つの気持ちが入り混じった変な気持ちを抱いだいている。

　無論、片方は申し訳ない気持ち。

　そして片方は……ほんの少しの怒いかり、というには自らの役立たず具合を責める気持ち。

　この人はなにゆえ、俺に押し付けるべきモノまで、自分でやろうとするのか？

　俺の立つ瀬せないじゃん。

「せっかくあなたと月島さんの前では、準備は順調に進み前日の夕方には終わる、って態度を演じて進行を偽いつわっていたのにね。これじゃあ台無しだわ」

　その割にはご機き嫌げんですね、雪村先輩。

　クスクスと笑い、手で口元を隠かくしちゃって。

「で、準備って具体的にはなにしていたんですか？」

「ここにあるマンガやラノベは部員個人の物ではなく、ニジケンそのものの備品。けど、だからといって大勢で読むうちに汚よごれたり折れたり、最悪の場合は紛ふん失しつしたり、そういうのを許せるわけじゃないわ」

　そして雪村先輩は俺にある物を見せる。

「ああ～、図書館みたいに、蔵書に番号を振ふっていたんですね。さすがに直接本のカバーに書くわけにはいかないから、シールを貼ってるみたいですけど。でも──」

「？　でも、なにかしら？」

「電気点けないと、目、悪くしますよ？」

「点けないんじゃない、点けられないのよ」

「えっ？　なにゆえ？」

「泊まり込みの申請を拒きよ否ひされたからよ。曰いわく、一人だけの泊まり込みじゃ、なにかあった時に対応できない。最低でも七人か八人は必要。とのことね」

「あ～、だから来る途と中ちゆうに見かけたおま泊まり組は、どいつもこいつも団体さんだったのか」

「けれど、私は泊まり込まないけれどもね。車を呼んで一一時には帰宅、って予定だったわ」

　そこまで話してようやく雪村先輩は、俺に手伝わせる気になったのか、カッターナイフを渡わたしてくる。これで台座みたいなシートを切って、シールを細かく分けろってことか？　っていうか、これ、シールとシールの間に分け目っていうか切れ目がないのか……。

「電気は点けられないから、刃は物ものの扱あつかいには本当に細心の注意を払はらって頂ちよう戴だい」

「了りよう解かいです」

　そうして、作業開始。

　明かりのない部屋に、窓の外から銀色の月光と、別の教室の窓から漏もれる蛍けい光こう灯とうの白い電光が差し込んだ。

　物もの寂さびしい、センチメンタルになりそうな二人だけの空間に、秋の始まりを告げる涼すずやかな虫の音ねが聞こえてくる。

　雪村先輩は窓の外からの月の光を浴びて、鏡のように瞬またたくプラチナの長ちよう髪はつを、自分の耳からサラサラ零こぼれるたびに、細い指で耳の後ろにかけ直す。その刹せつ那なに、近くの床ゆかに座っている俺にも、ミントの香かおりがした。宝石のような瞳ひとみが、一いつ片ぺんの文句の付けどころもない、アートのように完成された女性らしさを宿している姿が、なにか一つに打ち込む様子は、たとえ文化祭の準備の一風景だとしても、銀世界の白夜に架かかった虹にじの景色のように、心底、美しい。

　……、銀世界の白夜に架かった虹なんて見たことないけど……。

　だとしても、目が覚めるように綺き麗れいで、息を吞のむほど幻げん想そう的で、時を忘れるほど儚はかなげで、彼女を構築する一つひとつが、透とう明めいのような純潔という概がい念ねんそのものだったとしても、疑うことなんてできないぐらい神秘的。

　それが雪村雫九という女の子なのだ。

「意外──、でした──」

「なにがかしら？」

　手を休ませるわけにはいかないからな。作業を続けながら喋しやべろう。

「雪村先輩って完かん璧ぺきな優等生なのに、ルールを破るなんて」

「だって夜の校舎でなにかするのって、ワクワクするじゃない」

「そんな中学生の男子みたいなことを……」

「神園くん、私たちは共犯よ？　怒おこられる時は一いつ緒しよに怒られましょう？」

「怒られるのは激しくメンドくさいんで、今日の夜のことは秘密にしましょう」

「ふふ、ええ、そうね」

　それからも俺たちは作業を続けた。

　優しい雰ふん囲い気きに包まれながら。二人きりの空間で。

　二人の間に言葉はいらないって、言葉以外の言葉で主張するように。

　二人で秘ひめたナイショの時間を、晴れた夜空に浮うかぶ月だけが知っている。

　そして、数十分後。

　なんとか暗い中で作業が終わると──、

「神園くん、ちょっとだけ話を聞いてもらっていいかしら？」

「はい？　なんですか？」

「もし花咲さんでも空野さんでもなく、私と文化祭デートするなら、どこを回ってみたいか言ってみなさい」

「はっ!?　っ、痛っ、雪村先せん輩ぱいが変なことを言うから手ぇ切っちゃったじゃないですか!?」

　完璧に責任転てん嫁かだけど、そういうことにしないとやってられない。それぐらい突とつ拍ぴよう子しもないことを言われて驚おどろいたんですからね？

　その後、俺は水道で傷口を流してから、雪村先輩に二枚目のハンカチで拭ふいてもらって、絆ばん創そう膏こうを貼はってもらいましたとさ。めでたしめでたし。

　嗚呼ああ、子供扱いされているみたいだ。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶよ」

　作業は前述のとおり終わったので、今は床ではなく、椅い子すに座って向かいあっている。

　絆創膏を貼ってもらう時に雪村先輩の白い指先が俺に触ふれたけど、正直、名残なごり惜おしい。

「雪村先輩って女子力高いですね」

「えっ、どのへんが、かしら？」

「二枚もハンカチを持参して、片方は床に座る時に使うし。絆創膏を常備しているし」

「そんなこと言われても困るわ。私、それ以外にもソーイングセットをカバンに入れているし、休日にはスイーツだって作っているのよ？」

「女子力が五三万ですね」

「煙けむに巻まこうとしているのがバレバレよ。まったく、だから電気を点つけられないんだから、細心の注意を払いなさい、って注意したじゃない。神園くんって、バカなのかしら？」

「ぐぬぬ、すみません……」

「でも──、よかったわ、本当に。──大した怪け我がじゃなくて」

　心の底から安あん堵どしている慈いつくしみに溢あふれた声こわ音ねで、雪村先輩は言う。

「心配してくれたんですか？」

「友達が怪我したのに心配しない人間なんているのかしら？　そういうことをわざわざ口にするのは、心配してくれた人に対して失礼よ」

「で、先ほどの質問の意味は……？」

「明日、あなたは花咲さんとデートするでしょう？　まだ巡じゆん回かいルートが決まっていないなら、私も一緒に考えてあげようと思っただけよ」

「と、言いますと？」

「花咲さんが一〇〇％喜びそうな出し物はわからないけれど、私も一応女の子だから、少しは女の子が喜びそうな出し物を知っているわ。だから、それをもとに神園くんのデートプランを採点しようと思ったのよ。要するに、私を花咲さんに見立ててデートプランを考えてみなさい、ってことね」

「でも、百合姫とはなるべく距きよ離りを開けた方がいいんですよね？」

「普ふ通つうなら喜びそうな出し物なのにいたたまれない雰囲気にするから、より距離が開くというモノじゃないかしら？」

　む、難しい……。でも事実、月島が起こした百合姫のパンチラや、文化祭準備期間にやってきたアレコレは、その意図に沿っている気もするし……。う～ん……。

「きっと……、百合姫と回る予定のところと、雪村先輩と回りたいところは、その……、全然違ちがいますよ？」

「具体的には？」

「百合姫とは出し物を楽しみたくて、もし雪村先輩と文化祭を一緒に過ごすことが叶かなうなら、先輩とは雰囲気を楽しみたいです」

「ニュアンスはわかるけど、それ、実際に回るところは一緒なんじゃないかしら？」

「まぁ、それは置いといて、まず明日は百合姫とゲーム王国ってヤツに行く予定です」

「確かに、どちらかが負け続けたり、どちらかが相手を放ほうってゲームに熱中しすぎたりすれば、雰囲気が危あやうくなるものね」

「で、そのあとは、体育館にあるカップル専用迷めい路ろっていう出し物に」

「それは付きあっている以上、行く流れよね」

「さらにその次はクレープ屋さんに」

「ストップ、そこはクレープよりもたこ焼き屋さんの方がいいわ」

「でもオタサーの姫といえばクレープですよ？」

「だからこそ、いたたまれない雰囲気になるために、クレープ屋というオタサーの姫のホームから逃のがれて、アウェーであるたこ焼き屋に行くんじゃない」

「なるほど」

「それで他ほかには？」

「中等部の催もよおし物にスライムがあるらしいので、そこも行く予定です」

「嗚呼、それは間違いなくデートに向かない店だわ」

「それにですね、雪村先輩？　俺には切り札があるんですよ」

「へぇ？　なにかしら？」

　俺は雪村先輩の耳に口元を近づけて、こっそり言う。

　すると──、

「クス、あなたもフラグブレイカーなことをするのね」

「もともと、百合姫サイドはそれが目的じゃないですか」

　と、そこで、俺はほんの少しだけ悲しい声で言う。

「空野の方はともかく、百合姫サイドのデートのなにが最低って、拒きよ絶ぜつすることを前提に、その下ごしらえとしてデートを仕し掛かけるってところですよね」

　刹那、会話が途と絶だえた。

　その理由なんてわかりきっている。俺が気まずいことを口にしたからだ。

　俺と月島と雪村先輩は大おお真ま面じ目めだけど、拒絶をする前提でいたたまれないデートをするなんて、まんま性しよう根ねが腐くさった陰いん湿しつなイジメっ子のやることだ。

　別に全すべてが終わったあと、百合姫を笑い物にするなんてことは、絶対にない。

　だとしても、真実、俺たち三人の事情は隠かくし通すが、振られたという事実だけで百合姫は傷つく。

　酷こく薄はくで醜しゆう悪あくな事実だが、ニジケンの不調和をどうにかするために、百合姫を……、

「──あなた、きっと今、自分で思っているよりも悲ひ愴そうな声で言って、自覚できないほどに痛々しい表情かおをしているわよ？」

「雪村先輩は、……躊躇ためらいませんか？」

「今さらそれを訊きくの？　本来、それはファーストフード店で話しあった時点で訊いておくべきことよ？」

「月島の前で……後輩の前では……、そりゃあ、口にできませんよ」

「でもそれしか、ニジケンの平和を保つ方法はないわ」

「…………」

「花咲さんは例外でしょうけど、なんでオタサーの姫がオタサーの姫として成立しているか、神園くんも理解しているでしょう？」

「……取り巻きの誰だれとも付きあわないから、ですか？」

「少なくとも表面上は、ね」

　雪村先輩は続ける。

「一つのコミュニティの中で、一人のメンバーに複数の異性が惚ほれたら、誰とも付きあわないのが無難で、誰かと付きあえばサークルクラッシュ」

「……そう、ですね」

「それを前提に神園くんの場合は、あなたの立ち回りテクニック的には隠せたかもしれないけど、それ以前に告白のシーンを見られて、原理的に隠すことが不可能になってしまったわ」

「ハァ……、胃が痛い。頭が痛い」

「神園くんってシリアスには弱いのね」

「アニメでたとえると、全人類の存亡を懸かけた熱い戦いは大丈夫なんですけど、鬱うつ描びよう写しやとか絶望系のクライマックスは、正直、少しだけストレスが溜たまるんですよね」

「ポジティブなシリアスと、ネガティブなシリアスの違いかしら？」

　ここで話にひと段落を付けて、俺と雪村先輩は帰りの準備を始めた。

　おっと、危ない。俺は当初、忘れ物であるスマホを取りに学校に戻もどってきたんだった。机の上にあったスマホを回収、っと。

「そういえば、さっき『もし花咲さんでも空野さんでもなく、私と文化祭デートするなら、どこを回ってみたいか言ってみなさい』って、訊いてきましたよね？」

「ええ、覚えているわ」

「逆に、雪村先輩は仮に俺とデートしたら、なにをしたいですか？」

「ふふ、神園くんとだったら、手ぐらい繫つないであげてもいいわよ？」

　まったく、ここでウィンクとか、反則でしょ……。

「さて神園くん、準備を手伝ってくれて感謝するわ。予定よりも二倍近く早く終わったから、本当に」

「ケガしたり、準備が終わったあともお喋しやべりしたりしましたけれどね」

「それでも、一・五倍は早く終わったのよ？」

「ならよかったです」

　すると雪村先輩は、こほん、と可愛かわいらしく咳せき払ばらいした。

「今度こそ本当に準備も終しゆう了りよう。そのあとにしたお喋りで、明日の花咲さんとのデートに関する切り札も聞いた。私もそれに納なつ得とくしている。空野さんの方は、すでに私が店番のシフトを弄いじって一いつ緒しよになれるように細工をし終えている。少し神園くんが花咲さんを振ふることにナーバスになったけれども、私に吐はき出してくれたから、少しは軽くなったはず」

「それじゃあ」

「ええ、もう今日までにやるべきことはやり終えたわ。明日はいよいよ文化祭初日。お互たがいに、どんな結末になっても、いつか笑って話せるような文化祭にしましょう？」








五章　この章までがコメディで、次章からはシリアスで！









　大だい丈じよう夫ぶ。まだ封ふう印いんはどこも壊こわれていない。




　　　　◇　◆　◇　◆




　文化祭当日は、清すが々すがしいほどの晴天だった。青空を舞まう小鳥のさえずりが聞こえてきそうなほど爽さわやかな陽気で、催し物をするには打って付けの日和ひより。

　夏の頃ころの猛もう暑しよは九月、早秋ということでなりを潜ひそめ、うららかなお日様が心地ここち好よい。

　校舎の中は文化祭を待ちわびている生徒たちのウズウズで満たされて、一方で校門の前には他校の生徒やＯＢ・ＯＧや、地域の方々、在校生の家族も集まっていて、今から文化祭が始まるんだ、という実感を強めてくれる。

　そしてニジケンの部室では──、

「あはっ、心しん路じくんっ、ヒメと一緒に、い[image: ～][image: ～]っぱい、遊ぼうね♪」

　百合ゆり姫ひめは平常運転。

「ニヤニヤ、ココロ先せん輩ぱい、面おも白しろいことを期待しているニャン」

　月つき島しまも、まぁ、平常運転。

「神かみ園ぞのくん、頑がん張ばりましょう？」

　雪ゆき村むら先輩も、発言は文化祭のことを言っているけれども、態度は平常運転。

「…………」

　えぇ……、部員、五人中三人もこのニジケンの状態で平常運転なのかよ。

　こ、こうなったら空そら野のと、一応部室にいる海うな原ばら先生もチェックしてみないと。

「か、かみじょの[image: ～][image: ～]……」

　嗚呼ああ、空野はトップバッターで店番のシフトが入っているので、例の『東京レイヴンズ』の倉くら橋はし京きよう子こちゃんのコスプレをしていて……大変アワアワしているなぁ～。パンチラが気になるのか、スカートをしきりに押さえるわ。忙せわしなく身体からだを左右に揺ゆするわ。

「そんな情けない声で名前を呼ぶなよ……」

「かみじょの[image: ～][image: ～]、だって……お、おかしくないよね、このコスプレ？」

「自分で髪かみの色と、長さとゆるふわ具合は違うけどサイドテールが同じだからって、そのキャラチョイスしたんだろ……」

「ち、違ちがくて……人に見せても平気な恰かつ好こうだよね？　恥はずかしくないよね？」

　どうしてこの段階で涙なみだ目めになるんだよ。まだ文化祭始まってないんだけど……。

　これで文化祭が始まって、お客様を目の前にいざ接客をすることになったら……そん時はドジっ子ってことでお客様が勝手に解かい釈しやくしてくれることを願う。

「大丈夫ですよぉ、継つぐ未みさん。とっても似合っていますぅ」

　…………、嗚呼。

　そういえばこの人、ニジケンの顧こ問もんだけど、最近一いつ切さいニジケンの問題に関かかわっていないな。無論、顧問である以上、それなりにニジケンには来るけど、俺と百合姫と空野の三角関係を俺と月島と雪村先輩でどうにかする──という、具体的な名めい称しようはないけど、とにかくこの問題について、一切関わりあいを持っていないぞ。

　空野と接点を持っている分、陸りく畑はたの方が海原先生より事情を知っていそうだ。

　と、その時だった。

「心路くん、時計見て」

「いよいよ始まるニャン！」

「そのようね」




『一〇時になりました。これより小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校、文化祭を開かい催さいいたします』




　そのアナウンスが流れると、コミケほどではないけど学校の敷しき地ち中から盛せい大だいな拍はく手しゆが鳴り響ひびく。お調子者などっかの男子が「ウェ～イ！」って叫さけんで、集団を組んでいる女子グループは歓かん声せいを上げた。

　そんな幕開けの声が、ニジケンにも聞こえてくるではないか。

　さらに数秒後、音だけの花火が打ち上がり、木霊こだまし、アナウンスと花火の前後で校内のざわめきが一段階以上浮うき足あし立だつ。

　そして──、

「お兄ちゃん！　遊びにきたよ～っ」

　──切り札がやってきた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺が最初に、夢ゆめ乃のにニジケンのゴタゴタの解決を手伝ってもらおうと考えたのは、おおよそ百合姫と空野をデート（後者は名目上、デートじゃなくて店番だが）に誘さそった週の金曜日あたりだったと記き憶おくしている。

　・百合姫とは付きあっているから、文化祭でデートしないと不自然。

　・しかしニジケンの今後のために、いたたまれない空気のデートをしないといけない。

　この二つを念頭に置き、ちょっと考えてみて、俺は別の第三者を百合姫とのデートに同行させてみようと思いついた。

　ヒロインが「主人公くんと二人でデートだ！」って喜んだあとに、「あれ？　言ってなかったっけ？　他のヤツらもくるぞ？」って言われガッカリするのは、オタクコンテンツでもよくある展開のはず。俺はその展開を現実で再現したわけ。

　となれば、あとは人選が重要だ。百合姫にとっては邪じや魔ま者もので、デートに介かい入にゆうする第三者として違い和わ感かんなく、デートをいたたまれなくする要因を持っており、一番重要なのは、俺が誘える人間かどうかということで、自分から進んできてくれるとマッチベター。

　そんなの一秒で思い当たったし、逆にそれ以上考えても他の誰も思い当たらない。

　結論──、妹である神園夢乃にニジケンの問題解決を手伝ってもらおう！

「お兄ちゃん！　夢乃、ゲーム王国ってトコに行きたい！」

「ああ、いいぞ。百合姫も大丈夫だよな？」

「ぅ、うん……、大丈夫だよ♪」

　カノジョとのデートに妹を連れてきて、デートを邪魔されても「妹だから許してくれ」と言い張り、俺の方も進んで百合姫の相手よりも夢乃の子こ守もりをして、妹は小学生だからとカノジョよりも集中し、それに対し百合姫が自分のことも相手して、と中々言えない状態を形成する作戦。

　すごいぞ、夢乃、なにも伝えていないし、なにもこれしろ、あれしろ、って指示していないのに、そこにいるだけで対百合姫の切り札として成立している……っ！

「見て見て！　お兄ちゃん、ＰＳＶＲが景品だって～っ！」

「おおっ、本当だ」

「うみゅ～っ、っていうかここ、結構、ううん、かなり本格的な作りだよぉ!?」

　ゲーム王国って出し物の教室に入ると……おおぅ、ビックリした！　教室にある勉強机を並べて作ったんじゃない、一見しただけだと本物にしか思えない半円型のカジノにありそうなテーブルがある！　あれはＢＪで使う卓たくだっけ？　他には長方形だけど四つ角が丸まっていて、卓上には様々な枠わくや数字や英語が並んでいるテーブルもあるし！　あれはポーカーで使う卓だったはず！

　深い緑色の上面に、黒と赤と白の線が走っているテーブルを見ると、本格的にカジノに迷い込んだ気分になってしまうな！

　しかもカーテンは豪ごう奢しやな模様の物に取り換かえていて、電気までほの暗いオレンジ色にしているのは、中々凝こっている。

「ねぇ、ねぇ、心路くん」

「ん？　どうした？」

「ヒメぇ、景品のぬいぐるみさんがほしいなぁ～♪　だめぇ？」

「待って、百合姫さん！　夢乃もお兄ちゃんにＰＳＶＲ、取ってほしい！」

　ふむ……、二人とも俺に取ってほしい景品があるようだが、この出し物ってポイントで景品を交こう換かんする方式だよな？　なら、まずはルールを確かく認にんするか。

【一〇〇〇円は三〇〇ポイントに変換可能。

　ポイントは各種ゲームによって増やすことができます。

　お金をポイントに換えることはできても、ポイントをお金に換えることはできません。

　ＰＳＶＲのポイントは二万五〇〇〇ポイント。

　ぬいぐるみは五〇〇ポイントです。】

　以下、景品のポイント一覧が並んでいるが、これはアレだな？　ＰＳＶＲの現実価格は約五万円なのに対し、ポイントが二万五〇〇〇ポイントってことは……、

「なぁ、百合姫、ＰＳＶＲって、豪ごう華か景品でポイント設定が狂くるっているあたり……」

「間違いなく客寄せパンダだね！」

　要するに、景品としては出展させてるけど、誰だれにも譲ゆずる気はないよ？　まぁ、これで人が集まればいいかなぁ～って。挑ちよう戦せんしたい人はすればいいけど、搾しぼり取っちゃうからね。ってことだな、うん。

「お兄ちゃ～ん、ＰＳＶＲ、取ってぇ～？　普ふ通つうよりお買い得だよ～？」

　俺に、ひしっ、って抱だき付き、甘えてくる夢乃。

　一方で笑え顔がおを浮うかべながら、こめかみに怒いかりマークを浮かべる百合姫。

「いやいや、一ポイント＝一円ならそうだけど、これ、一ポイント＝約〇・三円じゃん」

「ん～？　どういうこと？　五万円の物が二万五〇〇〇ポイントでもらえるんだよ？」

　そういえば小学四年生って、少数や分数の足し算・引き算は習うだろうが、掛かけ算や割り算、単純な計算じゃなくて文章問題とかって、まだ習っていないのか？

「あのね、夢乃ちゃん？　ＰＳＶＲは二万五〇〇〇ポイントだけど、一〇〇〇円＝三〇〇ポイントだよね？　三〇〇ポイントを二万五〇〇〇ポイントまで貯ためるには、一〇〇〇円札が何枚必要だと思う？」

「ポケットからスマホを召しよう喚かん！　……、……、……約八三枚!?」

「うん、二万五〇〇〇ポイントは、日本円に換かん算さんすると八万三〇〇〇円に匹ひつ敵てきするの」

「普通に買った方が安い!?」

　なるほど、こんな単純な、トリックと呼ぶにはあまりに稚ち拙せつな商法に、誰が引っかかるんだとバカにしたが、小学四年生以下の子供には通用するらしい。

　流石さすがに中学生や高校生は引っかからないだろう。

　……なんて思っていた時期も、俺にもありました。

「ふはははは、それは一いつ般ぱん人の考え方だお！」

「くっくっく、ギャンブラーのオレたちには、無用の発想だぜ！」

「お兄ちゃん？　この人たち誰？　不ふ審しん者なら防犯ブザー鳴らした方いーい？」

「いいか、夢乃？　小太りの方がブタで、長身ガリの方がモヤシだ」

「誰がブタだお!?　オレは東とう山やまだお!?」

「西にし沢ざわだぜ!?　モヤシじゃないぜ!?」

　……せっかくの文化祭なのに、こいつらとは会いたくなかった。

　しかも二人とも、ポーカーの卓に座って、脚あしを組み、頰ほお杖づえをついて、ものの見事に気取ってやがる。ドヤ顔が殴なぐりたくなるぐらいウザイ。

「お前ら……じゃなかった。先輩方は、どうしてこちらに？」

「姫にＰＳＶＲを献けん上じようするためだお！」

「姫に貢みついだ額こそ、ナイトとしての勲くん章しようだぜ！」

　嗚呼ああ、ここにもＰＳＶＲに釣つられたバカがいたのか……。

「いいかお？　一〇〇〇円札を約八三枚使って二万五〇〇〇ポイント貯めるのは、この出し物の趣しゆ旨しに反しているお！」

「一枚の一〇〇〇円札を三〇〇ポイントに換えて、あとはその三〇〇ポイントをゲームで増やして二万五〇〇〇ポイントまで届けば、一〇〇〇円でＰＳＶＲを買えたのと同義だぜ！」

「二人とも、典型的な破は滅めつ思考してるって、自覚していますか？」

「大だい丈じよう夫ぶだお。オレは一〇〇〇円を三〇〇ポイントに換えただけじゃダメで、追加ポイント購こう入にゆうしたけど、ポイントをより多く集めたのは、西沢よりオレだお」

「大丈夫だぜ。オレはポイントが今にも尽つきそうだけど、一〇〇〇円札は東山よりも節約できているぜ」

　こいつら、文化祭が始まってまだ三〇分しか経たっていないのに、一体どれだけ……。

「「まっ、神園はヘタレチキンだから、勝負の舞ぶ台たいにも上がってこれないだろうがな！」」

　…………ほう？

「それは、この俺にゲームでケンカを売る、ってことか？」

「し、心路くん？」「お兄ちゃん？」

「いいだろう、全ポイントを搾り取ってやる。店員さん、五〇〇〇円を一五〇〇ポイントにしてください。とっととＰＳＶＲをいただいて、夢乃にプレゼントしてやる」

「かかってくるお！　伊達だてにネトゲで　[image: †]クラウド[image: †]　を名乗ってないお！」

「笑えるぜ！　初手で五〇〇〇円もポイントに換えるなんて！　負け越こした時の保険だろうぜ？」

「うみゅ……心路くん……夢乃ちゃんの方にプレゼントするんだ……。そうなんだ……」

　颯さつ爽そうと俺はポーカーの卓に着いた。

　さて、少し冷静になって考えてみよう。ここで、もし俺が運よくＰＳＶＲを獲かく得とくできたと仮定すれば、夢乃は喜ぶし、百合姫は（ヒメよりも夢乃ちゃんを優先された……）ってプンプンするし、ついで東山先せん輩ぱいと西沢先輩を「ざまぁ」って見下せる。

　完かん璧ぺきな一石三鳥だ。やらない理由なんて、どこにもない。

「お客様、この卓は、ポーカーはポーカーでも、テキサスホールデムですが、ルールはご存じでしょうか？」　と、進行役の女子生徒。

「だいたい頭の中に入っています」

「では、こちらのポイントのコインを。あとはビッグブラインドまでお待ちください」

　さて、参加できるようになるまで時間があるから、頭の中でルールを整理してみよう。

　まず普通のポーカーと違ちがうところは、自分の手札が二枚しかなく、それは他プレイヤーも同じで、それとは別に、最初の時点で共通のカードが三枚あるというところだ（ちなみに共通のカードは、随ずい時じオープンされて最終的に五枚になる）。例えば俺の手札がスペードの一〇とハートの九、東山先輩の手札がダイヤのＡとダイヤの四、西沢先輩の手札がクラブのＱとハートの三だったとしよう。この場合に、共通のカードがダイヤのＫ・ダイヤのＪ・ダイヤの八・スペードの七・ハートの四だったら……俺は自分だけのスペードの一〇とハートの九と、共通カードのダイヤのＪ・ダイヤの八・スペードの七でストレート。東山先輩は自分だけのダイヤのＡとダイヤの四と、共通カードのダイヤのＫ・ダイヤのＪ・ダイヤの八でフラッシュ。最後に西沢先輩は、自分だけのカードと共通カードをどう組みあわせても役ができないのでノーペア。あくまでも例だけど。

　次はポイントを賭かける順番だ。

　テキサスホールデムは複数人でやるゲームで、順番にディーラーボタンと、スモールブラインドと、ビッグブラインドという役割が回ってくる。スモールブラインドは予あらかじめ決められている額を、ビッグブラインドはスモールブラインドの二倍の額を、強制ベットする必要があるわけ。ちなみに席順はディーラーボタンの左ひだり隣どなりにスモールブラインド、さらにその左隣にビッグブラインドで絶対不変。一ゲーム終わるごとに時計回りにずれていく。

　細かい理り屈くつはすっ飛ばすけど、席に座って、ビッグブラインドが回ってくるまでは参加しないのがお利口とのこと。

　で、このスモールとビッグが強制ベットしたあとで、進行役が参加者にカードを配る。ちなみにこの時点では自分だけのカードがあるだけで、共通のカードはないから気を付けよう。

　全員にカードを配り終わったら、ゲーム開始！

　その後、みんなが一周アクション（ベットやレイズやコールなど）を起こしたら、いよいよ共通カードがオープンされるぞ！

「お兄ちゃん、いよいよだね！」

「それなりに頑がん張ばるから、それなりに期待しといてくれ」

「心路くんも東山くんも西沢くんも、み～んな、頑張ってね♪」

「任せるお！」「やってやるぜ！」

「ヒメぇ、カレシになってくれる男の子は、ゲーム強い人、って決めてるの♪」

「任せるオオオオオオオオオオオオオ！」「やってやるゼエエエエエエエエエエエエ！」

　と、言うわけで、元から参加していた東山先輩と西沢先輩に加え、ビッグブラインドが回ってきたことで俺も交じり、他のお客さんもあわせて七人でプレイすることになった。

　ていうか久しく忘れていたけど、オタサーの姫ひめって取り巻き（一応今回に限り、ゲームに参加して応おう援えんされる百合姫の知りあいということで、俺も含ふくむ）同士がゲーム対決する場合、基本みんなの闘とう争そう心しんをあおるよな。たぶん闘争心をあおって、男子に（男気を、カッコイイところを見せてやる！）って心理にさせるのが目的だろう。

　さて、俺がビッグなので、隣に座るスモールのＯＢと思われる人の二倍ベットしよう。

「ホールカードを配ります」

（お兄ちゃん、ホールカードってなぁに？）

　さっきの俺の脳内説明で言うなら、自分だけしか見られないカードのことな？

　しかし夢乃に説明しても難しいと思う。

（今配れている最中のカードと認識していればいいよ）

（は～い！）

　ちなみに俺のホールカードはクラブの五とハートの二だった。

　うわっ、俺のカード、雑魚ざこすぎ……っ。

「コールだゾ」「コールです」「フォールドっす」「コールだお」「コールだぜ」「フォールドですわ」「コールします」　と、モブＯＢ、俺、モブ男子生徒、東山先輩、西沢先輩、モブ女子生徒、モブＯＧ……という順番でアクションする。

　ちなみに俺の場合、最初に『自分の意思ではなく』ビッグということで強制ベットしたので、一周した時点で最初の賭け金は戻もどってきました、はい。

（ぅん？　心路くん、これってポーカーなのに、最初の人がベットしないんだね？）

（店員さんがカードを配る前に、俺の右隣のスモールの人と、ビッグである俺が強制ベットしただろ？　だから最初のラウンドに限り、改めてベットする必要がないんだ。あれを継けい続ぞくして基本の賭け金にするわけ）

（そうなんだぁ、心路くん、物知りですごぉい♪　ヒメ、憧あこがれちゃうなぁ～）

（むむむっ、お兄ちゃんが最後なんて、後回しにされている気分！）

（いや、順番が後ろの方が、強いってわけじゃないけど、ゲームを有利に進められるんだぞ？　他のプレイヤーの出方を様子見できるからな）

（さすおに！）

（……夢乃、それ、どこで覚えた？）

（お友達が、お兄ちゃんを褒ほめる時はこう言うのが正しいって！）

　……、いいや、今は関係ないから家に帰ったら問いただそう。

　今関係あるのは、今さらだけど席順だ。これは時計回りに、モブ男子生徒、東山先輩、西沢先輩、モブ女子生徒、モブＯＧ、モブＯＢ、俺──の順番である。

「ファイブプレイヤーズ」

　と、参加人数を宣言する進行役の女子生徒。

「次に、コミュニティカードを公開します」

（お兄ちゃん、コミュニティカードってなぁに？）

　さっきの俺の脳内説明で言うなら、共通のカードのことな？

　しかし夢乃に説明しても難しいと思う。

（今オープンしている最中の三枚のカードと認にん識しきしていればいいよ）

（は～い！）

「それでは、アクションをお願いします」

「フォールドだゾ」「チェック」「ベットだお」「コールだぜ」「コールします」「レイズ」

　ざわ……ざわざわ……。

　アクションの順番はモブＯＢ、俺、東山先輩、西沢先輩、モブＯＧ、再び俺の順番なのだが……要するに俺がレイズ、賭け金を釣り上げたのだよ！

　ところで、ここで一通り、全部のアクションが出終わったのか？

　なら説明しやすいけど、『ベット』が誰だれもなにも賭けていない状態で自分が最初に賭けること。『チェック』が誰もなにも賭けてない状態で、ベットできるのにあえて賭けないでパスすること。『レイズ』が賭け金を上乗せすること。『コール』は一つ前の人と同じ額を賭けること。そして『フォールド』はカードを戻してゲームから下りることである。

「コールだお」「コールだぜ」「フォールドします」

　レイズ、つまり賭け金を釣り上げられたら、そこからまた一周、アクションをし直す必要があるわけな。

「スリープレイヤーズ」

　と、参加人数を、改めて宣言する進行役の女子生徒。

「次に、もう一枚コミュニティカードを公開します」

　最初は三枚だったのに、新たにもう一枚公開されるコミュニティカード。

「チェック」「ベットだお」「コールだぜ」「じゃあ、俺はレイズで」

　ざわ……ざわざわ……。

「コールだお」「コールだぜ」

「スリープレイヤーズ」

　と、参加人数を、改めて宣言する進行役の女子生徒。

「次に、もう一枚コミュニティカードを公開します」

　今は四枚だったのに、新たにもう一枚公開されるコミュニティカード。

　これで合計五枚、ルール上これ以上増やせないので、これが最終ラウンドだ。いや……まだゲームは続ける、つまりは席に座り続けるけど……。

「ベット」

「これが最終ラウンド！　神園なんかに負けてらんないお！　レイズ！」

「ラウンドが最後ってだけで次の回もあるけど、だぜ！　しかしレイズ！」

「じゃあ俺は、レイズ、オールイン」

　刹せつ那な、場の空気が過か敏びんなモノに変へん貌ぼうを遂とげた。擦さつ過かする先輩二人の視線。視線はナイフで、空気はプレイヤーの緊きん迫ぱく感かんの具象化。そこには一分たりとも優やさしさや思い遣やりなんてものは存在しない。勝つために最善を尽つくす。勝利だけに執しゆう着ちやくする姿勢は獣けもののようだ。しかし獣のわけがない。たとえ、いくら日常的にバカなことをしている二人でも、頭が致ち命めい的に悪いわけじゃない。頭を回し、知ち恵えを絞しぼり、戦術を凝こらし、まだ考え続ける。勝つためには当たり前。そうプレイ態度で物語るように、彼らは殺気まで内包した威い嚇かくを俺に撃うった。敵、敵、敵──。繰くり返すようにそんな呪じゆ詛そのような視線が飛ばされる。それを真正面から受けて、俺は心底愉ゆ快かいに口元を歪ゆがめるように吊つり上げた。もしかしたら他人からは引きつっているようにしか見えないかもしれないな。だが、それぐらい面おも白しろい人。

　そして──、

「「……フォールド…………」」

　──ざまぁ。

　…………。

　……、…………。

「やったぁ！　すごぉい！　ホントにＰＳＶＲだぁ！」

「夢乃～、廊ろう下かで騒さわぐんじゃありません」

「えへへ～、お兄ちゃん、大好き～♪」

　言うと、夢乃は抱だきしめるように持っていたＰＳＶＲの箱を、一いつ旦たん、近くの椅い子すに置いて、ぎゅ～っと俺に抱きついてきた。

　……って、ん？

「どうした、百合姫？」

「はわわ……、まさか本当にＰＳＶＲを取れるとは思ってなかったよぉ……。きっと、ヒメだけじゃなくて、出し物の店員さん側も」

「そうそう、お兄ちゃん、どうやって勝ったの～？」

「俺が卓たくに交じった段階で、あの二人は負け越こしていたからな」

「うみゅ？　それがどうかしたの？」

「なら仮に、俺と百合姫がポーカーで対決するとする。俺のチップ、この出し物で言うポイントは一〇〇〇あったと仮定して、百合姫は五〇〇あったとしよう」

「うんうん」

「百合姫は最初の段階でロイヤルストレートフラッシュが確定していて、手札に関して言えば、俺に負けることは一〇〇％ありえない。これで勝負する気になるか？」

「もちろん♪」

「なら俺が一〇〇〇ポイント、オールインのベットかレイズをしたら、百合姫はコールできるか？」

「あっ、できないね……。勝負を続けるには一〇〇〇ポイント払はらう必要があるのに、ヒメの財産は五〇〇ポイントしかないし……。どう足あ搔がいても下りるしかない……」

「この方法で全員をフォールドさせれば、たとえ俺の手札がノーペアでも勝てるんだよ」

　ちなみに席に座る前、俺は五〇〇〇円を一五〇〇ポイントに換かえたが、あの時点で一番勝ち越していた人がだいたい一一〇〇ポイントだったから、（一五〇〇ポイントぐらいが妥だ当とうかなぁ～）って計算したんだぞ？　高くもなく、低くもなく、って。

「はわわわわ！　心路くんがクズいよぉ!?　──、でも、それって禁止されているんじゃないの？　もしくはマナー違い反はんとか」

「いや、別に禁止はされていない。ちゃんとそういう戦い方への対策もあって、ネットで調べるとすぐに出てくるぞ？　学校の文化祭で気になってポーカーやってみた～、って人はもしかしたら知らないかもしれないけど、ポーカーが趣しゆ味みって人なら当たり前に知っているレベルだ」

「あっ、お兄ちゃんの言うとおりだ！　スマホ曰いわく、コールすべきチップが自分の全チップよりも多くなって払えなくなった場合、オールインすることでコールすべきチップに届いていなくても一ひと先まず次の段階に参加できる、だって」

「そうだな。でもな、夢乃？」

「なになに？」

「仮にオールインして、勝負を続行できたとしよう」

「うんうん」

「でも負けたら本当に全額失うことになる」

「それぐらい夢乃にもわかるよ？」

「あのいかにも賭かけ事にハマりそうなのに小心者っていうか小物っていうか、見み栄えっ張りなのにチキンな東山先せん輩ぱいと西沢先輩が、オールインなんてできると思うか？」

「「ああ[image: ～][image: ～]……」」

　にしても……東山先輩と西沢先輩はギャンブルしない方がいいな。日本だとパチンコとか競馬とか。他の人は徐じよ々じよに俺の手口に気付いてやめていったのに、あの二人だけ、勝てないから引き際ぎわを弁わきまえるんじゃなくて、負け続けたから挽ばん回かいするためにチマチマちまちま換かん金きんならぬ換ポイントして勝負を続けるし。どうせなら度量を見せて一万円ぐらい一気にポイント化すれば、勝機があったものを……。




　　　　◇　◆　◇　◆




　次に俺たちがやってきたのは、体育館で催もよおされている『カップル専用・らぶらぶラビリンス』って出し物なんだけど……中身はまだ体験していないが、名前だけでいえばすごく頭悪そう。

　ちなみに中身は、名前どおりカップル専用の迷めい路ろらしい。

　となると妹の夢乃は一いつ緒しよに遊べないことになるが……そこんところ、俺を甘く見てもらっては困る！

「あっ、すみません、店員さん」

「はい、なんでしょうか？」

「この子、俺の妹なんですけど、甘あまえん坊ぼうなんで申し訳ないですけど一緒には……」

「うみゅ!?　し、心路くん!?　ヒメと二人きりじゃ不満なの!?」

「おおっ、夢乃も一緒に遊べるの？　お兄ちゃん、ありがとぉ～っ！」

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶです。二人とも中に入っちゃったら、一人で待つことになるもんね」

「ありがとうございます」

「むくぅ[image: ～][image: ～]っ！　ぷんっ、心路くんのバカ」

　と、いうわけで、らぶらぶラビリンスの中へ、レッツ＆ゴー!!

「俺はこの学校の文化祭初めてだけど、どこの出し物も気合い入れすぎだろ……」

「意外と立派だね♪　体育館の三分の一も使っているなんてすごぉい！」

「お兄ちゃん、迷子になったらダメだよ？」

　迷路の中は……まず壁かべがかなり本格的だ。お化け屋や敷しきなら教室の勉強机を二つ重ね、上からおどろおどろしい黒とか赤に塗ぬった段ボールをガムテープで留めて、垂らせば、照明を落としているところがほとんどだから、誰も粗あらさに気付かないが、こっちは全然違ちがう。衝つい立たてを利用、壁に見立てて並べて、西洋の街並みを明らかに高級な紙で印刷し、衝立に貼はり、まるで西洋の街並みを歩いているような雰ふん囲い気きを味わえる。いや、本当は衝立に貼った紙の模様なんだが……。

　次に目を惹ひくのは床ゆかだ。いくらなんでも、体育館のままじゃ雰囲気がぶち壊こわしだからって、床までレンガ畳だたみ（の模様をしたマットかなにか）を敷しく必要はないだろう。そう一周回って呆あきれて、その後さらに一周回って感動を覚えるレベルですごい！　本格的！

「お兄ちゃん、これってどういう迷路なの？」

「受付でもらった紙には、『この迷路は二人の愛を試ためす迷路です！　迷路中には三つの試練があるので、それをラブパワーで乗り越えましょう♪　大丈夫っ、二人なら乗り越えられます！　乗り越えられなかったら……（失しつ笑しよう）』って書いてある」

「最後にとてつもなく失礼なことが書かれてるよぉ!?」

　たぶん、この出し物のこのプリントの文章担当は、なにかリア充じゆうに恨うらみがあるんじゃないか？　知らんけど。

　いいや、今は人の恋れん愛あい事情に首を突つっ込んでいる余よ裕ゆうもない。迷路を進もう。

「わぁ、心路くん、夢乃ちゃん、あれが一つ目の試練かな？」

　西洋の街並み（に見える衝立と床）を進んでいくと、何やら袋ふくろ小路こうじと、そこにある扉とびらに行き止まってしまった。扉の前には三通の封ふう筒とうが置いてあるテーブルと、監かん視しカメラがあるが、これの前で試練をクリアしろってことだろう。

「この三通の封筒……ランダムの試練ってことかな？」

「先に開けるよ～、いいよね？　いいよね？」

「夢乃に任せる。俺はちょっと監視カメラを……」

　身長的にギリギリだったが、監視カメラの裏側を、っと。別に壊したりイタズラしたりするわけじゃないけど、ここのメーカーを確かめておかないと。変な予感がするし。

　どれどれ、メーカーは……、

『TSUKISHIMA NYAN NYAN ORIGINAL』

　ツキシマ　ニャン　ニャン　オリジナルねぇ……。

　月島アアアアアアアアアアアア！　やっぱりお前かアアアアアアアアア！　流石さすがに監視カメラは高くて何台も買えないと思ったら案の定かアアアアアアアアアアアアア！　変なところで小こ遣づかい稼かせぎしやがってエエエエエエエエエエ！　ちなみに生産地は──、

『Made in USA』

　アメリカ製かよ!?

　嗚呼ああ、なるほど、この監視カメラで店員さんが試練をクリアできたか否いなかを確かめるのか……。

　と、ここで──、

「心路くん！」「お兄ちゃん！」

「ん？　どうした？」

　夢乃がズイっと俺に紙を押し付けてくるけど、これを見ろってこと？

　どれどれ。

【試練、一　この迷路が終わるまで手を繫つなぐこと☆】

　なるほど、これは俺がどっちと手を繫ぐの、ってことだな。

　ふっ、そんなのもうすでに決まっている。

「夢乃、お兄ちゃんと手を繫ごうな？」

「うんっ、はい！　お兄ちゃんっ」

　夢乃が左手を差し出して、俺がそれを右手で握にぎるが、夢乃のお手々は小さくてプニプニだなぁ～。ぎゅ、って握り返してくれるけど、百合姫のようにあざとくなく、天然モノの可愛かわいさだ。見上げてくる幸せそうな笑え顔がおがちょー可愛い。

「しんじく[image: ～][image: ～]ん……、なんでヒメじゃないの[image: ～][image: ～]……、ううううう……」

「一応これって迷路だし、夢乃が迷子になったら大変じゃないか」

　カノジョと一緒なのに、妹がいるからそっちを優先する作戦、実に進行中である。

　心がちくり、と痛むけど、雪村先輩、これでいいんですよね？

　…………。

　……、…………。

「わぁい、お兄ちゃんと久しぶりに手、繫いじゃった～」

「うみゅ……お試し期間とはいえ、心路くんのカノジョさんはヒメなのに……」

「そう言うなよ、相手は小学生だぞ……」

　お兄ちゃん大好き～オーラを出している夢乃。

　けっこう不満げな百合姫。

　そしてそれに気づかぬふりをする俺。

　わかっている……これでいいんだ、これで……。

「あっ、次の試練だ！」

「これで二つ目の試練だね～」

　ふむふむ、今度も三通の封筒がテーブルの上に並べられていて、その中に試練の内容が書かれてある紙が入っているはずだから、ランダムで一通選べってことだな？

　テキトーに真ん中を選ぼう。

【試練、二　扉を開ける前に、二人でハグしちゃおうゼ！】

　今さらだけど気付いてしまった。この迷路って基本的にカップル、つまり二人一組で回るから、夢乃のような存在は想定外なんだ。だから試練一も試練二も、カレシカノジョでとか、カップル同士でとか、人物を指定するような名詞が入っていないわけ。

　普ふ通つうならそれでいいんだけど、俺たちの場合は一人の男子に対して女の子が二人だから──、

「心路くん、こ・ん・ど・こ・そ、ヒメだよね♪」

「お兄ちゃん、ハグしよ～？　ぎゅ、ってして～？」

　雪村先輩に指示された作戦上、どちらを選ぶかは最初から決まっているんだけど、やっぱり夢乃、年に比べて幼すぎないか？　テストで赤点を取ったっていう情報はないし、勉強の方は平均レベルなんだろうが。

　さて、そろそろ試練をクリアするか。

「ほら、夢乃」

「はぁ～い！」

「うみゅ!?　またしてもヒメをスルーしたよぉ!?」

　俺が少々屈かがんで夢乃の背の高さにあわせ、手を広げると、トテトテって近寄ってきて、最終的には抱だきしめるというより、抱きついてきた。そしてスリスリと頰ほおずり。

　ちなみに百合姫の方は、俺たちの様子を眺ながめてガビーンとしていましたとさ。

「ふっふ～ん！　満足！」

「心路くん！　いくら妹である夢乃ちゃんが駄だ々だをこねるからって、恋こい人びとであるヒメを後回しにするのはいけないと思うの！」

「えっ、お兄ちゃんと百合姫さんって付きあっているんですか!?」

　どうやらさっきは小声だったから聞こえなかったようだが、今回は百合姫がけっこう大きめな声を出したので、流石に気付いたらしい。

　しかし、夢乃が百合姫と再会する時点でこのことは予測できたので、対策はすでに考え済みだ！

「大丈夫だぞ？　百合姫と恋人同士になっても、俺は夢乃の方を優先するからな？」

「ふぇ!?　いくらなんでもそれはヒメにひどすぎない!?」

「納なつ得とくできない！」

　仕方がない。切り札を使おう。

「いいか？　恋人っていうのは、夫ふう婦ふの一段階前の状態を指すよな？　そして夫婦になるには結けつ婚こんが必要だろ？　でも結婚っていうのは家族になるための手段。最初から、生まれた時点で家族の俺らには結婚の必要はないんだ。で、恋人が夫婦の一段階前の状態なら、夫婦　[image: ]　恋人ってなる。最後に、俺と百合姫は恋人同士で、俺と夢乃は家族。ならお兄ちゃんはどっちを優先すると思う？」

「ホントだ！　お兄ちゃんは夢乃を大切にしてくれる！」

「今度はヒメの方が納得できないよぉ～!?」

　…………。

　……、…………。

【試練、三　さぁ、最後の試練は二人でキスだよ！】

「ふぇ[image: ～][image: ～]……」「……キス？」

　ちょっと待ってほしい。

　まず百合姫とキスをするケースは……ウェイウェイ、兄が異性とキスする場面を妹に見せるなんて、夢乃の教育上よろしくない。あと、夢乃が納得してくれない。

　次に夢乃とキスするケースは……改めてウェイウェイ、百合姫は夢乃よりも聞き分けてくれるだろうが、妹とキスするなんてできるわけがない。

「ど、どうしてこんなことに……」

「そりゃ、夢乃の存在が運営側からしたら想定外だからだろ」

「ぅん？　夢乃が？」

　さっきの人物を指定する名詞がないことと同じように、これは本来二人一組で挑ちよう戦せんするモノだから、試練に挑いどむ姿を誰だれかに見られるなんて想定していないんだ。

　監視カメラはあるけど、直接その場に居合わせるわけじゃないし。

「百合姫」

「なぁに、心路くん？」

「流石に俺も百合姫に罪悪感が湧わいたから、最後の試練は百合姫とクリアしようと思ったんだけど……」

「うん！　うん！　ヒメは大だい歓かん迎げいだよ!?」

「でも妹の前でキスするのはなぁ……」

「うみゅ!?　きゅうしょに　あたった！　こうかは　ばつぐんだ！」

　と、ここで夢乃が近寄ってくる。

「百合姫さん、こんな簡単なこともわからないんですか？」

「夢乃はなにかイイ案でもあるのか？」

「うん！　お兄ちゃん、しゃがんで、しゃがんで！」

「はいはい」

「はい！　おに～ちゃん♪　──チュ」

　刹せつ那な、俺の頰に夢乃の唇くちびるが触ふれた。プニプニで、湿しめっていて、幼いから強くキスするということを知らないのか軽く触れるだけのキス。

　そうか……っ、そういうことだったのか！

「口にしないで頰にすればよかったのか……」

「ぅん？　頰にしないでどこにするの？　よく聞こえなかった！」

「っていうか、ヒメ、一度も試練に参加してないよぉ!?」

　百合姫のことは置いといて、恋人同士で挑戦する出し物だったから、キスは口にするっていう前提が俺の頭の中にあったんだな。
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　らぶらぶラビリンスをクリアしたあと、俺と百合姫と夢乃の三人は、夢乃がぜひ行ってみたい、ということでスライム工場という出し物にやってきた。

　夢乃がスライムを作るのに夢中になっている近くの椅い子すで、俺と百合姫は缶かんジュースを飲んで休きゆう憩けい中。

「むくぅ～、スライム工場って、オタサーの姫的にも、恋人同士のデートの行き先的にもナンセンスだと思うの！」

「それにしても、らぶらぶラビリンスはそこそこ面おも白しろかったな」

「うみゅ!?　そこまで露ろ骨こつに話題を変えられると、ツッコム気にもなれないよぉ!?」

「にしても、あの試練、途と中ちゆうで挫くじけるカップルとか出たらどうするんだろうな……」

「いないんじゃないかなぁ？　文化祭を一いつ緒しよに回って、あの迷めい路ろの趣しゆ旨しをわかった上で挑戦するカップルさんなら、むしろ文化祭でイチャイチャする口実ができた！　って喜ぶんじゃない？」

「なるほど、俺にはない発想だ……」

「それよりも不満なのは、ヒメ、一度もあの迷路で心路くんとイチャイチャしてないんだよ!?　恋人同士で挑戦する意味がなかったよぉ!?」

「それにしても、スライム工場って、オタサーの姫ひめ的にも、恋人同士のデートの行き先的にもナンセンスだなぁ」

「また話題を変えられた!?　っていうかそれ、さっきヒメが言ったのに!?」

　プンプンと軽い調子で怒おこってくる百合姫。

　全然怖こわくないぞ？　本当ならもっと怒って、女の子によってはビンタも辞さないことをしたのに……。俺は、自分をよく最低な人間だと実感することが多いけど、それでも自分を直そうとしないのは、百合姫っていうか、俺のことを甘やかす人がいるからだろうな。百合姫以外には、思い当たるのに少し考える時間を要するけど。

　けど──、

「──このままじゃ、ダメ、だよな」

「心路くん、なにか言った？」

「いや、なんでもない」

　それから俺と百合姫は、穏おだやかな無言でスライムを作っている夢乃を眺めた。

　漠ばく然ぜんとだけど、このニジケンにとっての文化祭、このままなにもなく終わってくれないだろうか？　なにもなく、っていうのは、悪いことはもちろん、誰かにとっていいことでさえ。

　本当の意味で、なにも起こらなくていいんだ。

「──神園」

「空野？」「うみゅ？　継未ちゃん？」

　っっ、ビックリした。誰が俺の名前を呼んだんだって思ったら、空野か。

　対処しないわけにはいかないけど、冷静さを保てれば大だい丈じよう夫ぶなはず。

　空野はスライム工場となっている教室に入ってくると俺と百合姫の近くまできて、って俺の手を握にぎって連れ出そうとするだと!?

「ちょっと神園、来てくれるん？　できれば、一人で」

「むくぅ！　ヒメもついていくもん！　なんたって心路くんとは恋び──」

「花はな咲さきさん、あたしは花咲さんが邪じや魔まだからきてほしくないわけじゃないから。花咲さんがついてきたら、たぶん、ショックを受けるから……、だから……」

「よくわからないが……、すまない、百合姫。少し行ってくる」

「むくぅ……」

　そうしてやってきたのは、スライム工場となっている教室から少し離はなれた階段だった。

　人ひと気けがないわけじゃない。階段の角を曲がればすぐに文化祭で賑にぎわっている廊ろう下かがあるし、そのワイワイがやがやは、現にここにも聞こえてくる。

　しかし廊下の角を曲がって人目から隠かくれるように静かな階段に来るだけで、こんなにも一人ぼっちになったような感覚になるのか。

「神園、あたし、どうしても話したいことがあったのに、中々一人になってくれなかったね。こっそりつけてきたんだけど……」

「マジで!?　尾び行こうされていたのか!?」

　気が付かなかった。でも、らぶらぶラビリンスに入ったこともバレているだろうが、空野は一人じゃ入れないだろうし、知られてまずいことも何もない。

　っていうか、尾び行こうしてきたのにこうして直接呼び出したってことは、痺しびれを切らしたってこと？

「──、神園、もし違ちがっていたら、えと、悪いんだけど……」

「ん？　な、なんだ……」

「もしかして、昨日……その……、夜よる遅おそくに、雪村さんと一緒にいたん？」

　……、……、ハ？　えっ？　いや、待て、待ってくれ……っ！

　確かに昨夜、俺と雪村先せん輩ぱいは一緒にいた。

　でも！　なにゆえそれを空野が知っているんだ！

　一ひと先まず……っ、なにも特別なことは起きていない。だったらそれを説明しないと！

「昨日、あたしね、夜、ちょっぴり神園と電話したくて、かけてみたんだけど……、っ」

　昨日？　夜？　っ、まさか……、

「夜の九時ぐらいだったのに、神園のスマホに雪村さんが出たから……、だから……っ」

　俺がまだスマホを回収する前の出来事か……っ！

「改めて訊きくけど、昨日の夜、雪村さんとは……？」

「──、ああ、一緒にいた、けど……っ！」

　ウソを吐ついても状じよう況きようをややこしくするだけだ！　ウソを吐くこと自体は、時と場合によっては躊躇ためらわないけど、空野にはできる限り正直でいたい！　ていうかウソを吐いても、どう考えたってメリットがない！

　ややこしくなる。拗こじれる。歪ゆがむ。遠とお退のく。

　落ち着こう。冷静さを欠いて脳内で一人、過熱したけど、空野は話を聞いてくれないわけじゃない。腰こしを据すえる場所はないけど、腰を据えて説明すれば──っ、

　と、ここで──、

　しかし──、

　なんで、どうして……、

　待っててくれってちゃんと言ったのに……っ、

「心路くん……それって、どういうことなの……？」

「百合、姫……っっ」

　空野があれほど意味深な言葉で遠ざけたのに、俺があれほど何でもない態度を取って断りを入れたのに、クソォ……。

　自分が無力だと痛感してイヤになる。

　自分が情けないというには、より濁にごった感情だ。

　来てはいけなかったはずの百合姫が、後を追ってきてしまうなんて。








六章　あの時のことを蒸むし返したら、百合ゆり姫ひめは悲しくなるだろう。









　封ふう印いんに、綻ほころびが生じた気がした……。
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　夜遅くに、俺と雪ゆき村むら先輩が一緒にいた。

　その事実は非常に意味深なモノだろう。だってそういうこと以外に、俺と雪村先輩が九時を過ぎたあとに一緒にいる理由はないし。下世話な考え方だがそれが確定ではなくても、そういうことがあったかもしれない～、という可能性の話ならば、百合姫も空そら野のも、充じゆう分ぶんに脳のう裏りによぎってしまうかもしれない。

　無論、俺と雪村先輩との間に一八禁イベントはなかった。

　けれど百合姫と空野、二人の心を惑まどわすには充分すぎる。

「百合姫は間違えようもないけど、空野の方は俺のこと、好きじゃなかったり……」

　違うな。俺だけの推測で終わっていたらその可能性もあったけど、月つき島しま、そして雪村先輩までもが、傍はたから見てても彼女は神かみ園ぞの心しん路じのことが好きだってわかる、みたいな意見をマックでの話しあいで口にしていたし。

　好きになった理由、タイミングは依い然ぜんとしてわからない。

　だが普ふ通つう、好きでもない男子と（今はギクシャクして一緒に帰ってないが）ほぼ毎日肩かたを並べて帰るのはおかしいし。ましてやコミケ合宿の際、女の子が好きでもない男子の部屋に来て、二人きりで一夜を明かすとか、襲おそわれても文句は言えない。

　アニメ、マンガ、ラノベではよくありがちなんだが……。

「なにをどう拗らせたら、世の鈍どん感かんラブコメ主人公は、これらを間違えるんだ……？」

　んだよ、意味がわかんねぇ。

「お兄ちゃん、なにか言った～？　よく聞こえなかった～っ」

　夢ゆめ乃のが俺の近くに耳を寄せるけど、今は軽音楽部のライブの最中だからな。高校生にもなるとスマホや音楽プレイヤーでイヤホンを使い音楽聞くのも普通だけど、この爆ばく音おんのようにうるさい大音量は、夢乃にはきついかも……。大音量に対する耐たい性せいがないし。

　そう──、俺と夢乃は現在、軽音楽部のライブを見るために、校舎中央の講堂にやってきたわけ。

　この学校の講堂、やたら豪ごう華かなんだよなぁ。全校生徒、中等部と高等部をあわせて一〇〇〇人以上を収容できる上に、二階と三階を吹ふき抜ぬけにして作ってある。天てん井じようには小規模とはいえシャンデリア擬もどきがあるし、側面なんて、一面ガラス張りだぞ。ちなみに高性能な冷れい暖だん房ぼう完備で、学校の講堂だというのにステンドグラスまである。

　で、俺と夢乃は、背が小さい夢乃のために、少々前の座席の通路側に座っていた。

　と、そこに、だった。

「やっほ～、神園くん、お隣となりに座ってもいいですかい？」

「陸りく畑はた？」

　空野と一いつ緒しよにいるわけでもないのに俺に話しかけてくるなんて、珍めずらしい。っていうか、俺が許可する前にすでに座ってんじゃん。

　これで俺は、通路側に夢乃。逆側の通路から、わざわざ奥に詰つめてきた陸畑。彼女らによって挟はさみ撃うちになってしまった……。に、逃にげられねぇ……。

「いやはや、まさかのまさか、神園くんが花はな咲さき先輩どころか、学園ナンバーワン美少女である雪村先輩にまで手を出していたとは～」

「情報が早いな。空野から聞いたのか？」

「あっはは、他ほかに誰だれがいるのかね？」

「で、何しに来たんだ？　説教か？　それとも空野からの伝言でもあるのか？」

「いやいや、違うよ？　軽音楽部の友達が出るから、それよりも少し早く来ただけ。そしたら偶ぐう然ぜん神園くんを見つけてね☆」

「友達の輪が広いなぁ!?」

「まぁ、友達のよしみで来ただけで、他の軽音楽部には興味ないんだよね！　というわけで神園くんが話し相手になってくれないかなぁ～、って」

「……俺と陸畑、共通の話題が一つしかないんだけど……」

「その一つがあれば、充分だとは思わない？」

　笑っている。けど、目が笑ってない。

「俺から切り出してもいいか？」

「どうぞどうぞ！」

「空野の好きな男子、知ってる？」

「神園くん、絶ぜつ妙みような言い回しだね。ありふれた言語チョイスで好きな男子を知っているか否いなか訊いただけなのに、実は自分が知らないかどうかには言げん及きゆうしないって」

　まさか気付かれるとは思わなかった……。

「気付かれているから密告するけど、継つぐ未みは神園くんのことが好きだぜ？」

「……そういう陸畑は、俺のこと嫌きらいそうだけどな」

「当たり前じゃん♪　死ねばいいと思ってるよ？」

　リアルでそういうことを、平然と、満面の笑えみで言うヤツ、初めて見た。いわゆるネットとかで揶や揄ゆされている暗黒微び笑しようではなく、本気でこいつが死ねばあたしは嬉うれしい、って思ってそう。

「でもでも、神園くんが死んであたしが一〇〇嬉しいとしても、継未は神園くんが死んで一〇〇〇悲しいと思うんだよね！　だから、まぁ、あたしは継未が好きだから、親友のために応おう援えんするけどっ」

「友達、だよな？」

「親友だよ？」

　普通の親友は、相手のために誰かに死んでほしいとは思わんぞ？

「今ので確信した。俺が百合姫と付きあう前、俺と空野が付きあっている～、って噂うわさを流したの、お前だろ？」

「うん、そうだよ。少しでも継未のためになればいいと思って」

「だよな。俺と空野が一緒の部活ってことは誰でも調べればわかるとして、夏休み中にプール、夏祭り、コミケ合宿に行ったのって、ニジケンメンバーじゃないと知らないことだし。あと、友達が目もく撃げきした～っていうのも、確信した今思い返してみれば、けっこう曖あい昧まいな情報だ」

「そうそう、継未から色々相談受けていてねぇ。神園を喜ばすために可愛かわいい水着を着たいけど、肌はだを晒さらすのが恥はずかしい、とか。神園に浴衣ゆかたを褒ほめてほしいけど、他の部員と比べられたくない、とか。合宿で四日も神園と一緒にいられてすごく幸せ、とか」

「相談という体てい裁さいで情報が筒つつ抜ぬけになっていたとは……」

「神園くんって、なんで継未にそこまで思われているのを自覚しているのに、付きあってあげないの？」

「特別じゃないからだ」

「特別？　なにそれ、意味わかんないよ？」

　俺がオタクとして一番大事にしているモノを、一いつ般ぱん人としての意見でバッサリ切られてしまった……。悔くやしい……。

「恋れん愛あい感情を抱いだくことと、その女の子が特別であることは、神園心路にとって別々の感覚なんだよ」

「それ、おかしいよ？　普通、恋愛感情を抱くってことが、自分にとってその異性が特別だっていう証明なのに、それが乖かい離りしているなんて」

「……陸畑、お前、俺のことをそこまで嫌っているのに、よく隣に座ろうと思ったな」

「だってあたしなら、神園くんと嫌けん悪お感かんをぶつけあってもなにも感じないしね、ふふん」

「俺は正直、不ふ愉ゆ快かいだ」

　ふと、俺がステージの方を一いち瞥べつすると、今演奏していたバンドの出番が終わり、次のバンドが準備をしようとしていた。

「あっ、このバンドがあたしの友達のバンドなんだよ～。神園くんも見ていく？」

「なんでやねん……」

「あたしが神園くんのことが嫌いでも、友達になれると思うよ？　友達同士でも、実は心の奥では嫌ってました～、って普通のことだし」

「陸畑って……」

「ほいほい、どうしたどうした？　言ってみて？」

「ペルソナを使い分けるのが上手うまいな」

「あっはは、ありがと！」

　さて、俺たちはそろそろ退散するか。先に席に座っていたのは俺と夢乃なのに、俺たちの方が陸畑に席を譲ゆずる形で移動することになったな……。

　よし、夢乃～、移動開始だ。

「お兄ちゃん！」

「どうした？」

　講堂を出てすぐに、夢乃が俺に話しかけてきた。

「軽音部のライブ、うるさかっただろ？　だから夢乃にはまだ早いって言ったのに」

「ううん、ライブは面おも白しろかった！　でも──」

「でも？」

「あの陸畑さんって人、夢乃、きらい！」

　なるほど、だから俺と陸畑の会話に交じらなかったのか。
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　俺がニジケンの店番をするターンが回ってきた。

　ニジケンの部室に夢乃を連れて戻もどると、お客様は七人もいた。

　とりあえず、夢乃の分の料金は俺が払はらってあげて、俺は接客用の衣い装しよう、つまりは『甘あまブリ』の可か児に江え西せい也やくんのコスプレをしてレジカウンターの前に立つ。

　夢乃には大人しくマンガでも読んでいてもらおう。

　ちなみに『甘ブリ』を出版しているファンタジア文庫というレーベルは、毎年秋～冬ぐらいにアキバで感謝祭を催もよおすのだが、そこにも可児江西也くんのコスチュームを纏まとった人がいるらしい。

　噂によると公式のコスプレのようだが、コンパニオンさんじゃなくて、編集部の一人がやっているらしい。

　知りあいのラノベ作家から情報を手に入れた百合姫によると「その編集さんは手と脚あしが長くて身長も高いから、コスチュームは特注みたい。体格がよくて他の誰にもあわないから、その編集さんがやり続けるしかないんだって♪」とのこと。

　…………。

　……、…………。

　ダブルブッキング文化祭の上手いところは、ダブルというだけあって構造が二重になっているところだ。

　普通に遊ぶのは百合姫と。

　店番で一緒になるのは空野と。

　まぁ、百合姫とは昨夜のことが空野との会話を開かれてバレて、それ以降一緒にいられていないし。空野とは、店番という名目で一緒にいられるはずだったんだが……。

「海うな原ばら先生ですか」

「むっ、わたしではぁ、不満ですかぁ？」

　空野め、海原先生に店番を代わってもらったな？

　俺と雪村先せん輩ぱいが昨日の晩に、夜よる遅おそくまで一緒にいたことを、空野は相当気にしているんだろうな……。最終的に、百合姫の盗ぬすみ聞き[image: →]その場からの逃とう走そうによって、気を取られて否定するタイミングを逃のがしたのが致ち命めい的てきだ。

　いけない。

　かなり自うぬ惚ぼれた感想を抱いてしまった。

「海原先生……ニジケンの顧こ問もんに着任してから、何もイイところなしじゃないですか」

「ひどいですぅ!?　わたしも一応先生なんですよぉ!?」

「先生っていうのは肩かた書がきだけで成り立つモノじゃないでしょう!?　名実ともに先生らしくしてください！」

「ううう～……、な、ならぁ、何か困っていることとか、悩なやんでいることとかありませんかぁ？　勉強、進路、部活、なんでも言ってみてくださいぃ！」

「ん？　今なんでもって言いました？」

「あっ、な、ななな、なんでもはダメですよぉ!?」

「そうですね、なら──」

　冗じよう談だんもほどほどに、今のニジケンの人間関係を話すことにしよう。

　大事な部分は隠かくすけど。

　伝えるのは、俺がニジケンのとある二人から好意を寄せられている、ってところだけで充じゆう分ぶんだ。二人の名前は明かさないし、俺と月島と雪村先輩とで画策していることも明かさない。

「その二人から好意を寄せられているって、心路さんの勘かん違ちがいじゃないんですよねぇ？」

「そういぶかしむ気持ちもわかりますけど、本当のことです」

「ならぁ、どちらかと付きあえばいいんじゃ……」

「ならもう一人の方を悲しませるんですか？」

「えぇっ!?　でも、それはしょうがないことですしぃ。あっ、でもでも、泣かれたら困っちゃいますよねぇ。うう～ん……」

「それに、俺が誰かと付きあったら、部内の雰ふん囲い気きがギクシャクして、サークルクラッシュするかもしれませんし」

「……。ああっ、なるほどぉ！」

　なんか知らないけど、海原先生はポンと両手を叩たたく。

　なにに得心がいったんだ、この人は？

「心路さんはぁ、一人のためにサークルを壊こわせないんですね」

「…………」

　否定できない。だから黙だまるしかない。海原先生のことを散々侮あなどってきたけど、やっぱり大人なんだ。核かく心しんを突ついてくる。気付けなかったこと、あるいは気付いていても目を背そむけていたこと、もしくは誰だれも、雪村先輩でさえ言葉にできなかったことを、言葉にできる強さがある。

　残念っていうかポンコツなポイントは、海原先生的に無自覚ってところだろう。

「それと確かぁ、心路さんは、オタ充じゆうを目指しているんでしたよねぇ？」

「おっと、久しぶりに話題に上がりましたけど、今はそんなことを気にしている場合じゃありませんよ？　少なくとも俺には余よ裕ゆうがありません」

「ああっ、やっぱり！　そうですよねぇ！」

「……やっぱり？」

「だってぇ、オタ充とサークルの存続は、両立しないと思いますしぃ」

「…………っっ」

　海原先生、陸畑に比べたら足元にも及およばない悪意っていうか、そもそも悪意なんてないのだろうけど、痛いところを突くという意味では陸畑を超こえているぞ……ッ！

　誰かと付きあうことで、俺はオタ充にぐんと近づく。

　しかしサークルを存続させるために、誰とも付きあうわけにはいかない。

　一言で片づけるなら、矛む盾じゆん。

「むむむぅ……、そもそも心路さんは難しく考えすぎだと思いますぅ」

「確かに大人からしたらつまらないことで色々考えすぎでしょうけど……」

「よくわからないんですけどぉ、どうしてそんなに悩む必要があるんですかぁ？」

「どうしてって言われましても……」

「──自分が一番好きな人と付きあう。それだけで充分なんじゃないですかぁ？」

「………………あっ」

「たぶん、お話をうかがう限り、今のニジケンの三角関係は心路さんが誰を好きなのかハッキリさせないせい、かなぁ～、ってわたしは思うんですけどぉ」

　ダメだ……、イヤというほど身体からだが冷えていく。

　海原先生は、間ま違ちがいなく直感タイプの人間だ。正直、論理的な思考は俺よりもできないかもしれないのに、なんとなく～、っていうインスピレーションで、俺の考え方や価値観では到とう達たつできない答えに辿たどり着いてしまうなんて。

　答えは一つじゃないはずなのに、反論できない。

　だって俺は本当に、自分が一番好きな人は？　って訊きかれたら、即そく答とうすることができないし。

「ところで、心路さん？」

「なんですか？」

「マンガ喫きつ茶さって暇ひまですねぇ……」

　嗚呼ああ……、ニジケンのマンガ喫茶は、今や文化祭の休きゆう憩けい場と化してしまったのか……。

　一時間もドリンクバーが使えて、座れて、ついでにマンガやラノベも読めるし、今は使っている人はいないけどパソコンもできる。

　だというのに、店員がするべきことと言えば、コスチュームを着てお会計しかない。

　──、あとになって判明したのだが、この時点でニジケンのマンガ喫茶の売り上げは、他の出し物の平均売り上げの、約一・五倍だった。

　まぁ、他の出し物がジュース一本一〇〇円ぐらいで売っているのに、こっちは五〇〇円で飲み放題だしね。客足も部室棟とうの三階っていうのにそこそこだし、もしかしなくても、他の飲食系の出し物のお客様を奪うばっているのかもしれない。

　文化祭　意外とチートな　ドリンクバー（字余り）
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　海原先生との店番から大体二時間後、文化祭一日目が終しゆう了りようした。

　在校生の文化祭が一八時までなのに対し、一いつ般ぱん公開は一七時なので、夢乃には先に帰ってもらった。

　百合姫は、俺と雪村先輩が夜遅くに密会していたという事実にショックを受けて、あれ以降一いつ緒しよにいられていない。

　空野は、弁明するタイミングを失って、せっかく徐じよ々じよにぎこちない雰囲気が緩かん和わされてきたのに、また俺と彼女との間が不安定になってしまった。

　百合姫に上手うまく弁明できたとして、上手くいくのは弁明そのものだけだ。雪村先輩と一緒にいた事実は残るわけだから、きっと釈しやく然ぜんとしないはず。

　空野に関しても百合姫と同じだろうな。弁明できたとして（以下略）

　そういえば、コミケ合宿の帰りの新幹線で、俺は雪村先輩にこう言ったな。

　人は合理的な生き物じゃありませんよ？　って。

　このセリフ、雪村先輩にも、それはあなたにも当てはまること、みたいなことを言われて反論ではないけど反はん攻こうを許してしまったっけ……。知識として覚えていても、体験として覚えているわけじゃない。

　だからこの文化祭で初めて、それを本当の意味で痛感している。

　結論──。

　合理的じゃないから、百合姫も、空野も、俺と雪村先輩との間になにもなくて、それをきちんと説明できても、気分が晴れない。曇くもったまま。

　で！

「今までの計画、雪村先輩の作戦っていうか、参さん謀ぼうポジションが成立していたのは、俺と百合姫と空野の三角関係を俯ふ瞰かんできていたからだ。要するに、第三者だったってこと──が、昨夜のことが二人に知られた以上、雪村先輩は雪村先輩自身のことも勘かん定じように入れなくてはならなくなる」

「昨夜のなにも知らない人が聞いたら意味深なイベントのせいで、ヒメ先輩とつぐみん先輩が、少なくとも心の片かた隅すみ・無意識では、三角関係が四角関係になったかも!?　って、思っているかもしれないってことだね！」

「だとしたら、この状じよう況きようを打破……は、できないにしても、ニジケンで相談できる相手は一人だけだろ？」

「それでツッキーを呼んだのかニャン」

　場所は校舎から最も寄より駅までの通学路。

　時刻は一八時を回っている。

「でも割と真ま面じ目めに、どんな理由で二人は会うことになったんだニャン」

「雪村先輩、計画の方に比重を置くために、文化祭の準備をわざと遅おくらせていたんだ」

「ハニャン!?」

「そして俺たちには計画を比ひ較かく的てきスムーズにやらせて、雪村先輩本人は、計画と二足の草鞋わらじを履はいて、遅れている分の文化祭の準備も自分だけで、って」

「それが昨日の夜まで続いていたってことニャン？」

「そう。それで俺が、部室にスマホを忘れたことに気付いてＵターンしてみれば、雪村先輩が計画のしわ寄せで居残り作業している場面にバッティング、ってシチュだった」

「ゆきむー先輩も水みず臭くさいニャン！　ツッキーも手伝ったのに！」

「だよなぁ」

「まぁ、本来一番頑がん張ばるべきは、今回のトラブルメーカーであるココロ先輩だけどね」

「だよなぁ……」

「けど……そもそも準備作業がまだ残っている、って事実を隠していたんだよね？」

「言い訳にはなるけど免めん罪ざい符ふにはならないよなぁ」

　そして……あっ、会話が途と切ぎれた。

　月島となら会話が途切れても気まずくないけど、それと会話が途切れていいか否いなかは別問題だ。

　嗚呼、もうすっかり秋だなぁ。

　秋の夜風が段々と落ち始めつつある葉っぱを宙に舞まわせる。

　電車通学なので駅まで歩く月島。その隣となりで自転車を押して進む俺。

　車の走る音と、夜に溶とけた秋の草花の匂においが、感覚を刺し激げきした。

　街灯は小こ洒落じやれたデザインの歩道を白く照らし、俺と月島の空白感を誘さそうような足音がそこに響ひびく。

　学校の最寄り駅まではもうすぐ。けれど俺たちのエンディングは遠い。

　百合姫と空野が不ふ穏おんになることもなく、月島と雪村先せん輩ぱいに心配なんかさせないで、ついででいいから、俺も誰かに好かれていることに困っている、っていう贅ぜい沢たく、いや、ナルシスト染じみた自じ虐ぎやく風な自じ慢まんをやめたい。

　そうだ。自覚している。俺と百合姫が付きあうことになったから空野が[image: ～][image: ～]、とか。俺と雪村先輩が密会したから百合姫が[image: ～][image: ～]、とか。

　ナルシストかよ……。自分に対して反吐へどが出る。

「月島はさぁ」

「なんニャン？」

「自分にとって大切な誰かのために、みんなの居場所を壊せるか？」

「誰かのためとか関係ないニャン。面おも白しろければ壊すし、つまらなければ壊さない」

「そうか、月島らしい」

「ツッキーにとって、主な行動原理は面白さだけど、今のところは壊すメリットがないニャン。夏休み前みたいにダラダラ過ごすのも、夏休み中みたいにワイワイ遊ぶのも、壊す以上の価値があるニャン」

　その言い方は、少なくとも俺にとっては、メリットがあれば壊す、みたいに聞こえた。

「今のゴタゴタだって、傍ぼう観かんをつらぬいたらサークラ一択たくだよね？　だからなにもしないより、立ち向かった方が面白いから、ツッキーは抗あらがっているニャン」

「壁かべは高い方が、困難は大きい方が、乗り越こえた時により達成感を覚えるってことだな」

「流石さすがココロ先輩！　話がわかるニャン☆」

　話はわかったけど得心はいってないんだよなぁ。

　まったく月島は……面白いから抗うとか、俺は結構真しん剣けんなのに達成感ウンヌンとか、口にするなっていうわけでも、不ふ愉ゆ快かいっていうわけでもないけど、どんな感情を抱いだいていいのかわからなくなってしまうし。

「そんな面白さに固こ執しつする月島に相談したいんだけどさ」

「うん？　ツッキーに？」

「状況が悪化したけど、どうしたらいいと思う？」

「どうしたらいいもなにも……」

「どうした？」

「ツッキー的にはどうしてこうなったのかがわからないニャン！」

「いやいや！　ちゃんと説明したよな!?」

「説明されたけど納なつ得とくはしていないニャン！　ヒメ先輩もつぐみん先輩も、ちょっぴり乙女おとめ心ごころがガラス細工すぎるニャン！」

「血潮は鉄だけど心はガラスなんだよ、きっと」

「どうでもいいけど、最近、『Fate/Grand Order』が『Fateシリーズ』の原作だと思っている人がいてビックリしたニャン」

「その少し前まではニコ動とかで、『Fate/Zero』こそが『Fateシリーズ』の原点！　『Fate/stay night』は時系列的に二次創作！　って言っている人もいたからな」

「時系列じゃなくて、作品が世の中に発表された年度で語ってほしいニャン」

「最近、『Fate』の原作はエロゲ、って言っても信じてくれない人が、本当に少しずつだけど増えてきているらしいからなぁ。つらみ」

「それで、本題はなんだったかニャン？」

「百合姫と空野の乙女心がガラスすぎるって話だろ。俺はそう思わないけど」

「そうニャン。ツッキーだったら別に、仮にココロ先輩が誰だれかと夜よる遅おそくに密会しても気にしないと思うのにね。大人……ではないにしても、高校生の恋れん愛あいは繊細でメンドくさい愛あい憎ぞうが入り混じっていてイヤになってくるニャン」

「今いま更さらだな？　百合姫と空野と予定をあわせる時とか、パンチラの時とか、ドリンクバーの時はノリノリだったクセに。困難は大きい方がいいんじゃなかったのかよ？」

「指示されたことをそれなりにこなすことは、ツッキーにもできるよ。でも流石に、高校生の三角関係に対して、乗り気か否かは置いといて、メンドくさいかどうか～、なんて訊かれても、正直メンドくさくない、なんて言うことはできないニャン。ぷんぷん」

　結局、いくらチート染みた個性を持っていても、所しよ詮せん、月島天あま架かは中学生。

　悪口でもなければ、むしろ、中学生なのによくここまで付きあってくれた、と褒ほめているわけでもなく、ただの事実、覆くつがえしようのない現実として、人格としてのスペックが足りていない。

　科学者としての才能ではなく、

　人間としての成長・人生経験が。

「月島は、もしかして悔くやしいのか……？」

「フニャ!?　な、なんのことかニャ!?」

「雪村先輩がどこまで本気で言っているかはわからないけど、あの人の口ぶりは、結構ニジケンを大切に思っていた。だから彼女と月島を比べたら、まぁ、当然、月島の方がニジケンをどうにかしようという気持ちは薄うすい。……上から目線で申し訳ないけど」

「ま、まま、まったくだよ！　もう！　なにを根こん拠きよに……っ」

「でも逆に、二人を比べたら、月島の方が自分の限界を知らない。言い換かえるなら、決めつけていない。よくも悪くも向上心がある……気がする」

「気がするだけかニャン!?」

「だからきっと、自分が精せい一いつ杯ぱい努力して、足あ搔がけば、この世に不可能なんてない！　なんて、本気ではないにしろ、多少は夢見ているんだろ？」

「ぐぬぬ……」

「だからこそ、自分が、面白い！　って感じていることに対して、きっと初めてメンドくささを覚えてふて腐くされているんだろ？　雪村先輩と自分を比ひ較かくして、月島の言うところの面白いことに対して、雪村先輩は真剣に向きあっているのに、けれど自分は面白いことのはずなのにどこかメンドくさいと思って、いじけているんだろ？」

「ハッハッハッ！　つ、ツッキーはメンドくさいなんて思ってないよ？　なにを根拠にそんなことを言っているニャン？」

「いやいや、ほんの数分前、メンドくさいかどうか～、なんて訊きかれても、正直メンドくさくない、なんて言うことはできないニャン。って、自分で言ったばっかだろ？」

「こ、ココロ先輩、なんか怒おこっている？」

「怒ってないぞ？　でも月島って、面白ければニジケンを壊こわすとか思っているくせに、面白くてもメンドくさいと思うことがあるなんて、もしかして面白くても結局はニジケンを壊せないんじゃないか？」

「やっぱり怒っているニャン!?」

　自分では気付かなかったが、どうやらそうらしい。

　怒っているっていうか、ムキになっているのか？

「ふんっ！　ココロ先輩も、後輩相手に大人気ないニャン！　所詮はまだまだ高校一年生だね！　ゆきむー先輩には遠く及およばないニャン！」

「月島も雪村先輩には敵かなわないだろ……」

「…………」

「…………」

「ねぇ、ココロ先輩、ニジケンにとっての最重要人物って……」

「部長の百合姫でも、百合姫の恋こいのライバルである空野でも、二人に対する鍵かぎである俺でもなくて……」

　そして俺と月島は声を揃そろえて……、

「雪村先輩だ……」「ゆきむー先輩だニャン……」




　　　　◇　◆　◇　◆




　月島と駅の改札で別れて、申し訳ないけど数分路ろ駐ちゆうした自転車を回収し、帰宅する前にスマホを確かく認にんすると、雪村先輩からのＬＩＮＥが一通入っていた。

　ＬＩＮＥの内容は呼び出しで、俺は自転車を漕こいでもう一度学校に赴おもむき、彼女に指定された場所に行くんだけど……、その指定された場所がなぁ……。

　なにゆえ入学初日、百合姫と再会＆キスしたウッドデッキなんですかねぇ。イヤではないけど、よくもない。

　ていうか、ウッドデッキって校舎二階のグラウンド側だから、ビミョーに昇しよう降こう口から遠いんだよなぁ……。

「なに見ていたんですか？」

「文化祭実行委員の人たちが、明日の後夜祭で使うキャンプファイヤーの木組みをしていたのよ。で、それを働きアリを観察するように、眺ながめていたわけね」

「もうちょっといい比ひ喩ゆはなかったんですか!?」

　雪村先輩はウッドデッキの柵さくに、少々前まえ屈かがみで、柵の手すりに両りよう肘ひじを乗せ、物もの寂さびしそうに二階からグラウンドを見下ろしていた。

　その視線の先には、本人の言うとおりキャンプファイヤーの木材を積み重ねている文化祭実行委員会の人たちが──。

　秋の夜の北風に吹ふかれて、プラチナの長ちよう髪はつがサラサラ揺ゆれて遊ばれる。

　艶つややかな花か唇しんは、今はまだ閉じていて、なにも語ってくれはしない。

　視線は未いまだにグラウンドの方を向いていて、そこでのキャンプファイヤーの木組みという、実行委員の生徒たちにとっては思い出の一ページ、青春の一コマに飾かざられるであろう光景を、優やさしくも羨うらやましそうな瞳ひとみで見守っていた。

　冷えそうな夜風にはためくセーラー服の襟えりも、スカートの裾すそも、彼女は気にしないで、時の流れに身を任せていた。

　もう、わかっている。

　これは俺の方からなにか言うべきだ。

「昨日の夜、俺が行く前に、誰かの忘れ物のスマホに着信がありましたよね？」

　言うと、雪村先せん輩ぱいはようやくグラウンドから視線を逸そらし、反対方向、つまり俺の方を向いて、ウッドデッキの柵を背もたれにするように、俺と向きあってくれた。

「──、私の失策ね。心の底から謝罪するわ。本当に、ゴメンなさい」

「百合姫ですか？　それとも空野ですか？」

「空野さんの方に言われたわね。確かに昨日の夜、神園くんが到とう着ちやくする前にあなたのスマホに着信があって、私が代わりに取った」

「はいはい、それで？」

「最初は普ふ通つうに、はい、雪村です。って名乗ってしまったのだけれども、それが間ま違ちがいだったわね。あの時点であのスマホが神園くんの物だって気付かなかったのが、本当に悔くやしい」

「そう、ですよね……。ちなみに──」

「？　どうしたの？」

「雪村先輩が名乗った後、もしもし空野ですけど～、とは名乗ってこなかったんですか？」

「ええ、だから何かの間違いだと勘かん違ちがいしていたのよ」

「なんてすれ違いなんだ……」

「まぁ、同じ過あやまちは二度と犯おかさないわ。今夜は安心して頂ちよう戴だい」

「フラグですか？」

「やめて頂戴。流石さすがの私もビビるじゃない……」

　まぁ、雪村先輩の言うとおり、今夜は大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺のスマホは自分の制服のポケットにあるし、たぶん雪村先輩なりの対策なんだろうけど、今夜はニジケンの部室じゃなくてウッドデッキで話しているし。

「ところで神園くん」

「なんですか？」

「一応、私にはまだ挽ばん回かいできる作戦、いえ、根拠があるわ」

「おおっ、人生はヌルゲーと言うだけありますね！」

「でも一つ、フラグを立て忘れたのよ」

「そのフラグって……」

「神園くん、あなた、空野さんの方はまだいいにしても、花咲さんがなんで自分のことを好きなのか、聞いたことはもちろん、知ろうと思ったことさえないのでしょう？」

「──────」

「あなたは碇いかりシンジくんとは似て非なる現実逃とう避ひが得意ね。うじうじウジウジしながら言い訳と自己保身を重ねて崖がけっぷちまで後ずさるネガティブな逃にげ方ではなく。笑いながらヤバイから逃げるわ！　アディオス！　って感じで一目散にぴゅ～って背中が見えなくなり、崖っぷちまで行ったら、そこからスカイダイブしてまで逃げるような、ポジティブな逃げ方」

「自分で自分のことをクズだのゴミだの、散々言っていますからね。自覚していますし、それでもなお、自分のことが大好き──と、いうよりは、大切なんですよ。自己中心的な人間ですから」

「違うわ」

「なにがですか？」

「あなたはファッションで、自分のことをクズだのゴミだの言っているのよ」

　なにも言い返せない……。確かに俺は結構クズっぽい発想や言動をしているけど、わざわざそれを、そういう自分を気に入っている、とか。自分でクズだってわかっているぞ、とか。言う必要はなかったはずなんだ。

　テスト前に、オレ勉強してきてないわ～、とか。休み明けに、昨日オレ寝ねてないわ～、とか。そうやって、傍はたから見ればなんの効果もないような軽口で、自分を演出アピールするのと同じ。

「神園くん、あなたの心は、あなたの性格に耐たえられるようにはできていないわ」

「なんのことですか？　話の繫つながりが……」

「あなたは確かに酷ひどい言動もする時があるかもしれない。でも、それを他人から言われたら自分が傷つくから、先に自分で自覚している体ていで、予防線を張って、ギャグ扱あつかいするのでしょう？」

「────」

「それぐらいあなたの心は弱くて、性格と矛む盾じゆんを起こしているのよ」

「──矛盾、ですか」

「でも、神園くんはいざという時にクズに徹てつしきれないと、私は思う」

「なにを根拠に？」

「蒸むし返せば神園くんも花咲さんも傷つく他ほかないから、最初の話に繫がるけれども、花咲さんが自分のことを好いている理由を今まで訊けなかったのでしょう？」

　ダメだ……。反論が浮うかんでこない……。

「クズに徹しきれないのは、罪悪感に心が耐えられないからよ」

「そんなことは……」

　いや、待て──。思い出せ。嗚呼ああ……、確かに俺は……、コミケ合宿で空野と添そい寝した時、彼女に対して『自分のクズっぽさを肯こう定ていすることと、罪悪感をのみ込むことは、別の話だぞ？』『わかるようで、ビミョーにわからない』って、話していた。話して、しまっていた……。

「雪村先輩は、さっき、フラグを一つ立て忘れたって言いましたよね……？」

「ええ、間違いなく言ったわ」

　そして彼女は、秋の澄すんだ空気を吸って──、

「二人にとって忘れたい過去でも、傷つけることを覚かく悟ごして、傷つけた罪悪感に押し潰つぶされることを覚悟して、花咲さんがなぜ小学生の頃ころに神園くんに告白したのか、好きになった理由はなんなのか。──これを訊いてきなさい」

「それが、立て忘れたフラグですか？」

「ええ、そうよ。私じゃなくて、神園心路が立てることを恐おそれていたフラグ」








七章　百合ゆり姫ひめが悲しくなると、俺は罪悪感に押し潰されるだろう。









　封ふう印いんのいたるところに亀き裂れつが入っている……。




　　　　◇　◆　◇　◆




　文化祭二日目、午前の部が始まってすぐの頃あい。

　この時間のマンガ喫きつ茶さの店番は、俺と空そら野のの二人なんだけど、二人揃そろってコスプレしていると、なにゆえか変な気分だな……。

「今日は妹ちゃん、来てないん？」

「出し物が二日続けて同じことを教えたら、つまんない！　だって」

「ふ～ん、残念。あたし、妹ちゃんに挨あい拶さつしたかったから」

　まだスタートして間もないということで、わざわざ、ほぼ休きゆう憩けい場（有料だがドリンクバー付き）と化したニジケンの部室に来るお客様も少ない。──いや、訂てい正せいしたいんだけど、ぶっちゃけ誰だれもいない。

　それに、名前は忘れたけど、今日は講堂で芸能人のライブがあるらしいからな。そっちに人が流れているんじゃないか？

　少なくとも、俺が名前を憶おぼえていないなら、声優さんとかニコ動の歌い手さんとかではないはず。よって、俺はそっちに行かなくてＯＫ。

「「…………」」

　や、やばい……。無言状態になってしまった。しかも今はお客様がいないから、ニジケンの部室は俺と空野の二人きり。な、なにか言うべきだよな？　で、でも、なにを言うべきなんだ？

　こそばゆい。甘酸っぱい。照れてしまう。

　雪ゆき村むら先輩とのことを弁明するか？

　それとも昨日、空野との店番時に海うな原ばら先生が代わっていたことへの追つい及きゆう？

　どっちもダメな気がする……。弁明したって密会そのものがなかったことになるわけじゃないし。追及しても、空野は答えてくれない上に、そもそも答えるまでもなく、海原先生にどうしても代わってほしかった、ってことだろうし。

　それよりもなによりも、昨日とは少しだけど変化が起きていて、空野が俺に対してモヤモヤしていない……気がする。少なくとも店番が始まってから一いつ緒しよにいる分には。

　なにか自分の中でハッキリさせたかどうかはわからないけど、俺としては、このほのかに甘酸っぱい二人きりの空間・時間を、一秒でも長く続けて、空野と仲直りするだけだ。

「そ、空野……っ」「……神かみ園ぞの！」

　ええ～、なにゆえ俺が意を決して話しかけようとしたタイミングで、空野の方も俺に話しかけようとするんですかね？

　俺がちょっぴり気き後おくれしながら、空野の様子を窺うかがうと……まず、顔を耳までみるみる紅潮させて、俺と決して視線をあわせないだろ？　次に、両手の人差し指をモジモジさせているじゃん？　続いて、恥はずかしそうに顔を俯うつむかせて、最後に、俺との距きよ離りを逆に一歩だけ詰つめてくるとか……。空野、お前、男子から見て自分がどのぐらい萌もえるかを自覚した方がいいぞ？

「空野は……その、文化祭一日目、なにしてたんだ？」

　ああっ、じれったい！　もう俺の方から切り出してしまおう。

「友達と一緒に、神園と回ろうとしたトコを、なんていうか……妄もう想そうしながら遊んでた」

「も、妄想!?」

「ち、違うから！　ただここにいるのが友達じゃなくて神園だったらな～、って、少しだけ置き換かえてただけだから！」

「……っ」

「あっ……、うう～、かみじょの[image: ～][image: ～]……」

　またそんな情けない声を出して……。俺は当たり障さわりないことを訊きいただけなのに、訊いてもない変な言い訳をして自じ爆ばくしたのは自分だろ……。

　いや～、再三になるけど、空野ってこんだけ大好きオーラを放っているのか。

　数秒後、そしてようやく空野は落ち着きを取り戻もどしたらしい。……たぶん。

「ホントは、あたし、……神園と一緒に、回りたかった……」

　今度は赤面しているけど、きちんと、俯かずに俺と目をあわせて告げてくる。

　まぁ、瞳ひとみはウルウルしていたんだが。

「俺に、そんな価値なんてないだろ……」

　しまった。今度は俺の方が視線を逸そらしてしまった。

「違う……、神園は悪くない……。悪いのは、あたしだから……」

「いやいや、女の子にそのセリフを吐はかせる時点で、俺が悪いのは確定なんだが……」

「なら、神園が花はな咲さきさんと、お試ためしとはいえ恋こい人びと関係になることの、どこが悪いん？」

「それは……」

　──、一いつ瞬しゆんだけ思考が詰まって、そのあとすぐに考え直したけど……確かになにも、どこも悪くない……。

　俺と百合姫が付きあうのに、一々空野の許可なんていらないのは、確かにそうだ。

　でも、俺は、空野の気持ちに気付いているんだ……っ。

　俺はそのことを本当に申し訳ないと思っているのに、空野は上手うまく誤ご魔ま化かせているつもりだから、謝ることができない……。

　仮に、ここで、お前の気持ちに気付いているから申し訳ないんだよ！　って言えたらどれだけ楽になれるだろう。

「次に、雪村さんと夜よる遅おそくに会うことは、花咲さんはショックを受けるだろうけど、あたしにとってはどこが悪いん？」

「それは……」

　そんな無理して笑え顔がおを作らないでほしい、そんな顔にさせているのは俺だけど……。

　現状の百合姫はともかく、俺と空野は付きあっているわけではなく、友達なんだ。

　雪村先せん輩ぱいと密会したからって、浮うわ気きにはならない。

　本当にもどかしくて、吐き気を催もよおすようなすれ違ちがいだ。

　俺が空野の気持ちに気付いていることと、実は空野は自分の気持ちを誤魔化せていないこと、このことさえ共有できたら、こんなに自分を責める気持ちも生まれないのに……。

「最後に、あたしがなんか、心がモヤモヤして……、言葉がまとまんなくて……、想おもいが伝わらなくて……、そんなもどかしさって、神園の責任じゃないでしょ？」

　そう、かもしれない……。究極的には空野のそれは、彼女の独ひとり相撲ずもうだ。感情をぶつける相手はいなくて、俺が誰と恋仲になろうとも、空野の濃のう霧むの中を手て探さぐりで歩くような感覚は、彼女の片思いで終わる。空野が俺のことを好きだとしても、恋人同士なら責任を取るのが当たり前かもしれないが、片思いしたから持て余した感情をどうにかしてくれ、と言われても、どうしようもない。

　俺を好きになった理由が、あるにしても、ないにしても、冷れい酷こくで、傲ごう慢まんで、自うぬ惚ぼれで、距離を感じて突つき放すような言葉だが、俺は空野に、俺のことを好きになってくれと頼たのんだわけじゃない。

　俺が悪役なら、お前が勝手に俺のことを好きになっただけだろ？　そのことを言葉にできないのに、言葉にした百合姫を妬ねたむことは、筋違いじゃないのか？　なんて言うかもしれないな。

　けれど──、

『でも、神園くんはいざという時にクズに徹てつしきれないと、私は思う』

　──クズが、悪役が務まらないっていうのはこういうことか。

　罪の意識を覚えるんだよ。百合姫とお試しとはいえ恋人の関係になったことに。雪村先輩と夜遅くに密会して、それそのものはセーフだけど、空野にそれが知られたことに。

　……──『なら、神園が花咲さんと、お試しとはいえ恋人関係になることの、どこが悪いん？』『次に、雪村さんと夜遅くに会うことは、花咲さんはショックを受けるだろうけど、あたしにとってはどこが悪いん？』──……

　空野に対してどこが悪いのかを、一つのノイズのせいで、まるで説明できない。

　でも強しいて言うなら、俺が俺自身を殴なぐりたくなるぐらい申し訳ない。

「ねぇ、一つ訊きたいんだけど、昨日のあたしと今日のあたし、なにか変わったようには見える？」

「えっ……、う～ん、なんか吹ふっ切れた？」

「ううん、吹っ切れたんじゃなくて、諦あきらめただけだから」

　あっ、マズイ、よくわからないけど絶対にマズイ。空野が遠くに行ってしまいそうな気がする。今の空野の優やさしい笑顔は、見ていられない。彼女の笑顔が痛々しいとかじゃなくて、むしろ花丸をあげたくなるような笑顔なのに。ただ強いて言うなら、俺の心が圧あつ迫ぱくされるような息苦しさを覚えるんだ。

「あのさ、高校で再会した幼おさな馴な染じみって属性のヒロインと、ぽっと出のただ隣となりの席のクラスメイトっていう属性のヒロイン。どっちがオタクにとってぐっとくると思うん？」

「言わせないでくれ……」

「なら無理に言わなくてもいいけど──、手を繫つないできたり、腕うでを組んできたり、おっぱいを押し当ててきたり、ラブラブ一直線な女の子と。ただ遠目に想いを募つのらせるだけで、ただ隣を歩けるだけでそこそこ満足しちゃう女の子と。どっちがオタクの好みなん？」

「……っ」

「いや、訂正するけど、どっちが二次元チックでヒロインとして完成してると思うん？」

「訊かないでくれ……」

　すると、空野はポケットから一枚の封ふう筒とうを取り出して、俺に差し出してくる。

「神園、これがなにかわかるん？」

「……封筒？」

「うん……退部届、だから」
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　俺は今まで、部内の雰ふん囲い気きがギクシャクする、みたいな言葉を曖あい昧まいに使っていたんだな～、と思い知った。より正しく言うなら、言葉からイメージを膨ふくらませられなかったと言うべきか。

　じゃあ、具体的にギクシャクするって、どういうふうになるのだろうか？

　もし仮に、このまま空野が退部したら、原因は十中八九、俺か百合姫。だというのに、空野がいなくなったことを皮切りに、もし百合姫がもっと俺にアピールしてきたら？　月つき島しまと雪村先輩は部活仲間を一人失ったことになるのに、その原因たちのラブコメ模様を近くで眺ながめないといけなくなる。

　空野が退部しなくても、すると今度、空野継つぐ未みは俺と百合姫の近くにいないといけなくなる。部員の五人が五人、全員がお互たがいに気を遣つかいあい、きっと本音で喋しやべれなくなりそうだ。上辺だけの仲良し、上っ面つらだけの関係。

　だからこの計画の要かなめは、空野が悲しくならないように、俺と百合姫はお試し期間の最後で別れ──……

　あれ？　月島は気付いていなくても、雪村先輩が気付いていないわけがない。

　たぶん俺は、自分の中で当たり前のことだと思っていたからスルーしていた。

　けど、空野が安心できるように俺が百合姫と別れる。そこまではいい。でも、百合姫と別れたら普ふ通つう、俺と百合姫の方がギクシャクするんじゃないか？

　なのになんで、俺たちは、そんなこと起きるわけがない！　って信じることができたんだ？

　見て見ぬふりをしていたんじゃない。

　間違いなく、無意識の内に信じていた。

　…………。

　……、…………。

　あのあと、店番のシフト交代によって、空野は店番継けい続ぞくだが、俺は文化祭を回ることになった。

　無論、時間が過ぎてもあの場に居残って、空野を説得するという選せん択たく肢しもあったし、事実、俺も一度その選択肢を選んだ。

　けれど──、

「なんで退部するのに、神園の許可が必要なん？　必要なのって、顧こ問もんの先生と、せいぜい部長である花咲さんの許可ぐらいだよね？」

　──と、拒きよ絶ぜつされてしまった。

「心しん路じくん、もうすぐ演劇部の公演、始まるね♪」

「あ、ああ、そうだな……」

　百合姫……、軽いメイクで隠かくしているけど、目元が赤い。昨日の夜に泣いてしまったのか？　言葉として並べることは容易でも、好きな男子が別の女の子と仲良くしている場面を知る、っていうのは、百合姫にしても空野にしても、どのぐらい切ない感情なんだろうな……。俺がそれを知ったかぶるのは、きっとおこがましい。

「えへへ～、心路くん、手、繫ご～」

　演劇部の公演は、講堂が芸能人のライブで使われているため、体育館で行われる。

　普通は芸能人のライブと、演劇部の晴れ舞ぶ台たいである公演を、同じ時間に被かぶせるのは考えられないが、文化祭二日目は講堂をゲスト枠わくのステージ、体育館を生徒枠のステージとして扱あつかうらしい。

　まぁ、ゲストと言っても芸能人やプロのバンドばかりじゃない。この学校の理事長のありがたい（生徒にとってありがたいとは言っていない）挨あい拶さつだったり。ＰＴＡの役員の興味深い（生徒にとって興味深いとは言っていない）演説だったり。大だい企き業ぎように就職できたＯＢ・ＯＧの有意義な（生徒にとって有意義とは言っていない）セミナーだったり。──っていうか、こっちの方が半分以上を占しめているわけ。

「なにゆえ、百合姫は芸能人のライブじゃなくて、演劇部の公演にしたんだ？」

「あはっ、今年の演劇部の文化祭公演はラブストーリーなんだって」

「なるほど」

　ぎゅ～、っと、手を握にぎって指を絡からませてくる百合姫。

　こんなこと、幼馴染、それも仲がいい幼馴染じゃないとできないよなぁ。

　そしてそのことに、空野も気付いているはずなんだ。

　俺にとって百合姫が特別なのに対して、空野は自分で自分のことをありふれている関係で、ありふれた出会い方だと感じているに違いない。

　いわば、一種のコンプレックス。

　他の人のことなんて普通はわからないけど、これには根こん拠きよがある。

　だって空野も、若じやつ干かんにわかミーハーでも、俺と百合姫と同じくオタクだもん。

　きっと空野だって、特別なナニカに憧あこがれていないわけじゃないんだ。

「百合姫、昨日のことなんだけど──」

「言いたくないし、聞きたくもない。今は演劇を楽しもう？　ねっ」

　正直、驚おどろいた。言葉の内容に驚いたんじゃなくて、百合姫が再会してから一番怖こわくて、逆らえないような口調で言ったことに。まさしくカレシの浮気の言い訳を拒絶するカノジョのように、冷たいのに激情が込こめられている言の葉。

　どうしようもない。このまま公演中はお芝しば居いに集中して、それを理由に無言を貫つらぬいた方がいいだろう。

　そして一一時三〇分になると──、

『これより、演劇部による公演を開始いたします』

　体育館の照明が落ちて、上の階から舞台に眩まばゆいスポットライトが当てられる。

　そういえばらぶらぶラビリンスも体育館の一部を借りて催もよおしていたけど、どうやらあっちの照明は落ちていないらしい。中ちゆう途と半はん端ぱだな。

　そう、中途半端……。中途、半端……。

『心路さんはぁ、一人のためにサークルを壊こわせないんですね』

『だってぇ、オタ充じゆうとサークルの存続は、両立しないと思いますしぃ』

『──自分が一番好きな人と付きあう。それだけで充分なんじゃないですかぁ？』

　ギャルゲーでいうなら、きっと俺は今、選択肢にぶつかっているのだろう。

　オタ充に恋こい焦こがれ、サークルを壊すか。

　サークルに夢を見て、オタ充を捨てるか。

『うん……退部届、だから』

　退部って、もう空野は、限界ってことなのか？　ニジケンという居場所に、いたくないってことなのか？

　せめてこういう時は、海原先生か陸りく畑はたにいてほしいものだ。

　真正面から論破されて落ち込むことがわかっていても、自分と正反対の意見と話しあえるっていうのは、貴重な時間だし。

　……、今回の騒そう動どうの発ほつ端たんは百合姫の告白。その発端を発端として成立させたのは俺。そこから事態をややこしくしたのは空野。三人が三人に原因があって、けれども誰だれかが一番悪いという話でもない。

　けどそれを、心の中とはいえ、俺が言うなって話だ。

　これを思えるのは月島と雪村先せん輩ぱいだけ。

　雪村先輩と言えば、俺は彼女から新しい指示を受けていたな。

　百合姫が俺を好きな理由を訊きいてきなさい、って。

　演劇が終わったタイミングで訊くか？　でも……訊いて、確かく認にんしたあとも文化祭は続くんだ。

　だとしたら、一番確認するのに、時間的にもシチュエーション的にもふさわしいのは、きっと──、

「──文化祭が終わった放課後、だな」

「ぅん？　心路くん、なにか言った？」

　って、しまった。思考に集中しすぎて演劇を見ていなかった……。

　でも聞いたことがある。お芝居の種類によっては、ワンシーンと次のワンシーンの間に数分の休きゆう憩けいを挟はさむことがあるって。

「百合姫、今度は拒絶しないで聞いてほしい」

「ふぇ？　なにを？」

「文化祭が終わったあと、そうだな、夜の七時、ウッドデッキで待っていてほしい」

「うみゅ？　う～ん、一ついいかなぁ？」

「どうぞどうぞ」

「ヒメは詳くわしいことは、本当になにも知らないし、心路くんと一いつ緒しよにいてぼんやり気付いただけだけど──」

「ああ」

「──なんか悩なやんで、落ち込んでいるふうに見えたけど、それは解決できたの？」

「いや、全然できてない」

「うみゅ!?　それなのに時間を決めちゃって大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「百合姫も作家ならわかるだろ!?　〆しめ切きりがあった方が、目め処どが立つ場合もあるんだよ！」

「う～ん、〆切って、計画的にスケジュールを組む目安になるという意味でも、ぐ～たら防止という意味でも必要だからね」

「だろ？」

「それでも待ちあわせの時間と場所を決めるってことは──」

「百合姫とのお試ためし恋こい人びと期間の、返事をするよ」

「……、……うん♪　わかった」

　そして──、

　俺はそこで──、

　なにゆえ百合姫が俺のことを好きなのかを、ハッキリさせるんだ。
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　そして午後の部、今度は百合姫が店番のターンだった。

　この文化祭の出し物のシフトって、生徒の遊ぶ時間と働く時間、全体の誤差は何時間以内～って決まっているからなぁ……。百合姫だけ遊び続けるわけにもいかないわけ。雪村先輩、スケジュールに細工を弄ろうする際、かなり大変だったんじゃないか？

　雪村先輩は百合姫と二人体制で店番だし、空野は友達（たぶんあの陸畑も含ふくむ）と回っているはずだし、一人で寂さびしく回るか。

「おおっと、ココロ先輩がお一人様だニャン！」

「月島？」

　廊ろう下かで月島とエンカウントした、が、なにゆえこいつはメイド服なんだ？

　ふりふりで丈たけが短いスカート。慎つつましやかな胸を可愛かわいく見せる胸むな元もとのフリルと、チョーカー型の赤いリボンは、月島が近寄ってくるたびに小さく左右に揺ゆれる。そして黒のニーソックスは、月島の細い脚あしのやわらかい部分に食い込んでいた。いつものようにネコ耳とネコ尻尾しつぽをふりふりピクピクさせて、俺に抱だきついてくる姿は、非常にあざとい。ピンクのツインテールからは桃ももの香かおりがほのかに漂ただよう。

　一言で済ませるなら、月島はネコ耳メイドと化していた。

「どうしたんだ、その衣い装しよう？」

「いや～、ツッキーたちが作ったコスって、ニジケンの文化祭での展示品だよね？　だから持ち出すわけにもいかないし、着られるのも店番の時だけニャン」

「じゃないと展示を見にきた人たちが全部見られないからな。まぁ、見る人なんて滅めつ多たにいないと思うけど、建前上、置かないわけにはいかないし」

「そこで！　ツッキーは店番の時以外でもなにかしらのコスを着たかったから、友達に借りてみたニャン！」

「なん……だと……!?　月島に友達がいたのか!?」

「驚くトコ、そこ!?　ココロ先輩は失敬だニャン！」

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「ところでココロ先輩、今お暇ひま？」

「暇のように見えるか？」

「見えるニャン」

「ああ、そのとおりだ」

「それじゃあ、ツッキーと一緒に、文化祭を回ってほしいニャン！」

「別にいいけど……お前……」

「余計な詮せん索さくはなしだよ！　それじゃあ、行くニャン！」

　最初にやってきたのは、昨日俺と百合姫と夢ゆめ乃ので行ったらぶらぶラビリンスだった。

　で、試練一は年上の方が年下の頭を撫なでるで──、

「ニャフフ、ココロ先輩の手、気持ちいいニャア～」

「褒ほめられてもここ以外でその特技を生かせそうな場所がないんだよなぁ」

　月島の髪かみ、サラサラだなぁ。俺が撫でるたびに、ネコ耳はピクピク動くし、ネコ尻尾は穏おだやかにゆらゆら揺れるし、本当にネコみたいだぞ。目を細めて気持ちよさそうに、ごろごろニャーンと言いそうな受け身な仕草は、正直、小動物みたいで、ま、まぁ、可愛いと思う。

　で、試練二は女の子の方が男の子を膝ひざ枕まくらして耳かきするで──、

「ご主人様、ツッキーの耳かき、きもちいーかニャン？」

「正直に言っていいか？　すごく恥はずかしい」

　月島の太もも、細いのにぷにぷにする……。すごくいい女の子の香りがするし、微び妙みように月島のツインテールが顔にさらさら落ちて、くすぐってきてこそばゆかったりするが、月島は気付いていないんだろうな。耳かきに夢中だし。

「ご主人様、ふぅ」

「うおっ、なっ！　なにをするだァーッ!?」

「えっ、耳かきと言えば、女の子に終わったあとにふぅ、してもらうのが鉄板だよね？」

「それはあくまで、ニコ動とかヨウツベに上がっている耳かきをテーマにした音声作品での話だ！　リアルでは滅多にない！」

　嗚呼ああ、未いまだに月島に耳に吐と息いきを吹ふきかけられた感かん触しよくが残っている。生温かくて、くすぐったくて、中学一年生なのにやたらエロいんだから手に負えない。

　で、試練三は女の子が男の子にパンツを見せるで──、

「ちょっと待て！　これ、本気でするのか!?」

「もちのろん！　ハイ、どーぞだニャン♪　ネコ耳メイドのパンモロだよ！」

　月島!?　こいつ、本気でスカートをたくし上げて俺にパンツを見せつけてきた!?

　月島のパンツ……、パステルピンクで、中央にリボンが付いていて、少々サイズがあっていないのか、女の子の割れ目の形がくっきりしていて……っ。前回のパンチラ事件を反省して、見られてもいいパンツでも穿はいてきたのか？　変な努力をしているやつめ。

　と、そんなこんなで試練を三つクリアして、らぶらぶラビリンスのエリアの外に出ると──、

「今度はたこ焼き屋さんに行くニャン！　ロシアンたこ焼きがあるんだって！」

「あっ、おい……っ」

　今度はたこ焼き屋さんか。一いつ旦たん校舎を出て、昇しよう降こう口前の広場に行く必要があるけど、月島が楽しんでいるようだし、いいや。よし、行こう。

「ココロ先輩、ロシアンたこ焼きってわかる？」

「確か複数個のたこ焼きの内に、一個か二個、ワサビ入りのたこ焼きが入っているヤツだろ？　それを食べた人が負けってわけじゃないけど、損をするっていう」

「そうそう」

　そして昇降口前の広場に着いたけど、うへぇ、すごい人。そりゃあ、コミケと比べたら全然大したことはないけど、いつも、人が少ない、って認にん識しきで見慣れている光景に、こんなにも突とつ然ぜん大勢の人が出現したらなぁ。普段とのギャップが大きすぎ。

　文化祭ってだけで、いつもは閑かん散さんとしている広場に、こんなに人って集まるモンなんだ……、ちょっぴり感動。

「いらっしゃいませ！　ご注文をどうぞ！」

　たこ焼き屋さんの男子生徒、やけに元気がいいし。

「ロシアンたこ焼きを一つください」

「七〇〇円になりますっ」

「はい、一〇〇〇円からお願いします」

「ココロ先せん輩ぱい!?　ツッキーが食べたかったんだし、ツッキーが払はらうニャン！」

「別にいいよ。そりゃ、月島は科学者だから俺よりお金持っているだろうけど」

「けど？」

「これでも俺は先輩の男子で、月島は後輩の女の子なんだから、素す直なおにもらっとけって」

「う、うん……」

「はい、お釣つりの三〇〇円です！　ありがとうございました～」

　よし、適当に席を確保してそこで食べるか。

　おっ、都合よくテーブル一脚きやくと、椅い子すが二脚、誰も使っていないぞ。ここに座らせてもらおう。

「ねぇ、もしかしてココロ先輩って、自分ではオタサーの姫ひめに懐かい疑ぎ的とか、ヒメ先輩には染まらないとか思っているかもだけど──」

「えっ？　なに？　俺、なんも月島に悪いことしてないよな？」

「──ナチュラルに女の子になにかを奢おごるって、徐じよ々じよにココロ先輩もオタサーの騎き士しとして、気付かぬ内に覚かく醒せいしているんじゃないかニャア？」

　あっ！　確かにそうだ！　俺、百合姫のオタサーの姫気質は認めるにしても、自分はオタサーの騎士になるつもりはなかったのに、いつの間にか女の子にお金を払わせるわけにはいかない、みたいな思考が根付いている!?

「ああ[image: ～][image: ～]……、これでも俺は先輩の男子でウンヌンカンヌンってセリフ、思い返せば無意識でさも当たり前のように口にしてしまった感がある」

「女の子としてはお得だけど、ツッキー的にそれされると、あまり友達として対等って感じがしないんだよね。自分で気付いたらでいいけど、ヒメ先輩にはともかく、ツッキーにはやめてくれると嬉うれしいニャン」

「うぐ、ご、ゴメン……」

「全然大丈夫ニャン！　ココロ先輩もよかれと思って奢ってくれたんだろうしね。はい、半額の三五〇円、今渡わたしておくニャン。それじゃあ！　早さつ速そくロシアンたこ焼きをいただくニャン！」

　お財さい布ふから小こ銭ぜにを四枚渡してくれるけど、月島は優やさしいなぁ。百合姫ならなんの躊躇ためらいもなく奢られるはずなのに。

　さて、俺もロシアンたこ焼きを、っと。

「ハイ、ココロ先輩、あ～ん、だニャン！」

「ええ……、お前も百合姫と同じようなことをするのか……」

「早くするニャン！　じゃないと爪つま楊よう枝じから落ちちゃうよ！」

「わかったわかっ──、っっ──ぐんんんんんんンンンンンンンン!?」

「ニャハハ！　引っかかったね！　それはワサビ入りのたこ焼きだニャン！」

「ゲホっ！　っ、ゴホ！　な、なにゆえワサビ入りがわかった!?」

　最初に手を付けたたこ焼きで、しかもそれを意図的に俺に食べさせようとあ～ん、をするなんて、どれがワサビ入りか把は握あくしていないと、できるわけがない！

「さっきの出し物の屋台、レジの男子とは別に奥の方でたこ焼きを作っている生徒がいたよね？　その生徒がたこ焼きをトレーに入れる時、たこ焼きをピックで刺さしてトレーに入れてピックを抜ぬいて、また別のたこ焼きをピックで刺してトレーに入れてピックを抜いて……を繰くり返していたんだニャン」

「ピックの先せん端たんに付いた具材の色素で見み極きわめたのか!?」

「ニャフ～ンっ」

　言うと、月島は慎ましやかな胸を張った。

　なんだろう……。こういうの、なんだが久しぶりな感じがする。

　夏休み明け以降は、その……あれだ。ニジケンメンバー全員、みんながみんな、お互たがいの顔色を窺うかがっているような雰ふん囲い気きが漂っていたし。

「にしても、ロシアンたこ焼きなのに、初手でアタリを食べちゃったら、もうあとは普ふ通つうのたこ焼きと変わりないニャン」

「普通に食えばいいだろ。普通と変わりないなら、味もそこそこなはずなんだし」

　俺も爪楊枝で一つもらい、っと。

　うん、味、超ちよう普通。美味おいしいし、七〇〇円の価値はあるかもだけど、おかわりしたいか訊きかれたら、もっと別の物も食べたいから遠えん慮りよするレベル。

「さて、ココロ先輩！　お次は生物部の出し物に行くニャン！　生物部が飼育しているウーパールーパーに触さわれるんだって！」

「ウチの生物部はウーパールーパーなんて飼育していたのか……」

　ていうか、食べた直後なのに、月島はずいぶんと元気ですね。

　ゴミをゴミ箱に捨てて、校舎に戻もどって、生物部の部室へ、いざReady Steady Go !

　これで生物部が人体錬れん成せいとかしていたらダークファンタジーっぽいのに。

「うひゃ!?　ココロ先輩！　ウーパー、すっごいモチモチぬるぬるしてるニャン！　お正月のお雑ぞう煮にに出てくるお餅もちみたい！」

「生物室って入ったことなかったけど、これ明らかに中学・高校レベルの設備じゃない」

「そうなんですよ～。ウチの生物部は、私立ってこともあるので、かなり立派な設備なんです」

　白衣を着た爽さわやかな男子生徒がそう言ってくるけど、確かにそうかも。

「知っていますか？　ウーパーって、腕うでが千切れてもまた生えてくるんですよ？」

「へ、へぇ……そうなんですか……」

　その情報を教えて、俺にどんな反応をしてほしかったんだよ!?

「ちなみにウーパールーパーの正式名めい称しようはメキシコサンショウウオで、両生綱こう有ゆう尾び目もくトラフサンショウウオ科トラフサンショウウオ属なんだニャン」

「なにそれ、美味しいの？」

「ダメニャン！　こんなにも愛くるしいのに食べちゃダメニャン！」

「食べねぇよ!?　つーか、オタクのテンプレジョークだぞ？」

「知っているよ？　元ネタは定さだかじゃないらしいけど、『未来少年コナン』のジムシィが作中で言った、なにそれ食えるのか？　って発言が有力候補らしいニャン！」

「お前、今何歳だよ!?　それが放映されたのって一九七八年だぞ!?」

　ちなみになにゆえ元ネタが定かじゃないかというと、仮に『未来少年コナン』が元ネタだった場合、放映時にインターネットが普ふ及きゆうしていなかったため、と、よく言われていたりする。

「さて、ちょっと喉のど渇かわいたから、自じ販はん機きに行くニャン！」

「忙せわしないヤツだな」

　で、自販機でジュースを買う、俺と月島。

　自販機の隣となりには売店（パンと飲み物オンリー）があるんだけど、今日は閉まっているのか。しかし、その斜はす向むかいの売店（文ぶん房ぼう具ぐや体操着や上うわ履ばきや制服のボタンなどはこっち）は、どうやら営業中。そしてその近くに入り口がある食堂は、来年、小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校を受験する人向けに、ウチの学食はこんなモンですよ～、って伝えるため、営業中とのこと。

「ねぇ、ココロ先輩、今までココロ先輩は、文化祭でなにをしてきたニャン？」

「唐とう突とつだな。百合姫の暴走を治めて、空野との仲を修復しようとしたけど……」

「そうだよね。──でもね、ココロ先輩！　文化祭っていうのは祭り、つまりフェスティバルだよ？　騒さわいで、ふざけて、バカやって、搾しぼりカスになるまで遊び呆ほうけて、そして全すべてが終わったあとに友達同士で、あ～、楽しかったな～、って笑いあえなきゃ、面おも白しろくないニャン！　そして、面白くなくちゃ損だニャン！」

「面白く、か……」

「ツッキーは、ココロ先輩にとって、ヒメ先輩みたいにいい意味でも悪い意味でも気にかける女の子じゃないし、つぐみん先輩みたいに繫つなぎ止めたい女の子でもないし、ましてや、ゆきむー先輩みたいに真ま面じ目めで堅かた苦くるしいことを話しあう女の子でもないニャン」

　月島はそう言うけど、なら俺にとっての月島天あま架かって──。

「ヒメ先輩とつぐみん先輩にばっか集中して、ココロ先輩は文化祭を楽しめてなかったように、ツッキーには見えたニャン」

　楽しめなかった、というよりは、楽しむ余よ裕ゆうがなかった、の方が正しいと思うけど。

「だからね？　ほんの限られた時間だったけど、ツッキーと迷めい路ろで遊んで、たこ焼き食べて、生物部に行って、少しは楽しめたかニャン？」

「──、ああ、ありがと」

　上うわ目め遣づかいで、月島が俺に、珍めずらしく少し不安そうに瞳ひとみを揺ゆらして訊いてくる。

　そんな表情かおされたら、きちんとお礼を言わないとな。

　確かに、変に緊きん張ちようしなくてもいい分、リラックスしながら楽しめたかもしれない。

「正直に言うと、ツッキーは今回の文化祭、ちょっぴり残念なんだニャン」

「残念？　息苦しいじゃなくて？」

「うん。ツッキーは、面白ければサークルを壊こわすかもしれないし、ヒメ先せん輩ぱいとつぐみん先輩のココロ先輩争そう奪だつ戦を煽あおるかもしれないし、他ほかに面白いことを見つければ退部するかもしれないし、ニジケンはもちろん楽しいけど、それよりも面白いことがあれば、そっちを優先するような女の子ニャン」

「雪村先輩には聞かせられないな」

「でも、一人ぼっちは寂さびしいニャン」

「なるほど、そういうことか」

「そうだね。どうせなにかを楽しむなら！　たくさんの人、ニジケンで言うなら、ツッキーと、ココロ先輩と、ヒメ先輩と、ゆきむー先輩と、つぐみん先輩の五人で、面白い、を共有したかったニャン！　そこだけは……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ、そこだけは、俺にも共感できるよ」

　ああ、そうだ。今回の文化祭は、楽しむ楽しめない以前の問題で、ニジケンが一つじゃなかった。気持ちがバラバラで、恋こいの矢印がすれ違ちがいまくっていて、本音を口にできなくて、壊れることに、異常なまでに過か敏びんになっていた。

　でも、ヒントは得た。

「ありがとう、月島。たぶん自覚はないだろうけど、ヒントは受け取った」

「ぅん？　まぁ、いいニャン！　どういたしまして！」

「さて、次は最後の店番だな。確か俺と雪村先輩だったはず！」

「あっ、そうだ、最後に──」

　すると月島は、優しい笑え顔がおで──、

「ツッキーは頑がん張ばれって言わないし、頑張らないで、とも言わない。少し休んでとも言わないし、休むなとも言わない」

「────月、島」

「ねぇ、ココロ先輩、少しだけ休んだ後に、また頑張ろう？　頑張った後に、また少しだけ休もう？　それが一番、ココロ先輩には似あっているニャン」




　　　　◇　◆　◇　◆




「暇ひまですね[image: ～][image: ～]……」

「そうね、一いつ般ぱん公開の時間はもうとっくに過ぎているし、在校生は、自分たちの出し物のお片付けに入りつつあるもの」

「そういえば雪村先輩、聞きましたか？　百合姫が店番の時に、元・百合姫の騎き士しが二人来て、二人合計で一〇万円も払はらったらしいですよ？」

「えぇ……、あのコスプレ美少女（現げん役えきＪＫ）たちの罵ば倒とう【一文節：一万円】と、コスプレ美少女（現役ＪＫ）たちの甘やかし【一文節：一万円】ってメニュー、本当に頼たのむ輩やからがいたのね……」

　流石さすがの雪村先輩もすっごくイヤそうにウゲーとしたが、雪村先輩にこんな顔をさせるなんて、元・百合姫の騎士の二人、つまりは東とう山やま先輩と西にし沢ざわ先輩って、ダメな意味ですごいんだな。

　まぁ、あの二人のことはどうでもいいんだけど……、

「そういえば、雪村先輩の作ったコスプレって、バニーガールだったなぁ」

「あら？　お気に召めさなかったかしら？」

　俺と雪村先輩は、今店番の最中なのだが、お客様は前述の理由によって皆かい無む。

　ゆえに、今のニジケンには『甘ブリ』のコスプレをした俺と、バニーガールの恰かつ好こうをした雪村先輩しかいないわけ。

　たわわに膨ふくらんだ雪村先輩の胸は、バニーガールということでやたら強調されていた。元から巨きよ乳にゆうなのに寄せて上げて、深くてやわらかそうな谷間ができている。若じやつ干かんむっちりとしている太ももも、黒くろ網あみタイツのせいで形というか曲線を、いやらしく主張しているではないか。

「神園くん、これを見て頂ちよう戴だい」

「スマホですか？　って、ちょ……っ」

「月島さんの監かん視しカメラの映像を私のスマホでも確かく認にんできるようにしてもらったのよ」

「それよりも重要なことがあるんですけど!?」

　雪村先輩は俺にスマホの画面を見せたいんだろうが、なにゆえわざわざスマホをおっぱいの上にのっけて、スマホの画面ともども、胸を寄せて上げて強調するんですか!?

　現実で、しかもバニーガール衣い装しようでたわわチャレンジする人、初めて見ましたよ!?

「ほら、神園くん？　取る際に神園くんの手がおっぱいに触れても多少は許すし、取る勇気がないなら画面がよく見えるように覗のぞき込んでもいいのよ？」

「ぐぬぬ……からかわないでください……っ」

「クス、つまらないわね。まぁ、もう神園くんがわたわたする可愛かわいい様子に満足したから、特別に許してあげるわ。普ふ通つうに見せてあげるわね」

「釈しやく然ぜんとしませんが、最初からそうしてください……」

　ハァ、それで、どれどれ。

　スマホの画面には──一人で文化祭の廊ろう下かを、多分目的もなく歩いている百合姫と。陸畑も含ふくむ仲良しグループの中で、無理して作った上っ面つらだけ笑顔の空野が。まぁ、見れば二人の様子がわかるんだけど、これを俺に見せて、雪村先輩はなにを伝えたいんだ？

「私は昨日、神園くんに、花咲さんが自分のことを好きになった理由を訊きいた方がいい、みたいなことを言ったのだけれども、これを見る分に、まだ訊いていないようね」

「そうですね」

「そして今は私と店番の最中。となると、文化祭が終わったあと、後夜祭の時間に訊くのかしら？」
















「そのつもりです。後夜祭に参加するか否いなかは置いといて、時間帯的には」

「確かに、後夜祭という文化祭のクライマックスに、私たちニジケンの問題のクライマックスを重ねるというやり方は上手うまいと思うわ」

「あっ、ホントですか？」

「成功するとは限らないけれどもね」

「デスヨネー」

　そりゃそうだ。雪村先輩は頭いいけど、彼女のアドバイスを正確にこなせば、万ばん事じ上手くいくというわけでもないし。

　それに、俺はもう、月島からヒントをもらっている。

　百合姫と空野をどうにかするためのヒントではなく、雪村先輩に対するヒントを。

「雪村先輩、俺、月島から一つヒントをもらったんですよ」

「へぇ、なにかしら？」

「月島は、正直全然理解できないんですけど、面白ければサークルだって壊すし、百合姫と空野のことも煽るかもしれないって言ったんです」

「酷ひどい話ね」

　正直俺も、面白ければなんでもいいのか、お前？　って気がしないでもない。

　怒おこるというよりは軽い呆あきれという意味で。

「でも重要なのは月島がするかもしれないことじゃなくて、なにが面白いのか、です」

「？　……、そうね、私が月島さんの思想を想像するなら、人間関係とか、部員の個性とか、そこから発生する、それこそ今のような問題じゃないかしら？」

「そこです」

「──そこ？」

　昨日の月島との最も寄より駅までの会話で、俺も月島も、ニジケンでの最重要人物って雪村先輩じゃないか？　みたいなことを確認しあったけど、その理由までは多少話したけれど、突つき詰つめたわけじゃない。

　となると、拙つたなくても、仮に間違っていても、俺なりの答えを考えなくちゃな。

「月島は、ニジケンメンバー五人があってこそのニジケンという部活、って持論、っていうか月島なりの哲てつ学がくを持っていると、聞く分には思えたんですが──」

　雪村先輩は不思議そうな瞳で、小首を傾かしげた。

「──雪村先輩はまったくの逆。ニジケンという部活があってこそのニジケンメンバー五人って考えていませんか？」

「ええ、そうよ」

　速そつ攻こうで認めるんですね……。なにが悪いかを言葉にできないし、そもそもその思考が悪いのか悪くないのかすらわからないけど、モヤモヤな気分だ。

「これがボランティアみたいに有志の集まりなら、人が集まって集団ができる、って構造だったでしょうけれど。ニジケンは部活という枠わく組ぐみがすでにあったから、そこに私たちが流れてきたんじゃない」

「なら、やっぱり……」

「ニジケンを存続させることだけが、私にとって大切だった。だから神園くんが花咲さんと空野さん、いつかは選ぶでしょうけれど、私からしたらどっちを選ぶかなんて、どっちでもいいことだったのよ」

　そこまで割り切っているのに、なにゆえあなたはそんなに寂しそうに言うんですか？

「……今回の作戦を考えた責任で、今後の俺たちの恋れん愛あい模様をどうにかしろ、なんて言う気はサラサラありません。でも、それって冷たいですね。きっと……その……俺以外の別の人から見ても」

　あっ、今の言葉で雪村先輩が少しだけむっ、とした感じがした。別にキレたってわけじゃないけど、なんていうか、子供が親とか先生に、いかにも自分のことを知ったかぶった感じで諭さとされて、不ふ機き嫌げんになった感じに近いと思う。

「冷たくても結構よ。なにかが変わることって怖こわいじゃない。たとえ宙ぶらりんな状態でも、ニジケンに破は壊かいっていう変化をもたらしたくなかった」

「だから雪村先せん輩ぱいは、俺が二人の内どちらかを選ぶよりは、百合姫と空野の間で、特別と恋愛感情の間で決断を先延ばしにして、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな方が都合よかったんですね」

「そのとおりよ。今回の問題への解決策、色々理由をこじつけていたけれども、ぶっちゃけやけに回りくどいでしょ？　結局は神園くんに早々と決断させたくなかったからよ」

　自じ虐ぎやく的に笑う雪村先輩。

「そう、でしたか……」

　どうしたものか。言いたいことはそれなりにあったはずなのに、今ので会話が続かなくなってしまったぞ。

　こうなったら、また雪村先輩に視線を送って、なにか言ってもらおう。

「なにをじ～っと見ているのかしら？」

「雪村先輩の次の言葉を待っているんです」

「ハァ……」

　呆れられたけど、そりゃあ、しかたない。

「話題は多少変わるのだけれども、大だい丈じよう夫ぶよね？」

「ええ、大丈夫です」

　すると雪村先輩は俺の目を見つめて──、

「神園くん、あなたの高校生活という青春、という名のラブコメ、今のところヒロイン格の女の子は花咲さんと空野さんの二人だけよね？」

「自分で認めるのも調子乗っている感じがしますが、まぁ、私情をなるべく挟はさまないようにして認めるなら」

「でも、ニジケンは五人よ。そしてうち四人が別々のデザイアを秘ひめていて、それに向かってなにかしらしている。なのにあなたは、四人のうち、二人だけしか目に見えていなくて、ただ一人、現状に流されたまま」

「なにが言いたいんですか？」

「月島さんはニジケンメンバー五人があってこそのニジケンという部活って考えている。私はニジケンという部活があってこそのニジケンメンバー五人だと考えている。なら──、神園くんはどっちかしら？」

　どうなんだ？　ニジケンメンバー五人が全員揃そろっていないニジケンを、ニジケンと言えるわけがない。百合姫と、月島と、雪村先輩と、空野と、ついでに俺がいて、初めてニジケンと呼べるはずなんだ。

　でも同じように、ニジケンという部活がサークラしたあとの百合姫と、月島と、雪村先輩と、空野と、ついでに俺を含めたオタク五人組は、中々ニジケンとは言い難がたい。部室棟とうの三階の一番隅すみっこの部屋に、放課後になると自然にみんなが集まってくるから、ニジケンという場所のはずなんだ。

　形あっての中身なのか。

　中身あっての形なのか。

　きっと、俺は、どっちとも考えられない。

　話を聞いて意味合いを理解することはできても、この二つのどっちかが神園心路の思考なんだって誰だれかが当てはめようにも、当てはまらない。

　だから、

　きっと、

「どっちでもないですよ。ニジケンメンバー五人＝ニジケンという部活です」

　ニジケンという部活こそがニジケンメンバー五人で、ニジケンメンバー五人こそがニジケンという部活なんだ。

　月島の考え方とも、雪村先輩の考え方とも違ちがうけど、五人の関係性を大切に思っている俺なりの考え方。

「要するにあれね？　俺がガンダムに乗るんじゃない。ガンダムが俺を乗せるんじゃない。俺がガンダムだ、という形＝中身という発想」

「ガンダムにたとえる理由はさっぱりわかりませんが、中身あっての形とか、形あっての中身とか、俺はそんなふうに考えられません。今雪村先輩がおっしゃったように形＝中身なんです」

「見解の相そう違いね。ならもう──」

「インカムによる月島のサポートもいらない。百合姫から俺を好きになった理由を訊くって指示以外に、これ以上雪村先輩の作戦も必要ありません。百合姫ともお互たがいに納なつ得とくするまで話しあうし、当然空野との仲も修復する。だというのに、俺は百合姫が望むように、月島の考え方と雪村先輩の考え方、相反する二つの考え方を許容した上で、空野が何事もなく笑えるような、そんな文化祭のエンディングを目指します」

「ずいぶんと自己中心的ね。私も自分のことを、自分の壊こわしたくないっていう欲求のために、花咲さんと空野さんを散々振ふり回したから、相当ヒールだと思うのだけれども、あなたは善人にしても悪人にしても中ちゆう途と半はん端ぱな上に、行動に一いつ貫かん性がないわ」

「違いますよ、行動に一貫性がないんじゃないんです。いい加減、よくも悪くも雪村先輩に参さん謀ぼう役をしてもらうのを卒業して、ラノベの主人公みたいに、ようやく、自分で動こうって思えたんです」

「──そう」

　ていうか、時と場合によるけど、行動に一貫性がないのも決して悪いことではないんだよなぁ。アニメやマンガやラノベで、一話の○○の主義主張と、別の回の○○の主義主張は、同一人物なのに食い違っている、とかたまに感想サイトで見るけど、成長という意味でも堕だ落らくという意味でも、人は常に変わり続けているんだから、むしろ食い違って当然だと俺は思うし。

「最後になりますけど、雪村先輩、昨日俺に、神園くんはいざという時にクズに徹てつしきれない、って言ったじゃないですか？」

「そうね、間違いなく言ったわ」

「翻ひるがえって雪村先輩は、必要なら必要なだけ、悪役になれそうですよね」

「そうね。まさに今、ニジケンという形のために花咲さんと空野さんを振り回しているという事実が、それを物語っていると思うわ」

「でも、人の考え方にもよるでしょうけれど、必ずしもそれが間違いってわけじゃないんでしょうね」

「学問や政治と一いつ緒しよよ。一つのことに対して無限の見方がある。無限の見方はなにを優先するかで決まるから、絶対的な間違いはない」

　そこに関しては、俺も雪村先輩と同じ意見だな。

「私の方からも、最後に一ついいかしら？」

「なんですか？　つい数分前、私は神園くんを、善人にしても悪人にしても中途半端って言ったわよね？」

「そうですね」

「私、たぶんそこが、神園くんの中で一番好きよ」

「わけがわからないよ」

「そう？　中途半端とは指し摘てきしたけれども、それが悪いとは言っていないわよ？」

「いやいやいや、普ふ通つう、中途半端っていうのは悪口です……」

「そうだけれども、神園くんの場合……中途半端なのが個性というか、本質というか、たぶん神園心路が死ぬまで変わらない核かくの部分で、意外と私、自分でも驚おどろいているのだけれども、そういうところに共感できるのよ」

「ど、どういたしまし、て……？」

「クス、なによそれ？　私、お礼を言われるようなこと、言ってないわ」

　ようやく雪村先輩はクスクス楽しそうに、目を細めて、吊つり上げる口元を、上品に手で隠かくしながら笑ってくれた。

　嗚呼ああ、そうだ。そうだよ。

　雪村先輩がニジケンという部活あってのニジケンメンバー五人という考え方でも、ニジケンという場所を心配していないわけじゃないんだし。

　きっと雪村先輩も、大なり小なり息いき詰づまっていたんじゃないか？

「さて、そろそろですね」

「ええ、文化祭もそろそろ終わりの時間」

　と、その時だった。

　ニジケンのドアが開かれたのは。

「うみゅ～っ、結構遊んじゃったよ～。少し疲つかれちゃった♪」

「ぐぅ……、ゲーム王国って出し物の景品にＰＳＶＲがあるって聞いたのに、あたしが行く前になくなっていたんだけど……。しかも二万ポイント以上も集めるなんて、その人、頭おかしいから……」

「つぐみん先輩、どんまいだニャン！」

　三人とも揃って戻もどってくるんだな。

　もうすぐ文化祭が終わり、後夜祭への流れになる。

　そこで、空野の退部したいという意思を否定して、仲を修復する。

　そして、百合姫との約束の時間になったら、俺は百合姫に対して答えを出す。

　俺は、一人のために居場所を壊すことなんて認めない。

　オタ充じゆうとサークルの存続、どっちを選ぶかなんて、もう、決めている。








八章　俺が罪悪感に押し潰つぶされてでも、空そら野のにニジケンにいてほしい。









　あと少しでいい……。そうすれば、全すべて吐はき出せる……。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺は今、百合ゆり姫ひめとの約束の時間まで、空野と一緒にグラウンドで行われる後夜祭に参加していた、のだが……、

「キャンプファイヤー、遠目に眺ながめるだけでも綺き麗れいなんだが……」

「あたしたちには近寄れないね……。あの空間、大学生で言うところのうぇーい系の高校生バージョンが支配しているから……」

「いや待て、空野はむしろ、クラスでの所属グループ的にはあいつらと同類だぞ？」

「むっ、あたしとひーちゃんのグループはクラスで中心っぽいグループだけど、あそこまで頭空っぽじゃないから！」

「おかしいよなぁ……。図書委員とか保健委員とか風紀委員とかは、やたら学校生活の裏方を頑がん張ばっているイメージがあるのに、どの学校でも文化祭実行委員だけはリア充が先導して表立っているイメージがある」

　なにゆえ、俺と空野はキャンプファイヤーから離はなれたベンチにいるのだろう？

　ここでさりげなくキャンプファイヤーの中心に近づけたら好青年としてポイント高いのに、ベンチで駄だ弁べるだけで後夜祭を無む為いに消費していくしかないのが、俺たちがオタクである所以ゆえんか……。

「なぁ、空野、自うぬ惚ぼれっぽいけど一つの事実を言っていいか？」

「な、なんなん？」

「雪ゆき村むら先輩が応答した時の電話、もしかして、一緒に文化祭を回ろうって誘さそいじゃなかったのか？」

「なんでわかったん!?」

「今日の初めての店番の時、空野が妄もう想そうウンヌンって言っただろ？」

「わ、忘れて！　女子高生は妄想なんてしないから！」

「それは置いといて、そのぐらい俺と回りたかったなら、電話でそれを伝えようとしたのかなぁ、って」

「かみじょの～、バカぁ……、それ以上恥はずかしくなること言わなくていいからぁ……」

　空野が顔を真っ赤にして両手で覆おおうけど、恥ずかしがっている空野は、なんかいつもより可愛かわいい。弄いじられキャラが成立してからはほぼ毎日わたわたしている印象があるけど、今はより一層、弄ってあげたい。

「でも、だから俺は後夜祭に空野を誘ったんだ」

「……、……花はな咲さきさんに申し訳なくないん？」

「百合姫とは別れるよ」

「えっ……？」

「もともと、今の関係はお試ためしだったんだ。それは、俺はもちろん、百合姫だって自分で言っていることだし」

　よくよく思い返してみると、問題解決の糸口になるような伏ふく線せんはあったんだ。

　俺が空野に、百合姫とは最終的に別れる、とか。口先だけじゃなくて本当に誤解なんだ、とか。今までず～っと、そう言えなかったのは、空野が、それをあたしに言ってどうするん？　って返してきそうで、空野に弁明するための口実がなかったからだ。

　八月二六日の朝の時点で、俺は空野に対して、言げん質ちを取っていないから、その状じよう況きようで空野に「百合姫とのことは誤解なんだ」って取り繕つくろっても、「なんのことなん？」って言われるし、それにプラスして、さらに機き嫌げんが悪そうな態度を取られる恐おそれもある。──ってモノローグしているし。

　だったら手っ取り早く、空野から言質を取り出せばいい。言質が取れなくても、今のように、空野から百合姫のことを質問してくるように誘ゆう導どうすればいい。

　そこまで考え付けば、あとは簡単。

　空野がして雪村先せん輩ぱいが取った俺のスマホへの電話。あれが「やっぱりあたし、神かみ園ぞのと一緒に回りたい！」って用件なら、後夜祭までもつれ込んでしまったが、実際に一緒にいればいいし、今まさに一緒にいる。

　百合姫と付きあっている状態で、空野と一緒にいれば、ほぼ一〇〇％、彼女なら「……、……花咲さんに申し訳なくないん？」って訊きいてくると信じていたよ。

　そうすれば、あとは百合姫のことをとことん弁明できるわけ。

「わ、別れるん、花咲さんと？」

「ああ、別れる」

「本当に、本当なん？」

「本当に本当だ」

「そ、そっ、かぁ……」

　なんて複雑そうな表情かおをするんだよ、空野は。

　好きな人が恋こい人びとと別れて、嬉うれしいけど、人の、まして好きな人の不幸を喜べない。

　そこで心の底から喜ぶんじゃなくて、人の不幸を想像することができるから、空野は、いい女の子なんだろうな。

　百合姫と月つき島しまなんかは、間ま違ちがいなく心の底から喜ぶ派だろう。

「その……」

「ぅん？」

「なんでなん？　花咲さん、頭はゆるゆるだけど、可愛いし、神園に尽つくしてるじゃん」

「それでも、俺が百合姫のことを、好きだ！　って思えない以上、百合姫と付きあっても両りよう想おもいとは言えるわけがない」

　二次元チックな女の子として百合姫は完成形に近いけど、現実でそれをやられても、それってどうなんだ？　で終わってしまう。

　花咲百合姫という幼おさな馴な染じみ以上に、俺にとって特別感が溢あふれている女の子はいないけど、百合姫に恋れん愛あい感情なんて、原理的に覚えられないんだ。

　ジレンマだ。共存不可能だ。

　二次元に三次元リアルな恋愛感情なんて抱いだけないし、

　三次元に二次元オタクな特別なんて見み出いだせない。

　まぁ、○○は俺の嫁よめ！　とか。エロゲのキャラに恋をした！　とか。そういうのはよく見るし俺も共感できるけど、あれは二次元に三次元リアルな恋愛感情を抱いているんじゃなくて、二次元にオタクな恋愛感情を抱いているから、別物の感情のことで。

　さて、そろそろ俺の方も切り出そう。

「空野、本当に退部するのか？」

「今それを訊くなんて卑ひ怯きようだから……」

「で、どうなんだ？」

「だって……あたし……」

「ニジケンが上手うまくいかなくなるのが怖こわい？」

「……たぶん、そうだと思う」

　空野、ゴメン、今のうちに心の中で謝っておく。

　ニジケンを存続させる方法──百合姫と別れて、空野との仲を修復する。

　では、なぜそもそも空野との仲に亀き裂れつが入りかけたのか？　無論俺と百合姫にも問題があるが、空野の内側の問題は、割り切れなかったこと、今までずっと懊おう悩のうしていたことだろう。

　だったら──、元・参さん謀ぼう役の雪村先輩が絶対に選ぶわけがなかった解決策。他人の気持ちを蔑ないがしろにして、自分の言いたいことだけ押し付けて、空野の恋心を無下にして、俺の傲ごう慢まんを最優先する、最低で、陰いん湿しつで、クズで、ゴミで、辿たどり着いた先に罪悪感の落とし穴しか待ち受けていなくても、そこそこハッピーエンドなのに全すべてを救えたわけじゃなく、いくつかの犠ぎ牲せいを黙もく認にんしたエンディングでも、俺のやり方はこれしかない。

　強制的に、空野に気持ちを割り切らせる。

「なら──、選んでくれ」

「選ぶ？」

　言うしかない。空野が傷つく二者択たく一いつだってことは重々承知だ。でも、傷つけることを恐れていたら、きっとなにもかもを失う。嫌きらわれるかもしれない。悲しまれるかもしれない。それでもサークラよりはマシだと信じたい……っ！

　空野に選ばせる前に、俺も選んだんだ。オタ充とサークルの存続について。俺は理想を捨てる。ああ……そうだ……っっ、俺は誰だれかのためにサークルを壊こわせない。オタ充なんかになれなくてもいい。それでも俺は、サークルを存続させたいんだ！

　大切だったんだよ。あの部室に集まってみんなで遊べることが、笑えることが、オタクライフを過ごせることが、生まれてから今までの学校生活の中で、一番尊かったんだ。

　女の子が多いからとか、その中に男が俺一人だからとか、そんなのは関係ない。気付いたんだよ。ニジケンと他のなにかを比べたら、なにもかもがニジケンよりも大切じゃなくて、そもそも比べること自体が間違いで、他のなににもニジケンの代だい替たい品なんて務まらない。そのぐらい、いつの間にか大切に思えていたんだ。

　だから俺はそのために、空野を傷つける。

　死ぬまで後こう悔かいすることを前提で、永遠に贖しよく罪ざいの意識に囚とらわれることを知った上で！

「空野、選んでくれ。──ギクシャクするのが嫌いやで、後悔するのがわかっているのに退部して、気持ちの晴れない日常を送るルートか。──もしくはギクシャクしても、ニジケンの仲の良さはその程度じゃ壊れない、いつかは直るって信じて、仮に直らなくても、やれることはやった、と清すが々すがしい満足感に包まれるルートか」

「っ……」

「空野は、どっちなら信じてみようって思うんだ？」

「それって……っ」

「今までのニジケンで積み上げてきた四月からの毎日を、信じるか、信じられないかだ」

　わかっている、こんなの、言い方が卑怯だ。たとえウソでも空野継つぐ未みは前者を選べるわけがない。こんなふうに言われたら、空野は優やさしいから絶対に後者を選ぶ。俺はそれをわかった上で、空野の良心につけこんで、こんな最低な二択を迫せまったんだ。吐き気がする。自分自身に反吐へどが出る。身体からだの奥、自分に対する許せないという気持ちが燃え盛さかって、自分に対する軽けい蔑べつの眼まな差ざしが凍こおるようで、自己嫌けん悪おの塊かたまりが感情を、曇くもらせて、濁にごらせて、燻くすぶらせて、蝕むしばんで、最終的には自分を殺したいほど嫌いになりそうだ。

「あたしは、その、なんていうか……」

　卑ひ劣れつな言い回しだ。仮に退部しても後悔するかどうかは俺にも空野にもわからないし、仮に退部しなくても俺たちの関係が直るかどうかわからないし、直らなくてもやれることはやったなんて、もしかしたら思わないことだってある。だとしても、俺にはこの言い方しか思い浮うかばなかったんだ。もう少し配はい慮りよした言い方だってあっただろう。もう少し優しい言い方だってあったはずだ。なのに……、なのに……っっ、あの言い方こそ一番神園心しん路じが口にするのにいいと思ってしまったんだ。

　空野にも俺と雪村先輩と同じように信じてほしかった。四月から始まった毎日を、俺と雪村先輩が大切に思っているように、空野にもそれを明言してほしかった。だから意図的にこういう言い方をしたんだ。

「な、なら、神園ならどっちを選ぶん？」

「断然後者」

　こんなのはエゴだ。誰かになにかを指し摘てきされるまでもない。自分でわかっている。でも、それでも俺は自分のエゴを押し通したくて、必死なんだ。

　別に俺は高校に入学するまで、友達は少なかったけどイジメられていたわけじゃない。家庭環かん境きようにも問題はない。だからニジケンだけを尊く感じるなんておかしいかもしれない。でも、なにかを大切に思うことに根こん拠きよはいらないし、感情に理由はいらない。絶対的な答えなんてないけれど、俺はニジケンが好きだからニジケンが大切なんだ。

　俺は、クズだけど、クズじゃなくて愚おろか者という意味では、それよりももっと救いようがない。海うな原ばら先生に言われるまで気付かないなんて。大切なモノは、失いそうになる直前まで大切だって気付けない。だから俺は、海原先生にオタ充じゆうとサークルの存続が両立不可能と言われて、初めてニジケンが自分にとって居い心地ごこちがよかったんだと自覚した。

　入部当初はオタ充になることを最優先に考えていたのに、いつの間にか、理想を捨てることを厭いとわないほど、ニジケンが好きになっていたんだ。

　百合姫のためにニジケンは壊せないし、空野のためにニジケンは壊せないけど、だけどそれ以上に、俺は俺がオタ充になるためにニジケンを壊せない。

　海原先生の言う、誰か一人のためにサークルを壊せない、という誰か一人には、神園心路という自分自身も含ふくまれているんだ。俺は俺のためにニジケンを壊せない。

　…………。

　……、…………。

「神園はさぁ、花咲さんと一いつ緒しよにらぶらぶラビリンスってカップル専用の迷めい路ろに行ったんだよね？」

「えっ、なにゆえその話が今ここで出てくんの？」

　確かに空野は文化祭初日に俺と百合姫（おまけで夢ゆめ乃の）を尾び行こうしていたらしいし、そこに入ったことを知っていてもおかしくないんだけど。

「話を聞く分に、そこにはカップルで挑ちよう戦せんする試練があるんだよね？」

「あ、ああ……」

「神園たちが挑戦した試練にはなにがあったん？」

「は？　えっ、と、迷路が終わるまで手を繫つなぐ、ハグする、キスするの三つだけど？」

　この三つ、全部夢乃とクリアして百合姫は一いつ切さい関係なかったし、教えても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「あたしは──」

「空野？」

「あたしはやっぱり、神園の迫った二択なら、前者なんて選べない。後者しか選べない」

「……っっ」

　嗚呼ああ、俺の計画どおりにことが進んだのに、全く喜べない。言葉遊びで空野を誘導して、善良な部分につけこんで、いい性格なことを利用して、その末に、二者択一といっても実質、一択な選せん択たく肢しを選ばせてしまったんだから。

「でも、譲ゆずれないモノがあるから」

「……譲れないモノ？」

「あたしはこんなんだから、感情を上手く伝えることが下手へただし、そもそも感情を言葉にまとめることだって苦手だし、大切なことを漠ばく然ぜんとしか伝えられないことが多いけど──それでも、やりたいことは、できるだけ全部やりとおしたい！」

「そら、の……」

「あたしは後者を選ぶと言っても、いつかは仲が直るからギクシャクに耐えることなんて難しいと思う。ならせめて、花咲さんには負けたくない……っ、神園にとっての花咲さんと、神園にとってのあたしが、対等じゃなきゃモヤモヤしちゃう！　だから──っっ」

　刹せつ那な──、空野が俺の頰ほおを両手で包んだ。

　彼女は、顔を真っ赤にして、熱のこもった瞳ひとみを潤うるませる。

　サイドテールを揺ゆらして、俺に顔を寄せる。

　後夜祭に集まった生徒は、みんなキャンプファイヤーに集中しているから、誰も俺たちには気付かない。完かん璧ぺきに二人だけの世界。人目を忍しのんで、今から空野がすることに心臓がバクバクうるさい。
















　夜風が吹ふき抜ぬけて、秋のお月様が紺こん青じようの空に白く浮かんで、嗚呼、もう、周りの音なんて全部遠とお音ねだ。誰も見ていないなら、誰にも知られることはない。この瞬しゆん間かんのことを、誰にも知ってほしくない。

　そして、空野は──、

「……神園のばか」

　そう言うと、目をつむって、

「────んっ」

　──俺と空野の唇くちびるが触ふれた。

　やわらかくて、湿しめっていて、ずっとこうしていたいと思える。実際にはムリだけど、もしここで空野を選べるなら、抱だきしめたいぐらい可愛かわいらしい。いじらしくて、こそばゆくて、照れくさくて、気き恥はずかしくて、ああ……、俺がオタクじゃなくて特別とか唯ゆい一いつ性とかヒロインとしての属性とか、そういうのを全部気にしないようなヤツだったら、間ま違ちがいなく空野と付きあってしまうなぁ、と、そこまで思えるぐらい、俺はきっと、空野継未のことが好きなのだろう。

　最初から、自覚した時から、わかっていた。

　確かに俺は恋れん愛あいに関して優ゆう柔じゆう不ふ断だんだ。

　でもそれは、恋愛感情を抱いだいているのが百合姫か空野か決められないという意味ではない。

　俺が好きなのは、たぶん、最初から空野継未だ。

　好きなのは空野で、特別なのは百合姫。ここに関しては迷ってなんかいない。

　あとは、恋愛感情と特別のどっちを優先するか。そこだけで迷っているんだ。

　まぁ、その二つ、具体的に言うならばオタ充の欠片かけらよりも、ニジケン存続の方が大切だから決断しちゃいけないんだけど。

　それから何秒経たっただろう。

　永遠を一瞬に詰つめ込んだような、一瞬を永遠に引き延ばしたような、時間の流れの感覚が曖あい昧まいになるほど、その口づけは魔ま法ほうのようだった。

　そのキスは、始まった瞬間に終わったようで、始まってから永遠が過ぎてから終わったようで、空野は息が苦しくなるまで、俺に自分の艶つややかな唇を押し付ける。

　そして口を離はなすと──、

「か、かみじょの[image: ～][image: ～]……」

「そんな情けない声を出すなよ……」

　えっ、なに？　もしかして、常々感情を言葉で論理的に表現するのが、苦手っていうかポンコツな女の子だと思っていたけど、自分でもよくわからないうちにキスしたのか？　感情が先走ったっていうか……。たぶん、空野に理り屈くつを求めてもムダなんだろうなぁ。

「あの～、空野？」

「恥ずかしいから顔見ないで、バカじょの！」

　空野……、キスしたあとに顔を見せたくないから俺の胸部に顔をうずめて、ブレザーの生き地じを両手でぎゅ……っとするとか、萌もえるからやめてほしい。

「あのさ、空野、お前勘かん違ちがいしているぞ？」

「……ぅん？」

　涙なみだ目め、赤らんだ頰、微び妙みようにぐずぐずした泣き顔一歩手前の、非常にからかってあげたくなるような顔の三コンボで、空野は俺の顔を上うわ目め遣づかいで見上げてくる。

「らぶらぶラビリンスで、手を繫いだのも、ハグしたのも、キスしたのも、全部妹の夢乃とだぞ？」

「……、……、……うえ？」

「流石さすがに妹の前で百合姫とそれらをするわけにはいかないだろ？」

「うん」

「だから兄と妹のスキンシップで収まる範はん囲いで、百合姫とではなく夢乃とそれをしたんだ」

「……キスも？」

「ほっぺにな」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ」

　すると空野は立ち上がる。

「あ、ああ、あたし！　か、神園のことなんか、好きでもなんでもないんだから！」

　いやいや、バレバレです。俺のことが好きなこと。

　けど空野が自分で上手うまく誤ご魔ま化かせていると勘違いしている以上、俺もそういう演技をしないと……。

「じゃあなにゆえキスなんてしてきたんだよ？」

「花咲さんに負けたくない、って言ったじゃん！」

「それは勘違いだったわけだが、そこは無視するとして、なら百合姫に対たい抗こう心しんを燃やす理由は？」

「わかんないから！　ただ文化祭が終わったあとも、神園と花咲さんが恋こい人びと同士なんて、よくわからないけど、絶対ダメ！　イヤだ！　きっとずっとモヤモヤしちゃうから！」

　空野、まるで子供が駄だ々だをこねているみたいだ……。いじけているというか、拗すねているというか、微笑ほほえましくなる不ふ機き嫌げんというか……。

　察するに妬やいているのだろうけど、空野は感情の整理が苦手そうだし、自分ではよくわかっていないのかも。

　俺に対して不満を抱いているのは重々承知だけど、空野が怒おこってもまるで怖こわくない。むしろ妬いている姿がＴＨＥ・恋する乙女おとめで、ぶっちゃけ和なごむ。

「空野」

「むっ、な、なんなん？」

「俺はお前に退部してほしくない」

「────」

「言えないこと、隠かくしていること、ウソを吐ついているわけではないけど曖昧にしていること、自分での中でも答えがわからないこと、──空野に対して申し訳ないことが山のようにあるけど、これだけは、間違いなくありのままの俺の気持ちだ」

　刹那、空野が逡しゆん巡じゆんしたような感じがした。

　そして空野はベンチの近くに置いといたカバンから、一通の封ふう筒とうを取り出して──、

　──ビリビリに破いた。

「あたし、やっぱり退部なんてしない」

「理由は？」

「神園は、ギクシャクしても、ニジケンの仲の良さはその程度じゃ壊こわれないとか、いつかは直ると信じるとか、仮に直らなくてもやれることをやったら満足するはずとか。そんな可能性を提示したけど、あたしはそれらの本質っていうか、意図を正確に推おし量れるほど頭よくないんだよね」

「それで？」

「でも、神園とキスしたら、今までギクシャクしていたことも、それについて悩なやんでいたことも、バカらしくなった」

「俺とのキスってすごいな……」

「で、でも！　勘違いしてもらったら困るから！　あ、あたし！　か、かかか、神園のことなんて！　全然！　これっぽちも好きじゃないんだから！」

　…………。

　……、…………。

　あのあと、俺と空野は昇しよう降こう口まで一緒に行って、そこで解散した。

　空野は帰宅するけど、俺はまだ、百合姫に対してやるべきことが残っている。

「空野……ゴメン……」　と、廊ろう下かを歩きながらつぶやく。

　本当にゴメン、空野……。こんな女の子の気持ちを逆手に取った……、卑ひ怯きようなやり方でしか、お前を引き留められなくて……。ニジケンに、残せなくて……。

　俺にはこの方法しかなかったんだ。

　キスされたのは予想外でも、俺は、クズな男だから、神園心路が説得すれば空野継未はどこかしらで納なつ得とくしてくれると踏ふんでいたんだ……。

　最低だ、気持ち悪い。

　姑こ息そくだ、気持ち悪い。

　不潔だ、気持ち悪い。

　大切な女の子に同じ部活に残ってほしいからって、その子に対してタカを括くくるなんて。

　俺が空野の気持ちに気付いていることに気付いたあとで、罵ののしってくれても、蔑さげすんでくれても、怒ってくれても、かまわない……。

　それだけのことを、俺は空野にしでかしたんだ。

　他ほかのやり方なんて考えればいくつか思いつくだろうし、最悪の場合、雪村先せん輩ぱいに改めて協力を頼たのめばもっといい方法だってあったはず。

　それでもこの方法にこだわったのは、空野とニジケンを天てん秤びんにかけたからだ。

　ふざけるなって話だ。

　百合姫と空野のどちらを選ぶかを、どっちと付きあってもニジケンの空気が悪くなるという理由でやめたくせに、そのニジケンそのものと空野を比べるなんて。まるで空野を軽かろんじている。

　でも、けれど、だとしても、ニジケンは絶対に壊させない。

　ニジケンという部活と、ニジケンメンバー五人は、形あっての中身でもないし、中身あっての形でもない。月島と雪村先輩とは違ちがい、俺はニジケンこそが五人で、五人こそがニジケンだと思っている。

　一人のためにサークルを壊せないなら壊せないなりに、俺はその意味を思い知るべきだろう。そしてその結果が今の空野との会話で生じた罪の意識だ。

　ニジケンに空野は残ってくれるし、ニジケンの空気は明るくなるだろうし、中身も形も救われる傾けい向こうにあるけれども、決してそのための過程、それに至るための方法が誇ほこらしいというわけではない。

　むしろ、俺のやり方は汚よごれている。

　汚きたないやり方で大切で綺き麗れいなモノを繫つなぎとめることは、どうしようもなくどうしようもない。

　……想おもいを利用して付け入ったことを、……俺は一生、懺ざん悔げし続ける。

　いつか空野に嫌きらわれても、それは相応の報むくいだ。

　それでも俺は、ニジケンの部室に──、

　──、俺と百合姫と、月島と雪村先輩と、空野の五人で、揃そろっていたかったんだ。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺は後こう悔かいもするし、くよくよウジウジもする。そこまでたくましい人間じゃないからな。

　でも今はそれよりも優先すべきことがある。

　印象論だが、２ちゃんねるでウジウジ系主人公が叩たたかれる傾向にあるのは、ウジウジしているからじゃない。厳密には、ウジウジして他のことにまで支障をきたすからだ。

　なら俺は、神園心路は、ウジウジしながらでも、やるべきことはどんな手段でどんな結果に行きついたとしても完かん遂すいする。

　だから俺は今、待ちあわせ場所のウッドデッキに、幼おさな馴な染じみである百合姫の前に立っている。

「あはっ、待っていたよ、心路くん？」

　シン、と静まり返ったウッドデッキ。グラウンドに面しているから先ほど空野と眺ながめていたキャンプファイヤーも見えるけど、そこに集まる生徒たちの賑にぎやかな声なんて、まるで気にならない。それだけ俺は今、目の前のことに集中している。

　ウッドデッキで夜間に光るライトの白色も、全すべてを包むような夜空の紺こん青じようも、キャンプファイヤーの橙だいだい色いろも、今から百合姫と喋しやべることを思うと、どこか現実味が薄うすれていくようで、現実とは遥はるか彼方かなたに離はなれた世界にいるようだ。

　夜風は百合姫の綺麗な黒い髪かみを揺ゆらし、セーラー服の襟えりとスカートをはためかせて、二人の間を過ぎていく。

　なにゆえか、瞳ひとみは優やさしく、空気は穏おだやか。

　学校近くの線路で電車が通る音も、涼すずやかな秋の虫の音ねも、かろうじて瑞みず々みずしい緑色を保っている秋の草花の匂においも、なんとなく感傷的。

　嗚呼ああ、そうだ。

　俺はここで、百合姫と──。

「百合姫」

「なぁに？」

「きちんと、お前に対する返事は決めてきた」

「よかったぁ～。それじゃあ、改めて──」

　お互たがいに向きあう俺と百合姫。二人の距きよ離りは声が聞こえるほど近いのに、手を伸のばしても触ふれあえないほど遠い。

　その距離を、百合姫は一歩詰つめてきた。

　緊きん張ちようした面おも持もちで、ゆっくり深呼吸して、俺からなにがなんでも目を逸そらさないで、そして百合姫は真しん剣けんで、熱のこもった瞳で告げる。

「花咲百合姫は、神園心路くんのことが好きです！　付きあってください！」

　返事は最初から決まっている。だけど、本当に一番大事なのは、その言い方だ。ウソを吐いちゃいけないのは当たり前で、百合姫に優しすぎてもいけないし、必要以上に傷つけてもいけない。

　返事を上手く伝えるための手段、方法、過程。

　滑こつ稽けいだな。散々、新入部員の勧かん誘ゆう期間とか、コミケ合宿の時に、手段は目的を達成するための道具でしかないとか悪ぶっていたクセに、ここにきて、本当に一番大切な場面で、結果ではなく過程の方に意味を見み出いだすなんて。

　いい加減学習した。ひょっとしたら、これが成長というのかもしれない。

　手段や方法や過程は、限界まで悩むべきなんだ。自分にとって大切な人を大事にしたい時は、特に。

「なぁ、どうして百合姫は、俺のことが好きなんだ？」

「──心路くん……っ、その質問──」

　そうだ。雪村先輩には全てお見通しだった。彼女の言うとおり、この話を蒸むし返したら、間ま違ちがいなく百合姫は傷つく。イヤなことを思い出してしまう。

　今は客観視するために、あえて他人ひと事ごとみたいに心の中で言うけれども、好きな男子に、ずっと一いつ緒しよにいた幼馴染に、二次元の女の子じゃないとヤダ！　と拒きよ絶ぜつされたこと思い出させるなんて、すごく酷ひどいことだ。

　でも、それを知らないと、百合姫の気持ちを全部伝えられたなんて言えるわけがない。

「──心路くんは、初めて深夜アニメを観みた時、感動っていうか、興奮っていうか、──すっごくワクワクしなかった？」

「ああ、したよ。こんな夜よる遅おそくにアニメやってることにビックリして、昼間やってるアニメとなにか違うことに心を鷲わし摑づかみにされて、寝ねてる親を起こさないようにボリュームを下げて観ることに、ほんの少しだけ後ろめたさと緊張が混じった高こう揚よう感かんを覚えた。まるで、家のリビングで冒ぼう険けんに出発したみたいな気分だった」

「じゃあさ、初めて回らないお寿す司し屋やさんに行った時、どうだった？」

「今まで食べたこともないぐらい美味おいしい食べ物に、目をキラキラさせたな」

「初めてゲームセンターやカラオケに行った時は？」

「新しい世界に迷い込んだようで、目に映る全てが新しん鮮せんに思えて、興味を惹ひかれたな。そして同時に、心地よい緊張もしたよ」

「初めて少し高価なヘッドホンを買って、聞いてみた時は？」

「経験してきた全ての音となにからなにまで違って、本気で、新しい世界を知るってことを知った」

　なるほど。ここまで聞けば薄うす々うすわかる。

　俺は、百合姫の人生を、いい意味でも悪い意味でも、後あと戻もどりできないところまで変えてしまったんだ。彼女の価値観を、子供の頃ころだからきっと、本格的に形成される前に、別の世界を教えることによって変えてしまったんだ。

「──心路くんはね？　ヒメにそういうことを、何回も、何十回も、何百回も、教えてくれたんだよ？」

　女の子の幼馴染に、子供の頃から自分のオタク趣しゆ味みを布教して、その布教によって女の子が、○○くんすご～い、ってニュアンスで惚ほれてくれた。

　ビックリするぐらい、俺、っていうかオタク男子に都合がいいな。

　でもそれのせいで、百合姫は他に目を向ける子供ならではの好こう奇き心しんを失ったのかもしれない。視野が狭せまくなったというのだろうが、幼い時分にたくさんのモノに興味が持てないって……俺が百合姫にしたことの対価は計り知れない。

「心の底からワクワクした。心路くんにアニメやゲームを布教されるたびに、瞳を輝かがやかせるぐらい、宝箱を目の前にした時のような胸の高鳴りを感じた。心路くんと一緒にいるだけで、本当に自分の見ている世界が、ゼロから無限まで創つくり変わるような感じがした。ときめきよりも輝いていて、好奇心よりも純じゆん粋すいで、夢を見ることよりも夢みたいな、そんな特別ななにかを、ヒメは心路くんから受け取った」

　アニメやマンガやラノベでは、幼い頃からの一いち途ずな恋れん慕ぼの情を、純愛とかと称たたえるクセに、逆にそれを満たせていない、他の男子に気があるヒロインは貶けなされる。普ふ通つうの恋愛では純愛の方が珍めずらしいのに、現実の恋愛では好きな男子なんて、片思いのままなら一年やそこらで変わるのに。

　百合姫も……普通に育っていたら俺を好きにならなかったかもしれない。好きになっていても、一度ふられたらすぐに諦あきらめていたかもしれない。

　つまるところ、俺にとって百合姫は幼馴染だから出会った時から特別でも、百合姫の方から俺に関しては、彼女は最初から二次元チックなんじゃなくて、俺がそういうふうに影えい響きようを与あたえたんだ。

「新しい世界を見せてくれるのに、好きにならない方がどうかしてるもん」

　百合姫のそれは、自分のことだからこそ自覚できない。自分ではまともだと思っていても他人から見ればまともじゃないとか。他人は自身のことをまともだと思っていても自分からしてみればまともじゃないとか。そういうのはよくある話で、基本的に人間は、自分で自分のことをまともだと思っているし。

「天あま架かちゃんみたいなことを言うけどね？　ヒメは心路くんと一緒にいることが、世界一楽しくて、世界一幸せなの」

　そう言うと、百合姫は可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

　皮肉だ。オタクはよくアニメキャラみたいな女の子と付きあいたいとか考えることがあるのに、アニメキャラの真似まねをするということは、アニメキャラから遠のくことと同義なんて。

　百合姫はかなり二次元チックな言動をしているけど、あくまでそれはステレオタイプに近いモノ。アニメの女の子は二次元にいるから二次元チックなのであって、そういう性格が許されるのはそういう世界だからだ。

　アニメの女の子は、現実ではありえない個性を持っているけれど、それを作っているわけじゃない。でもそれを現実で真似することは、現実ではありえない個性って先に言っているわけだし、作る必要がある。

「それは……」

「うみゅ？」

「それは……子供の頃の出来事だから成立する話だ。今同じようなことを別の誰だれかにしても、そんなことは起きない……」

　そのはずなんだ。俺が百合姫に布教活動を行って、その行いに百合姫が恋愛感情を覚えたのは、喩たとえるなら小鳥の刷り込み。

　だから俺は、幼い頃の自分の過あやまちを、今度こそ正さないといけない。

　しかし百合姫は──、

「うみゅ？　そんなの知っているよ？」

「……えっ？」

「周りから見れば、ヒメはただ、オタクの男の子にあつかましい布教活動を受けて、真に受けちゃったチョロインだって、さすがのヒメも自覚してる。でも──」

「……でも？」

「子供の頃の思い出が武器と決め手になるのが、幼おさな馴な染じみの特権だよね♪」

　なんだ──。自分でもある程度はわかっていて、それでも百合姫は、そういうキャラクターを貫つらぬくのか──。

　当たり前だけど、俺の言っていることに間違いはない。俺と百合姫の布教と恋愛が成立したのは幼かったからだ。

　でも──、でも──、百合姫はそれを認めた上で、その事実すらも幼馴染の特権として武器と決め手にすると、覚かく悟ごしている。

　幼馴染なら男の子のことを一〇年近く想おもい続けているのが当たり前？

　そんなのはフィクションでの話だ、ふざけんな。

　誇こ張ちよう抜ぬきに、百合姫の俺への恋慕は病的だ。なのに百合姫は病的なことを、フィクションでは当たり前だけど現実でやったらトチ狂くるっていること、自覚した上で、それでもその方法で俺と恋こいをすると決意しているんだ。

　これはどっちなんだろう？

　幼馴染だから俺の布教がここまで影響を及およぼしているのか。

　俺の布教が影響を及ぼしたから、百合姫は幼馴染として覚かく醒せいしたのか。

　けれど、どっちにしろ俺の答えは変わらない──いや、変えられない。

「それでも俺は……百合姫とは付きあえない」

「────どう、して……？」

「俺は、どうして百合姫は、俺のことが好きなんだ？　って訊きかれた時、理由はないけど、それでもヒメは心路くんのことが好きなの！　って、もっと感情的でいてほしかった」

　話は空野の方に移るけど、それこそが、俺にとって百合姫は特別サイドで、空野が恋愛対象である理由だと思う。

　考えるまでも、悩なやむまでもない。

　俺は空野が好きだって自覚した瞬しゆん間かんはある程度わかるけど、好きになった瞬間はわからないんだぞ？　好きになったあとはともかく、俺と空野の間に、アニメ的マンガ的ラノベ的イベントはなかった。

　そういう作品では主人公にヒロインを惚れさせるために、それ専用のイベントを用意することが多いけど、俺と空野の間にそんなものはない。

　節目があってそこでゼロが一〇〇になったんじゃない。一緒に過ごすうちに、いつの間にか、気付かない速さで、俺は空野を好きになった。

　だから、つまり俺は、空野のことが好きだけど、そこに理由はない。

　好きだから好きなんだ。

「──人を好きになるのは理り屈くつじゃないって、感情に理由はいらないって、百合姫に言ってほしかった」

　そうすれば、俺にとっての空野と同じだったかもしれないのに……。

　俺の好きな女の子と、俺のことが好きな女の子を比べるなんて冷れい酷こくなことかもしれない。いや、絶対に冷酷だ。

　だとしても、百合姫の告白を振ふるなら、それは避さけては通れないことなのだろう。

　現実世界で恋愛をするなら、たとえそれが自分の意に反していても、必ずどこかで誰かと誰かを比べなくちゃいけない。

　それが、一人を選ぶということ。

　一人を選ぶということは、一人以外を選ばないということ。

　ゆえに……百合姫は泣いてしまった……。

「そんなの……わがままだよぉ……っ」

「…………っ、ああ、そのとおりだ……」

「ぐす、……っ、すん……、心路くんは何様なのって、……他の人に聞かれたら、言われちゃうよぉ……？」

「批判は受け止める……。悪口だって耐たえてみせる……。けど──」

　だって、おかしいじゃん。

　彼女は俺のことが好きだ。好きになられたんだからこっちも好きになってあげるべき。

　そんな道理がまかり通るなら、この世界から片想いなんてモノは消えている。

　誰かが誰かのことを好きになるのは自由だけど、好きな相手が自分のことを好いてくれるか否いなかも、また自由なはず。

　だからこそ、俺は百合姫に言うべきだろう……っ！

「……っ、恋愛において、価値観がすれ違ちがっているのは致ち命めい的てきだと思うんだ……っ」

　へたり込んでしまう百合姫。

　転んでしまった子供のようにわんわん泣いて、彼女のあどけない瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれだす。

　最低じゃないか。

　だって俺は──、百合姫のことを恋愛的な目で見られないだけで、幼馴染としては大好きなんだ。百合姫からしたら、幼馴染として大好きって事実が、恋愛の対象として見られていないということで、逆に苦しいのかもしれない。でも、事実なんだからどうしようもない！

　人は嬉うれしいのに悲しみを覚えたり、怒おこっているのに楽しさを覚えたり、自分で自分の感情を封ふう印いんすることはできても、感情を別の感情に取り換かえられるようにはできていない。

「ゴメン……、本当にゴメン……、百合姫……ゴメン……」

「……っ、心路くん……、…………ぁ、う、謝るぐらいなら優やさしくしてよぉ……、優しくするぐらいなら抱だきしめてよぉ……」

　いい加減、俺は何度百合姫を、幼馴染を泣かせれば気が済むんだ……。俺が百合姫と付きあえない理由は、恋愛感情が湧わかないからだとしても……っ、ならッ、その恋愛感情が湧かない理由は!?

　嗚呼ああ、簡単な話、フラグが立たなかった。

　一いつ緒しよにお風ふ呂ろとか、勉強会で添そい寝ねとか、プールで水着、祭りで浴衣ゆかたとか、物理的なイベントはたくさんあったし、ときめきを覚えなかったかと言えばウソになる。

　でも、全部が全部、身体からだのスキンシップ過ぎて、心の距きよ離りが縮まるようなイベントがなかった。

　百合姫は二次元としての体てい裁さいだけ求めて、三次元として必要なモノをなおざりにした。

　俺は、自分で百合姫のことを、幼馴染として好きだって自覚している。これでも幼馴染としては、好感度ＭＡＸだ。だからこそ、もうそこで限界なんだ。

　距離が縮まらない上に、これ以上仲良くなる余地がない。
















　けれど──、

　今日、百合姫に四度目の告白をされて、目の前で泣かれて、──、いや、それもあるけど、初めて百合姫から、花咲百合姫が神園心路を好きな理由を伝えられて、ようやく、スタート地点に立った気がするんだ。

「なぁ、百合姫……、確かに俺たちは近い距離にいた……」

「っ、ぅ、ぁ……、ぅ、ぅん…………」

「でも、俺も百合姫も、近いだけで背中合わせだったから、お互たがいの姿が見えなかったのかな──」

　俺も充じゆう分ぶんに自分勝手な人間だ。

　でも百合姫も、自分勝手というわけではないが、一つの物事に集中すると、周りが見えなくなってしまうように感じる。

　俺のが勝手なら、百合姫のは暴走。

　だからこそ、俺たちは何度も何度もすれ違い続けていたのかもしれない。

　──そして、

　何分が経たっただろうか。

「……、ゴメンね、心路くん？　みっともなく泣いちゃって」

「俺が百合姫を泣かせたんだ……。百合姫が謝る必要はない……」

　と、ここで、ウッドデッキから見える後夜祭のキャンプファイヤーが、もう少しで終わりそうになっていた。

　これで後夜祭の灯あかりが消えたら、完かん璧ぺきに今年の文化祭は終わり。

　物もの寂さびしくて、どこかノスタルジックな雰ふん囲い気きだけど、永遠に終わらない祭りなんてどこにもない。

　だから俺と百合姫の文化祭も、そろそろ終わりにしなくちゃ。

「どうして、百合姫は今まで、その……、お、俺のことを好きな理由を、言ってくれなかったんだ？　俺も心のどこかで聞きたくなかったから同罪だけど」

「小学生の時と、勉強合宿の時、あの時は気持ちを拒こばまれるだけで終わったよね？　でも、今日は、好きになった理由まで拒きよ絶ぜつされちゃったからだもん」

　そこから察せられる答えは一つ。

「百合姫は……怖こわかったのか？」

「うん、心路くんも怖かったんだよね？」

　お互いがお互いに怯おびえていたんだろうな。百合姫は好意を否定されることは我が慢まんできても、その理由を拒絶されたら、俺に対してどのような態度を取っていいかわからなくなるし。俺は、百合姫＝俺が好き、って構図があったから、彼女が俺のことを好きな理由を拒絶したら、本来当たり前だけど疎そ遠えんになりそうで。

　今にして考えてみると、アレは前振りっていうか呪じゆ縛ばくなのかもしれない。

　小学校の卒業式から高校入学まで、それこそまさに、俺が百合姫の告白を断って疎遠になっていたよな？　だから、もう一度疎遠にだけはなりたくない、同じことを繰くり返したくない、ゆえに俺も百合姫も、一番大切な部分から目を背そむけていたと考えればしっくりくる。

「ねぇ、心路くん。ヒメね、もうこの際だから直接訊こうと思うの」

「──、わかった」

「心路くんがヒメに恋れん愛あい感情を抱いだくようにするには、なにをしたらいいの？」

　さぁ、雰囲気は先ほどよりもシリアスじゃないけど、これの答えで全すべてが決まる。

　俺が百合姫にした告白の返事よりも──、

　百合姫の好意だけじゃなくて、その理由の拒絶よりも──、

　価値観のすれ違いの指し摘てきよりも──、

　全てのやり取りが、この答えで意味を持つか、意味を失うか、決まってしまう。

　もし、もしも、仮定の話で──、

　百合姫がオタサーの姫を辞やめるなら？　現時点でもオタサーの姫というよりは、元・オタサーの姫だけど、ヒロインとしての属性はオタサーの姫だとしておこう。百合姫はもともと、二つの意味、他の男子にチヤホヤされる自分を俺に妬やいてもらおうとして、加えてオタク男子を虜とりこにするあざと可愛かわいい言動で俺を萌もえ萌えさせようとして、オタサーの姫になったらしい。

　百合姫が二次元チックな言動を止やめるなら？　百合姫はとことん、理想のヒロインらしさを追求している。それはきっと、俺と百合姫の出会いと、百合姫の俺に対する感情の発ほつ端たんのせいだ。子供の頃ころに出会い、オタクコンテンツの布教によって惚ほれた。だから百合姫はどこか、恋愛の基準が三次元からずれている。子供にアニメは悪あく影えい響きようってほざくバカがいるけど、洗脳とかそういうんじゃなくて、アニメは俺と百合姫の共通の思い出だから、彼女の中で神聖化されている可能性もある。だからこそ、俺を落とす方法は考えれば他ほかにもありそうなのに、二次元チックな言動を選んだ。

　どっちもダメだ。

　その二つを止めれば、確かに百合姫は恋愛の対象になるかもしれない。でも、それじゃあ今までの百合姫の努力が無む駄だになる。傍はたからしたら最初から、無駄な努力しているなぁ～、って感じだったけど、本人は必死だったんだ。本人的には意味があったんだ。それを他の誰だれでもない神園心路が否定したら、本人的にも意味を失ってしまうんだぞ。

　ゆえに、変えるんじゃなくて、プラスする。

「百合姫は、今のままでいい」

「でもそれじゃあ……っ」

「変わらなくていいけど、プラスしてほしい」

「な、なにを？」

「ヒロインとしての属性、を」

「うみゅ!?　ヒメ、これでも幼おさな馴な染じみ、オタサーの姫、現げん役えき女子高生ラノベ作家って属性を揃そろえているんだよぉ!?　しかもしかも！　外見まで含ふくめたら、巨きよ乳にゆう、黒くろ髪かみロング、私服は童どう貞ていを殺す服、ニーソックスまで揃えているのにぃ!?　なのにまだ足りないの!?」

「足りない」

「今でも充分に属性の闇やみ鍋なべなのに、これ以上したらカオスになるよぉ!?」

「それでも、今の属性はかなり二次元染じみている。だから今度の属性は方向性を一新してリアルでも通用する属性を追加してみたらな～、って」

　そうそう、百合姫本人が言う幼馴染、オタサーの姫、現役女子高生ラノベ作家って、オタクにはクリティカルヒットする属性だけど、リアルでは中々通用しづらいじゃん。

　翻ひるがえって空野は、よく喋しやべる同じ部活に所属する隣となりの席の女の子だろ？　こっちはかなりリアルでポイントが高い。

　となれば、俺の提案もそこそこ的外れじゃないはず。

「むむむ……、わかった、ヒメ、心路くんに萌えじゃなくて好きを抱かせるために、頑がん張ばってみる！」

「なにを言えばいいかわからないけど、でも、俺は百合姫を否定するかもしれないけど、二度と俺に好意を寄せるなとは絶対に言わない。だから──」

「うん♪　ヒメは何度心路くんに拒絶されても、諦あきらめないもんっ」

　そうして、俺たちの文化祭は終わる。

　百合姫の告白から始まり、

　空野がモヤモヤして、

　月島と雪村先せん輩ぱいと一緒に計画を考え、

　百合姫とデートして、

　空野と店番して、

　月島の考え方を聞き、

　雪村先輩に自分の考え方を問われ、

　空野とキスして、

　百合姫が新しい属性を得るために決意した。

　オタクの恋こいはややこしい。

　オタクのやり方はメンドクサイ。

　オタクの計画は遠回り。

　そんなことばっかりを痛感する文化祭だった。

　でも──、

　──これでニジケンはサークラせずに済んだ。

　ニジケンは……存続して……、空野は、割り切れて……、百合姫は、指針を決めて……、これでニジケン文化祭騒そう動どうは、解決したはずなんだ……。したはず、なんだ……。なにかとても大切なことを忘れている気がする……。それでも、それでも、それでも、ニジケンが存続することが全てなんだ。

　オタ充じゆうという理想を捨てて、ニジケンを守れたんだから、嗚呼……、それでいいじゃないか……。

　でも、結局、

　さかのぼること九月二日の放課後、空野と店番の約束を取り付けたあと、月島と雪村先輩とのインカム越ごしの会話で言ったように、形ニジケンのために中身ニジケンメンバーを犠ぎ牲せいにするような、そんなイベントになってしまったなぁ。




　　　　◇　◆　◇　◆




　百合姫は電車通学なので、校舎の最も寄より駅である仙せん石せき線の小こ鶴づる新しん田でん駅で見送ったあと、俺は呆ぼう然ぜんと、隣に百合姫がいないのに、駅のホームで突つっ立っていた。

　百合姫は一度仙せん台だい駅に行ってから、今度は地下鉄に乗り換かえて帰宅する。だから彼女を見送った俺がいるのは仙台駅に向かう電車のホーム。

　しかしこの時間に市街地に行く予定の人は少なく、線路を挟はさんで向かいのホームと比べると、こっちのホームは人が少ない。数えたら片手で足りそうなぐらい。

「大切な女の子を唇くちびるで騙だますなんて、最悪な気分だ……」

　未いまだ、俺は空野の口づけの感かん触しよくを覚えている。

　未だ、俺の口には百合姫に告げた言葉が残っている。

　その時、仙台駅行きの電車が来るアナウンスが流れて──、

　俺は──、

　…………。

　……、…………。

　──うおっ、いきなり誰かにブレザーの首根っこの部分を摑つかまれて、後方に引っ張られた!?　痛っ～、手で受け身を取ったけど、勢いが強くてしりもちをついてしまった。おしりが痛い。

　誰だよ、こんなことするのは!?

「神園くん、電車が来る時は黄色い線まで下がるのが常識よ。あなた今、黄色い線の外側にいて、あと一歩踏ふみ込んでいて、あと一秒私が遅おくれたら、死んでいたわよ？　自殺して異世界に転生する気かしら？」

「…………雪村、先輩」

「あなた、目が死んでいるわね。死んだ魚のような目なんてレベルじゃなくて、余命を宣告された重病人みたいなレベルで」

「すみません、ちょっぴりボ～っとしていました。ぶっちゃけ百合姫を見送ってから、雪村先輩に引っ張られるまでの記き憶おくが、全部飛んでいるんですけど」

「──、少し、そこのベンチで話しましょうか」

　そして電車は誰も撥はねずに到とう着ちやくして、俺と雪村先輩以外、全員を乗せて出発して、ホームには俺と雪村先輩の二人きり。

　天てん井じようから白い蛍けい光こう灯とうの光が差す。寂さびしいなんてモンじゃない。ここでもし雪村先輩がいなかったら孤こ独どくと言っても差し支えないだろう。

　なんかよくわからないけど、頭の中が真っ白で、雪村先輩が優やさしく包み込むように握にぎってくれている手だけが、唯ゆい一いつの救いに思えた。

　なにかを考えることができなくて、できたとしても雲のようにふわふわした結論で、もしこのまま、重力が逆になって空に落ちるような感覚に身を任せたら、大変なことになるんだろうなぁ、と漠ばく然ぜんの極きわみみたいなことしか浮うかび上がってこない。

「神園くん、あなたは花咲さんと空野さんに、本人たちが傷つけられた！　って思っているかどうかは曖あい昧まいだけれども、自分の言うことならどこかで妥だ協きようしてくれると知って、見ている方が悲しくなるようなことをしたわ」

「見ていたんですね……」

「見ていたわ。だからこそ言える。あなたが一番押し潰つぶされそうじゃない」

　雪村先輩の声が、心に染しみる。優しくて、悲しそうで、気き遣づかってくれて、痛々しい誰かを癒いやすような声だ。

　……雪村先輩は、こんな救いようのない俺にでも、心配してくれているのだろう。

「自分でしたことのツケで押し潰されることを、一いつ般ぱん的には罰ばつって言うんですよ」

「あなたのは罰じゃないわ。もっと残ざん酷こくななにかよ」

　言うと、雪村先輩は酷ひどく同情するような瞳ひとみで、俺に続けた。

「神園くんはオタクなのに女の子の好意に敏びん感かんで、でもそのことが、必ずしもいいことじゃないのよね。そこは、私一人だけでも神園くんを理解してあげる」

　ああ、もうダメだ。

　感情が限界だ。

　特別な百合姫の前でも、好きな空野の前でも、後輩である月島の前でも、絶対に漏もらすことができない鬱うつ憤ぷんを、吐と露ろできるのは今しかない。

「ラブコメの鈍どん感かん主人公って……、女の子の気持ちに気付かないことが、全すべての免めん罪ざい符ふになると勘かん違ちがいしていると思うんですよ……っ」

「それは常々、私も思っていたわ」

「逆に女の子の気持ちに気付いたら、なにをやっても『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われるじゃないですか……っ!?」

　おかしいだろ……っ、ニジケン存続という唯一の目的のためにやるべきことをやっても、夢乃を連れて百合姫と文化祭を一いつ緒しよに回っても『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われそうで、空野と店番を一緒にしても『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われそうで、空野とキスしても『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われそうで、百合姫と別れても『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われそうで、鈍感であることが罪なら、敏感であることはその者に対しての罰なのか!?

　世界は……っ、現実は……っ、色いろ恋こい沙ざ汰た一〇〇％で回っているわけじゃないんだぞ!?

　他ほかにも大切なモノは、たくさん存在するんだ！

「そうですよ！　女の子の気持ちなんて知らない方がよかった！　鈍感であることがいかに男子の救いになっているか思い知った！　俺には、誰だれか一人のためにサークルを壊こわすなんてできないんです！」

「それは、なぜかしら？」

「決まっているじゃないですか！　仮に俺がニジケンを守るために百合姫を振ふれば、傷つくのは百合姫だけ。でも逆に、俺が百合姫と付きあってニジケンの雰ふん囲い気きが変わって、もしかしたら壊れるかもしれなくて、そうなれば百合姫一人のために犠牲になるのは三人です！」

　嗚呼ああ、俺は自己犠牲タイプの主人公じゃない。俺は、自分の好きなことを貫つらぬいて、その結果に罪悪感を覚える自傷タイプの人間なんだ。

　鹿かな目めまどかやルルーシュや、かなりマイナー作品の主人公だが及おい川かわ弥や代しろのように、結果のために自分を犠牲にして、周囲はハッピーエンドなんて、俺にはできない。

　結果のために、自分ではなく他者を犠牲にしてしまい、その犠牲を尊たつとぶように心の中で慟どう哭こくして罪の意識に堕おちていく。

　一というエンディングにたどり着くまでの道程で一〇を失う──滑こつ稽けいな人間だ。

　形ニジケンのために中身ニジケンメンバーを犠牲にするという矛む盾じゆんを抱かかえて、俺たちの文化祭は終わった。

　それはまるで、宝石箱を傷つけないために、入っている宝石を捨てるように。

「神園くんのその理論は矛盾して、破は綻たんしているわ。ニジケンという一が大切だから、花咲さんの好意と空野さんの懊おう悩のうという二つを無下にした。この時点であなたは救えるモノの数は気にしていないのに、ニジケンという一を守る理由が、一よりも多くのモノを守りたいからなんて」

「ええ、そうです……、自己矛盾です……。雪村先輩は、その……、最初から、わかっていたんですよね？」

「──そうね、きっと神園くんに任せたら、どう足あ搔がいてもニジケンのためにニジケンメンバーを犠牲にする結末にしかなりそうもなかったから、私はそれに気付いた瞬しゆん間かんから、ニジケンに関しては形のための中身って、そう思うようになってしまったわ」

　皮肉じゃないか。俺は雪村先輩の考え方に共感できなかったのに、彼女にそう考えさせてしまったのは、俺のせいだなんて。申し訳なくて、申し訳なくて、自分がいかに矮わい小しような人間かを痛感してしまう。

　でも、だからこそ、言えることが一つある。

「だったら、わかりますよね？」

「……ええ」

「女の子に好かれたから、その分は頑がん張ばれとか、その分は優しくしろとか、因果関係がまったくわかりませんよッッ」

「それは、なんか、もう、リアルも二次元も女の子から好かれることは喜ばしいことだ、っていう共通認にん識しきが出来上がっているせいね。当たり前のことに疑問を抱いだくのはいいことよ」

　なんなんだよ、リアルも二次元も。アニメでもマンガでもラノベでも、女の子が自分に好意を寄せていて、その女の子を守るために命を懸かける主人公がいる。日常モノでも、命は懸けないが女の子を守るために頑張る主人公がいる。それはとってもいいことだ。けれど、全員が全員、似たような行動を取るってありえないだろ。人にとって行動を起こすための価値観は十人十色で、人にとって大切なモノは千差万ばん別べつで。主人公たちは、女の子以外に戦う理由、大切なモノはないのか!?　特に長いことやっている作品ならなおさら、ヒロインと、彼女以外のなにかを天てん秤びんにかける展開があってもおかしくない！　ヒロインの命と世界の命運を天秤にかける展開はイメージしやすいけど、どの作品も最終的には両方を救っているじゃないか！　最終的には両方を救える葛かつ藤とうは、そもそも天秤として成立してないんだよ！

　なにが言いたいかって言うと……っ、俺が百合姫と空野、ニジケンという居場所を天秤にかけて、後者を選ぶのは必ずしも女の子の気持ちを無下にしたって非難されるモノなのかッッ!?

「好きになれって頼たのんだわけじゃないってのは、女の子が可哀かわい想そうじゃないかとか！　なら！　好きになられたらその女の子に全すべてを捧ささげなくちゃいけないんですか!?　初心うぶで一いち途ずで純情なら全てが許されるわけじゃない！」

　さっきと同じだ。好きになれって頼んだわけじゃない、ってなれば『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われそうで、女の子に少しでもつらいことをさせたら『お前あの子の気持ちを知ってるクセに』って言われそうで、……誰かから好かれることは一種の呪のろいだと思う。

「っっ、ハーレムアニメも、ラブコメマンガも、美少女ラノベも！　あの主人公たち、自分が誰かを選んだら自分たちの関係が終わるって気付いてないじゃないですか！　で、誰とも付きあわずになあなあの関係でエンディング？　そんなんでヒロインたちが満足するわけがないです！　仲良しグループで暴動が起きますよ!?」

　ハーレムは最高だよ。俺もそういう作品が大好きだ。でも！　絶対にハーレムだからこその負の一面だってあるはずなんだ！　オタク作品はエンタメだからしょうがないけど、現実で三角関係以上の恋れん愛あいをしたら、それ相応のマイナス、代だい償しようだってあるんだよ！　そのことをわかっていない主人公が多すぎる！

　一人を選んだら自分たちの関係は崩ほう壊かいする。だから俺と月島と雪村先せん輩ぱいは、今回の文化祭でクッソメンドクサイ遠回りなやり方で、百合姫と空野との関係を落ち着けようとしたんじゃないか。ハーレムラブコメの主人公ッ、お前らは三角関係以上の恋愛模様の維い持じが、どれだけ大変だと思っている!?　本来、ハーレムの維持っていうのはこういうことなんだよ！　なにも維持するための努力をしないでハーレム、俺たちの場合はニジケンっていうグループが永遠に続くと思うな！

　で、誰か一人を選んだらハーレム終しゆう了りようだからなあなあの関係でやり過ごすだと？　ラブコメの主人公、お前、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな態度で、本当にヒロインたちのことを大切に思っているのかよ!?　ヒロイン個人よりも、聞こえはすっごく悪いけどハーレムっていう居場所が大切だから、誰も選ばないって場合もある。だけどな！　ならそのために死に物もの狂ぐるいで抗あらがえよ！

「雪村先輩なら薄うす々うす勘かん付づいているんじゃないですか？　ニジケンっていうハーレムが羨うらやましい？　ああ、そうだ！　俺は自分でも自分を羨ましい状じよう況きようにいるなぁ、とは思っていましたよ！　でも自分の人生、女の子との色恋沙汰が一〇〇％なわけがない！　複数の女の子に好意を寄せられて困っているのはリア充じゆうの証しよう拠こ？　困るに決まってんだろ！　一人を選ぶってことは、他の全てを切り捨てるってことなんだぞ!?」

　印象論でオタク全員に当てはまるとは言えないが、よくオタクは自分が美少女に両りよう腕うでを左右に引っ張られて「○○くんは私のなの！」「違うから！　○○はあたしのだから！」とか言われることを夢見ている……気がする。けどそれって、結局はリアルの自分と作品内の主人公が別人だからだ！　究極的には他人ひと事ごとだからだ！　どれほど作品が素す晴ばらしくて主人公に感情移入できても、アニメならＴＶの画面、マンガなら一コマ一コマ、ラノベなら文章からイメージを膨ふくらませる光景って、作中の世界を鳥の視点のように俯ふ瞰かんしているんだよ！

　──現実は、正しいけど優やさしくはない。

「雪村先輩……っ」

「なぁに、神園くん？」

　雪村先輩が、珍めずらしく心が温まるような声こわ音ねで訊きいてくる。いつもクールで、冷静で、涼すずしげな口調で話すのに、今に限っては人の情の温ぬくもりが、これでもかってぐらい伝わる、愛いとおしそうな口調で喋しやべってくれる。

「俺は最低な人間で、今回の文化祭で百合姫と空野を弄もてあそんだわけじゃないですけれども、散々振り回しました……っ！」

「そうね」

「──ッ、俺が自分の意思で二人を振り回したのに、なんで俺が罪悪感を覚えているんですか……っっ!?　ニュース番組で、傷害事件を起こした犯人が『今では罪悪感を覚えています』って言ったら、ニュースを見ている人たちは『自分でやっておいてなに言ってんだこいつ』って思うでしょ？　それの規模が小さい版を俺はやったのに、それを自覚しているのに、なにゆえ俺は罪悪感を……!?」

「だから言ったでしょ、神園くん」

　刹せつ那な──、隣となりに座っていた雪村先輩は、俺の頭を抱だきしめてくれた。

　そして頭に片手を置いてくれて、もう片方の手で、俺の背中をさすってくれる。

「あなたはクズっぽい言動をするかもしれないでしょうけど、その性格に耐たえられるように心ができていないのよ」

「…………っ」

「他の人が今回の騒そう動どうの顚てん末まつを聞いたら、神園くんが指し摘てきするように『自分でやっておいてなに言ってんだこいつ』って言うでしょうね。でもあなたは、やったけれども、やりたかったわけじゃない」

「確かに進んでやりたかったわけじゃありません。でも、やったことには変わりないんです……」

「そうね──。神園くんはきっと、ハーレムアニメの主人公のように、ラブコメマンガの主人公のように、美少女ラノベの主人公のように、ハーレム……いいえ、ニジケンという場所をなんの努力もせずに存続させたかったのよね？」

「努力しないなんて、怠たい惰だです。勤勉じゃありません」

「でも今回の文化祭に限っては、努力しないことはいいことよ。だってもしそうなら、努力して解決すべき問題が皆かい無むってことだもの。けれど、残念ながら今回の文化祭では、努力が必要になってしまったわね」

　雪村先輩はそう言って、俺のことを肯こう定ていしてくれるけれども、そして俺は彼女の言うことに理り屈くつでは納なつ得とくできそうになるけれども、嗚呼、ダメだ。感情が、いくら理屈で肯定されても自分のことを責め続けろと囁ささやいてくる。船ふな酔よいのように気持ち悪くて、四〇[image: ℃]以上の熱を出した時のように朦もう朧ろうとして、病気の前兆のように目眩めまいがして、どうにもこうにも、不安で不安でしょうがない。

「神園くん、今度は私の愚ぐ痴ちも聞いてもらってもいいかしら？」

「珍しいですね……。雪村先輩は、なんていうか……愚痴りたいことはあるかもでしょうけど、他人に吐はくまでもなく、自分で解決できる人だと思っていましたので……」

「私もね、最初、神園くんと同じことを考えていたのよ」

「同じことって、具体的には？」

「花咲さんも、空野さんも、神園くんのことが大好きだから、あなたが必死に説得すれば必ずどこかで妥だ協きようしてくれるって。正直、私が提案した作戦よりも、早く、簡単に、確実に、問題を解決できたでしょうね」

「だから事実、俺はその方法で──」

「でもそれって、神園くんのことを考えていないように思えたのよ」

　なにを言っているんだ、雪村先輩は？　なにゆえ俺のことを勘かん定じように入れる必要がある？　大事なのはニジケンを存続させることで、そのために百合姫と空野をどうにかすることで、俺はそのための人員、いつもの俺の考え方で言うと、俺自身ですら目的を達成するための道具でしかないのに。

「神園くんはニジケンを存続させたくて、私も同じようにニジケンを大切に思っていた」

「そうですね、きっと雪村先輩は俺以上に」

「で、私の考え方とは違うけれど、神園くんが言うにはニジケンという部活あってのニジケンメンバー五人ではなくて、ニジケンという部活＝ニジケンメンバー五人なのよね？」

「そうですけど、しつこいですよ」

「なら、神園くんが言うニジケンメンバー五人に、あなたは神園心路という自分自身を含ふくめていたのかしら？」

「あっ……」

　そうか……。そういうことだったのか……。本当に、滑こつ稽けいだ。乾かわいた笑いがこみ上げてきそうだ。形ニジケンのために中身ニジケンメンバーを犠ぎ牲せいにするような、そんなイベントになってしまったなぁ──だと？　そりゃそうだ。俺からしたらどうでもよくても、他の四人からしたら、神園心路が含めていなかったニジケンメンバーである神園心路が、犠牲になっているんだから。

「私は不安だったのよ。その方法を選んだら確かに簡単に問題を解決できるでしょうけれど、神園くんが花咲さんと空野さんに罪悪感を覚えて、文化祭が終わったあとに、ニジケンに顔を出さなくなったらどうしよう、って」

「だから、マンガ喫きつ茶さって出し物を決めた次の日の朝の話しあいで……」

「ええ、そうよ。神園くんが二人に対する申し訳なさでニジケンに現れなくなるよりは、二人を振ふり回すことになっても、最終的にはニジケンの部室に五人が揃そろうような作戦を私は選んだ」

「すみませんでした。俺が雪村先せん輩ぱいの言うとおりに動いていれば……」

「謝る必要はないわよ。私の作戦が通用したかもしれないのは、途と中ちゆうまで。空野さんに私と神園くんの文化祭前夜の密会が知られたタイミングより先は、私の作戦ではどうやり繰くりしても上手うまくいかなかったもの。なら、神園くんのやり方にチェンジして正しいわ」

　雪村先輩の言うとおりなら、確かに俺と雪村先輩の密会が空野にバレた時点で、もともとの作戦は上手くいかなかっただろう。だから俺のやり方の方が結果的には選んで正しかった。でも、それってさ、結果論なんだよな。今までの俺が優先してきた結果というモノを重視している考え方で、今の俺が大切に思えてきた過程というモノを蔑ないがしろにしている論じ方。なんだか複雑な感情だ。結果だけを重視して、今回の文化祭のエンディングをいいと認める俺と、過程を重視して、今回の文化祭のエンディングをどこか認められない俺がいる。二つの自意識が混ざりあって、一いつ緒しよくたになって、最終的には台無しにするような、そんな不完全燃焼が俺の心の片かた隅すみで起きている。

「でもね、大だい丈じよう夫ぶよ、神園くん」

「……なにが大丈夫なんですか？」

「言ったはずよ。私にはまだ挽ばん回かいする方法があるって。そのために、花咲さんから自分を好きな理由を訊きいてきなさいって。そしてきちんと、神園くんは花咲さんと向きあって、その理由を聞いてきた」

「それがなんだっていうんですか……？」

「あれはもともと、ニジケンを存続させる一つの要因として訊いてきなさい、って意味だったわ。でも、今となっては違う意味を持っていて、それが、きっと明日や明後日あさつて、近日中に、神園くんに報むくいをもたらすはずよ」

　報いって言われても……、俺が百合姫から好きな理由を聞いたことが、一体なにを引き起こすっていうんだ？　あと、報われるっていうプラスな意味なのか、報いを受けるっていうマイナスな意味なのか、雪村先輩は明言しないし。

「だから神園くん、私からあなたに言えることは、結局、この一つに収束できるのよ」

　言うと、雪村先輩は俺の頭を身体からだから離はなして、俺の肩かたを摑つかんで強制的に向きあわせる。

　優しそうな瞳ひとみで、慈じ愛あいに満ちた声で、痛々しい誰だれかを癒いやすような、見る者全員を救うような表情で、雪村雫しず九くは俺に伝える。

「神園くんは内ない罰ばつ的な人間だから、これから花咲さんや空野さんと会うたびに、罪悪感を思い出すと思うわ。でも同時に、ニジケンに足を運ぶたびに、自分が罪悪感に押し潰つぶされそうになっても存続させた居場所の尊さを実感するとも思う」

「────」

「苦しい思いをしたから、守ったモノを普ふ通つうよりも、より、大切に思えるはずよ」

「────」

「それとね、神園くん」

「────」

「あなたはニジケンを存続させたことに対して罪悪感を覚えているでしょうけれども、結果はどうあれ、ニジケンを存続させたってことは、私の居場所を守ってくれた、私の願いを叶かなえてくれたってことよ」

「雪村、先輩──」

「──だからね、神園くん、ニジケンを繫つなぎ止めてくれて、ありがとうね。──これは、ほんのお礼よ」

　そして、雪村先輩は、俺の頰ほおに、キスをくれた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　金曜日は終日、文化祭準備の日で、土曜日は文化祭一日目で、日曜日は二日目で、生徒たちが学校に、再び普通の日常として登校するようになるのは、振ふり替かえ休日である月曜日を越こした火曜日からだ。

　できれば永遠に忘れておきたかったのだが……ニジケンの部室の片付けって、まだ終わっていないんだよなぁ。ドリンクバーのサーバーだけは、雪村先輩が学校を通じてレンタル業者に返へん還かんしたけれども……、他の片付けが……。ていうか雪村先輩、後始末をさせる形になってしまい、本当にすみませんでした……。

「あっ、月島、お待たせ」

「ココロ先輩、おっ疲つかれニャ～ン！」

　月島め、放課後の学食だからって優ゆう雅がにテーブル一脚きやくをまるまる占せん領りようしやがって。

　いや、しかし、そっちの方が、俺の座るスペースが空いていて都合がいいことはいいんだけど。

「雪村先輩に言われてきたんだけど、なにが始まるんだ？」
















「それはこのノーパソを見ていればわかるニャン」

「いつものように監かん視しカメラの映像か……。場所は……ニジケンの部室？」

　月島のノーパソのディスプレイに映っていたのはニジケンの部室で、文化祭のために模様替がえしたままのテーブルとか椅い子すの位置を変えずに、百合姫と雪村先輩と空野がそれぞれくつろいでいた。百合姫はラノベを読んで、雪村先輩はＰＳＶｉｔａでたぶんギャルゲーでもしていて、空野はスマホ。

「なにこれ？　俺がいない時のニジケン部室って、なに喋しやべっているかわからないから怖こわいんだけど……」

「心配しなくていいニャン。──コホン、ゆきむー先輩、始めるニャン」

「って、またインカムか……」

　すると、ノーパソのディスプレイの中の雪村先輩が会話を切り出すが……ってことは、時を同じくしてニジケンの部室の方でもなにかが始まったのか。なにか、ってのがなにかは知らないけど。

『唐とう突とつだけれども、ところで花咲さんって、神園くん以外のニジケンメンバーをどう思っているのかしら？』

『うみゅ？　う～ん、天架ちゃんは面おも白しろい子って感じで、雫九先輩は頼たよれる先輩で、継未ちゃんは……仲のいい友達かな♪』

『それって上手い言葉が見つからなかったから、仲のいい友達って言っておけば、実際はそう思っていなくても乗り切れる──とか、そういう打算で言ったんじゃないわよね？』

『雪村さん!?　それをあたし本人がいる前で訊きくとか失礼だから！』

『ううん、本当に継未ちゃんのことは、少なくともヒメは友達だと思っているよ？』

『理由を訊いてもいいかしら？』

『そりゃあ、ヒメは心路くんのことが好きだから、ちょっぴり妬やいちゃうこともあるけど、でもね？　心路くんが好きだからって、心路くんの近くにいる女の子が全員きらいとか、そんなことおかしいもん』

『あら、そうなの？』

『仮に、もしもの話だよ？　もし継未ちゃんが心路くんを好きになって、ヒメの恋こいのライバルになったとしても、ヒメは……モヤモヤするし、す～っごく悩なやむだろうし、ヒメ自身が望んでいなくても継未ちゃんとギクシャクするかもしれないけど、でも、だからって、進んで継未ちゃんとケンカしたいとは考えられない』

『へぇ、そんなふうに言うなんて、なにか花咲さんの中で変わったりしたのかしら？』

『ヒメ、後夜祭で心路くんに振られちゃったけど、その時ね？　心路くんが初めて、ヒメが心路くんを好きになった理由を訊いてくれたの』

『『────』』

『悲しかったし、つらかったし、心が苦しかったけど──、相手が恋れん愛あいという意味で好きな人でも、友達という意味で好きな人でも、本音でぶつかることは、むしろ好きな人が相手だからこそ大切なのかなぁ、って考え始めるようになって──』

『花咲、さん……』

『きっと、ケンカして二人の仲がギクシャクすることと、本音をぶつけあうことは、時によっては同じ結果をもたらすかもしれないけど、必ずしも一〇〇％同じ意味じゃないと、ヒメは考えられるようになったかな♪』

『数学の集合で言う共通部分ね』

『なんで雪村さんはこのタイミングで無機質なことを言うん!?』

『あはっ、とにかく、だからね？　もし継未ちゃんが心路くんを好きになって、前に進むために本音をぶつけあうことはあっても、自らが望んでケンカするってことは、絶対にないよ？』

『うぅ～、花咲さん、聞いているこっちが恥はずかしいからぁ……』

『つまり！　変なたとえ話になっちゃったけど、そのぐらい、ヒメは継未ちゃんと、お友達でいたいなっ』

『──で』

『うみゅ？　で？』

『花咲さんがここまで告白したのだから、空野さんも花咲さんをどう思っているか言うべきよね？』

『うえ!?　あたしも!?』

『当然よね。ねっ、花咲さん？』

『うんっ、ヒメも継未ちゃんから聞きたいな』

　数拍はく溜ためて、空野は語り始めた。

『あたし正直、以前まで花咲さんのことを頭空っぽで、神園以外のことがあまり目に見えていない人だと思っていた』

『ふぇ～、継未ちゃんが正直者すぎるよぉ～っ』

『そうそう、そういう言動が。──でも』

『うぅ～、でも？』

『やっぱり花咲さんはあたしよりも先輩で、正直、あたし、花咲さん以上に、大切なコトがわかっていなかった』

『『────』』

『花咲さん今、あたしがもしも神園のことが好きだったら～、ってたとえ話を出したから、あたしもそれでたとえるけど、あたしが仮に、仮にだよ？　もしも神園のことが好きになって花咲さんと三角関係になったら、ケンカすらできなくて、ましてや本音でお互たがいが納なつ得とくできるまで話しあうこともできなくて、ただ全部を一人でモヤモヤさせて、自分に都合がいい言葉で自分を騙だまして、もしかしたら、退部とかするかもしれない』

『ふぇ!?　そ、そこまで!?』

『──うん、でも、たった今花咲さんがあたしのことを色々告白してくれて、ちょっぴり今のままの考え方じゃダメだって思ったから。恥ずかしいから一回しか言わないけど、今の花咲さんの言葉を聞いて、あたし、花咲さんを、その……、なんて言うか……、尊敬、は、言い過ぎにしても……憧あこがれるようになったから』

『オタサーの姫ひめなんかに憧れたら、継未ちゃんがダメダメになっちゃうよぉ!?』

『そうよ、空野さん。あなたが考え方を花咲さんに影えい響きようされていい方向に変えるのはいいことだけれども、オタサーの姫に憧れるって……言葉にしづらくて悩むけれども、なんか、人間として落ちた感があるわ』

『今度は流石さすがに、ヒメの方に言い過ぎだよぉ!?』

『いやいや！　いくら憧れるって言っても、あたしはオタサーの姫なんかにはならないから！　憧れているのは友達に対する接し方だけだから！　ステレオタイプなオタサーの姫って、あたしからしたらなんかイヤなイメージしかないし！』

　と、そこで──、

　月島は監視カメラの映像が映っているウィンドウは閉じなかったものの、三人の会話を消音して、俺に言う。

「ココロ先せん輩ぱいは自意識過か剰じようだニャン」

「そうだな──」

「ココロ先輩に問題を出すけれど、この監視カメラの映像を見る前の状態に戻もどって、答えてほしいニャン」

「──ああ」

「三角関係に、ココロ先輩とヒメ先輩とつぐみん先輩との関係に、人間同士の関係性の矢印は何本あると思うニャン？」

「二本だ。俺と百合姫の間にある関係性と、俺と空野の間にある関係性の矢印で」

「なら、この映像を見たあとに、同じ答えを言えるかニャン？」

「言えないな。この映像を見て、百合姫と空野の間にも、間ま違ちがいなく確かな絆きずながあるって、本当に今さらだけど気付いたから、答えは三本だ」

　本当に、哀あわれだ。俺は本当にバカだ。

　三角関係って言われて、なんとなくイメージで、主人公とヒロインＡ、主人公とヒロインＢの二本の関係性の矢印を考えたけれども、ヒロインＡとヒロインＢの間にも、関係性はあるんだ。

　普通、その間の関係性は、憎にくしみだったり、怒いかりだったり、嫉しつ妬とだったり、殺意だったりするかもしれないけど、百合姫と空野の間の繫つながりは違う。それを、今、映像で見せつけられた。

　俺が言うと、やっぱり例のごとく、お前女の子の気持ちを知っているくせに上から目線で～、って突つっ込まれるけど、俺はもちろん、月島も、雪村先輩も、百合姫と空野の間にある繫がりを恋の友達ライバルって、言うだろうな。

「でもこれで、ツッキーたちがニジケンを壊こわれないように、ヒメ先輩とつぐみん先輩の間を不安定にさせない、って作戦が、全部、茶番になっちゃったね」

「は？　なにゆえ？」

「えっ？　だって、結局ツッキーたちが裏工作するまでもなく、意外とヒメ先輩とつぐみん先輩の仲がよかったわけだし……」

「いや──、俺は違うと思うよ」

「ニャン？」

「全部というわけじゃないけど、八割ぐらいは今回の文化祭、雪村先輩の計画どおりに進んだと思う。それで、俺は百合姫と空野と、別個にコミュニケーションを取ったけど、俺は二人と接してニジケンを存続させる難しさを知ったし、百合姫は俺と接して本音でぶつかりあうことの大切さを知ったし、空野は俺と接した百合姫と、たった今話しあって、百合姫のことを認めるようになった」

「つまり？」

「今の時点でニジケンが壊れなくても、文化祭が始まる前の状態だったら、ニジケンは壊れていただろ？　だから茶番じゃないよ。たぶん、百合姫と空野が本当の意味で仲良くなったのは、たった今だろうしな」

「ニャるほど。二人の仲を進展させたって意味では、茶番じゃなかったかもね」

　そう結論付けると、月島は別の話を切り出す。

「そういえばココロ先輩、ゆきむー先輩に、俺は百合姫が望むように、月島の考え方と雪村先輩の考え方、相反する二つの考え方を許容した上で、空野が何事もなく笑えるような、そんな文化祭のエンディングを目指します──って言ったそうニャンね」

「ああ、言ったな」

「確かに、ヒメ先輩はココロ先輩と別れることになっても、お互いに歩み寄る、恋こい人びと同士って形式に拘こだわらず、本当の意味で親密になるって意味なら、彼女が望んだエンディングになったかもしれない。つぐみん先輩の方も、結果的には今、本当にニジケンで笑っているニャン。けど──」

　本当に不思議そうな顔の月島。

「ツッキーの考え方と、ゆきむー先輩の考え方。間違いなく二つは相反しているのに、どうやって許容する予定だったんだニャン？」

「予定なんかじゃないぞ？　現時点で、まぁ、結果オーライだけど、許容している」

「ほほう、具体的には？」

「春にニジケンが始まって、もう夏も完かん璧ぺきに終わって、名残なごりすらなく、文化祭が終わったけど──、変わったモノはたくさんあったよな？」

「そりゃ、まぁ」

「でも結果論だけど、ニジケンはサークラしなかった」

　春の始まりと、夏の終わり。

　変わっていくモノはたくさんあった。

　俺は四月の時点で、百合姫に対して、計算し尽つくすタイプと評して、『流石の俺も、自分からオタサーの姫という地じ雷らいを踏ふみ抜ぬく勇気はない』と、感想を抱いだいた。

　しかし今では、オタサーの姫が地雷なんて、考えていない。

　俺は四月の時点で、月島とは年ねん齢れいが離はなれているから付きあえない、みたいなことを思った。

　しかし今では、本人に対して可愛かわいいみたいなことを言っちゃっている。

　俺は四月の時点で、雪村先輩を見て、個性が超ちよう強いから、実は（他人の気持ちがわからなそうだなぁ）と穿うがった目で見ていた。

　しかし文化祭まできて、彼女がニジケンを大切にしていることがわかった。

　俺は初めて空野と一いつ緒しよに下校した時、空野がカノジョになってくれるのは、なんかいい……って妄もう想そうした。

　けれど夏休みの時には、空野は特別じゃない気がする、って不安になって、だけど文化祭で、最終的にはキスまでしてしまった。

　だからきっと──、

「──ニジケンは変わらないけど俺たちは変わっていく」

「なるほど、ね。言葉遊びだけど、そこまで的外れでもないニャン」

「雪村先輩は変わることを怖こわいって言って、中身よりも形を重視した」

「で、ツッキーは、変わることを面おも白しろいと感じていて、形よりも中身を重視しているのは間違いないニャン」

　そうだ──、月島からしたら形よりも重視している中身俺たちが変わって、雪村先輩からしたら中身よりも重視している形ニジケンが変わらない。ウィン・ウィンの関係じゃないだろうか？

「ねぇ、ココロ先輩、ニジケン、二学期にもみんなが集まれそうだね」

「そう、だな……」

「声が震ふるえているニャン。友達グループが五人、誰だれ一人ひとり欠けることなく危機を乗り越こえたなら、安心するのは普ふ通つうニャン。ほっとして泣いてもいいんじゃない？」

「泣かないぞ？」

「でもでも、女子高生って、些さ細さいな人間関係のもつれでも、意味不明にみんなの前で泣きじゃくるイメージがあるニャン。具体的に学校の合唱コンクールで優勝できなかった時とか、女子ってちょー泣くニャン」

「俺は女子高生じゃないし、それ、かなり酷ひどい偏へん見けんだぞ？」

「でも、ここでココロ先輩が泣いても、ツッキーは意味わかるニャン」

　すると月島は立ち上がって──、

「ツッキー、ちょっとおトイレに行ってくるニャン。戻るまで、五分ぐらいかかるかも」

　マイペースなヤツだな。でも、今はそれがすごくありがたい。

　で──、月島がおトイレに行ったあとに、俺は学食に残って、ただぼ～っとしていましたとさ。

　ニジケンを守れたことに安あん堵どして、緊きん張ちようの糸が切れて涙なみだが溢あふれるわけもなく、結果に納得いかなくて今までのことを蒸むし返すように頭を悩なやますでもなく──っていうか、一昨日おとといの雪村先輩の時と同じ比ひ喩ゆを使うけど、俺が泣くって、犯罪者が犯行をしたあとに罪悪感で涙を流す行こう為いの規模が小さい版だから、周りからしたら『自分でやっておいてなに泣いてんだこいつ』って突っ込まれてしまう。

　いくら涙が溢れそうでも、周りからしたら意味不明だから泣かないぞ？

　でも──、

「意外と俺、ニジケンのことが大事だったんだな」

　そして──、

「誰も欠けなくてよかった」

　おかしいなぁ、誰も退部することなく、誰も憎ぞう悪おを交えるレベルのケンカをするわけでもなく、文化祭が終わった今となっては誰もギクシャクしてなくて、そんな文化祭前と目で見える部分はなにも変わっていない日常が戻ってきたとなると、微笑ほほえましい気持ちになって、たぶん実際に、微笑んでいるよなぁ。鏡ないからわからないけど。

　そういえば──、

「昔の百合姫って、オタクになる前の百合姫って、優やさしい女の子だったな」

　空野のことを百合姫が友達って明言した時、気き恥はずかしいからおちゃらけて言うでもなく、ましてや言葉にしなかったわけでもなく、多少ほんわかした雰ふん囲い気きだったけど、まっすぐに伝えた瞬しゆん間かん、百合姫に魅み力りよくを感じた。

　優しい女の子。

　それはきっと百合姫自身も気付いていなくて、今までの百合姫が演じていたオタサーの姫とか幼おさな馴な染じみとか現げん役えき女子高生ラノベ作家とか、そういう属性と比べたら全然キャラが弱いけど、きっと、リアルなら一番輝かがやける属性だ。

　──、百合姫と空野は、恋こいのライバルになっても、本音はぶつけあうが、憎しみみたいなマイナスの感情をぶつけあうケンカはしない、みたいなことを言った。

　なら俺はもう、ニジケンの仲のよさを、もっと信じてみてもいいんじゃないか？

「ああ～、一昨日、最終的に両方を救える葛かつ藤とうは天てん秤びんとして成立しないなんて、心の声で言ったのに、まさかたった二日で俺にブーメランしてくるとは……」

　俺が百合姫と付きあっても空野がいずれ祝福してくれるなら、もしくは俺が空野と付きあっても百合姫がいずれ祝福してくれるなら、もう俺は、ニジケンの雰囲気が険悪になるから、なんて理由で選ばないわけにはいかない。

　特別な百合姫を選ぶか。

　好きな空野を選ぶか。

　あるいは──、

「月島は一応、俺のことが好きらしいんだよなぁ……。あいつが入部した初日に告白されたし……。で、雪村先せん輩ぱいは──」

　意外なことに、俺が雪村先輩のことをどう感じているか、自分でも中々言葉にできない。

　本当はいけないことだけど、好感度を数値で表してみると、百合姫は特別一〇〇で、優しい女の子って属性を身に着けかけているから好意は五で、合計一〇五。空野は特別が〇の代わりに、好意は一〇〇で、合計は一〇〇。でも雪村先輩って──、あの外見と、頭脳明めい晰せき、運動神経抜ばつ群ぐん、大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようって属性を持っていて特別感がない方がおかしいし。ニジケンのことを大切に思っている性格のよさは、正直いい女の子で、異性としてドキドキしたことは何度かあるし。一昨日、俺、雪村先輩に初めてイタズラって意味合いじゃなくて抱だきしめられたし……、頰ほおにだけどキスされたし……、……、……。

「えぇ……、意外と百合姫よりも先に、特別と好意の両方を揃そろえていたのって、雪村先輩だったのか……？」

　が、しかし、よくよく考えてみれば雪村先輩は特別が四〇で、好意も四〇ぐらいな気がするし、合計を比べたら二人の方が圧あつ倒とう的。

「まぁ、にしても──」

　本当によかった。

　誰も欠けることがなくて。

　傷つけてしまったモノはあっても、壊こわれたモノはなにもなくて。

　二歩進んで一歩さがるような、そんな俺たちニジケンだけど、夏休みまでは言葉にできなかっただけで、もしくは自分でも気づいていなかっただけで、全員が全員を大切に思っていたことが、本当に嬉うれしかった。

　泣くわけにはいかないけど、安心して、気を緩ゆるめたら一筋の涙が頰を伝いそうで──、

　気を緩めるわけにはいかないから顔を引き締しめようにも、微笑みが零こぼれて──、

　百合姫と空野が友達だってことがハッキリして──、

　月島と雪村先輩もこれで、晴れやか気分でニジケンに集まれて──、

　永遠に変わらないモノはないけれど、変わっていくことが正しいモノもある。

　だからさっきも言ったけど、ニジケンは変わらないけど俺たちは変わっていく。

　俺と百合姫の関係性も、俺と空野の関係性も、そして百合姫と空野の関係性も。

　月島の俺に対する特別と好意も、俺の雪村先輩に対する特別と好意の両方も、雪村先輩のニジケンに対する気持ちも。

　そして、少なくとも俺は、永遠に変わらないモノはないかもしれないけど、永遠に壊れないモノは、ある気がする。

　あいにく、俺は駅のホームで話した雪村先輩との会話で、ハーレムは好きだけど、現実では無理って、最初からわかってはいたけど、無理なことを前提にどうにかしようとしても、どのぐらい困難かを知った。

　だから、誰を選ぶにしても、きちんと結論は出す。

　一人を選ぶことは、一人以外を切り捨てることだって知っているけど、選んでもサークルクラッシュしないなら選ぶべきだ。

　サークラしないって、──本音を言うと少し壊れないかなぁ、って不安だけど、百合姫は空野のことを友達って思っているらしいし、空野も百合姫の一部分だけだけど憧あこがれているらしいし、なら俺は、サークラしないって信じるための根こん拠きよが乏とぼしくても、信じたいことが信じることの根拠って言い張って、最終的には一人を選ぼう。

　ああ、確かに、雪村先輩の言うとおり、俺は報むくわれたのかもしれないな──。

　もしかしたら、オタサーの姫と恋ができるかもしれない。




　　　　◇　◆　◇　◆




　そして文化祭から少し経たって、秋休みを越し、二学期に突とつ入にゆうした小鶴新田中学高等学校の部室棟とう三階、一番隅すみのニジケンの部室では──、

「ツッキーの誕生日は九月一八日だニャン」

「えっ、月島の誕生日って秋休み中だったのか!?」

　そうそう、俺って八月二五日三巻一章の時点で、そういえば月島の誕生日っていつなんだろう？　そのうち訊きいてみよう。って雑感を抱いだいていて、ちょうど今日、そのことを思い出したからちょっと訊たずねてみれば……まさかもう過ぎていたとは……。

「二期制の学校の秋休みって、一学期と二学期をわけるという名目で作られているだけだから、ほとんど休みなんてないも同然。長くても四日ぐらいで終わるのに、そこにヒットしてしまうなんて、月島さんも可哀かわい想そうね」

「可哀想なんて言わないでほしいニャン！　そういうゆきむー先輩はいつなんだニャン!?」

「私は二月四日よ」

「ぷークスクス、高等部の三年生は自由登校に突入しているはずだから、ゆきむー先輩が部室に現れるかどうかも怪あやしいニャン！　ツッキーのこと可哀想なんて言えないニャン」

　確かにウチの学校の高等部の学年末試験って、三年生に限って言えば一月の下げ旬じゆんにあるからな。そこで補習にならなければ当然問題ないし、そもそも、学年首席の雪村先輩が補習になんてなるわけがない。

「ちなみに神園の誕生日はいつなん？」

「えっ、俺？」

「うん、いいじゃん。別に教えても減る感じでもないから」

　と、空野が俺の誕生日をやたら積極的に訊いてくるけど、やはり空野、文化祭が終わってから『アレ』な気がする……。

「心路くんの誕生日は一〇月二〇日だよ♪　ちなみにヒメは四月八日で、もう過ぎちゃっているけどね……」

　そうなんだよなぁ。お祝いしようにも、百合姫の誕生日は誠まことに残念なことに、この学校の入学式よりも前だから、そのタイミングでは俺と百合姫はまだ再会していなかったし。

「海原先生って今は部室にいないけど、次に会った時に訊いてみたらまずいかニャン？」

「ヒメはよく耳にするけど、人間、二〇歳はたちを超こえると誕生日に対してだんだん特別感が薄うすれてきて、年ねん齢れいを重ねるのがイヤになるらしいし、訊かない方がいいんじゃないかな？」

「確かに、人間は二〇歳になったら、その分だけ一九回も誕生日を繰くり返しているってことだものね。私も今一七歳で、一六回繰り返しているけれども、普通に飽あきてきたわ」

「うえ!?　み、みんな誕生日に対して幻げん滅めつしすぎだから!?」

　そうは言っても……。俺はまだそこまで誕生日を悲観していないけど、そんな俺だって、あと一〇年ぐらい経った時、どう思っているかはわからないぞ？　なんていうか、わからないってことが推測できるっていうか。

「あ、あのさ、神園？」

「ぅん？　どうした？」

「あたしはまだ、そのぉ、誕生日に対してそこまで悲観していないから……」

「いないから？」

「あたしの誕生日、なんていうか、お祝いしてくれると嬉しい、から……」

「へぇ、意外ね。私、空野さんは誕生日プレゼントを人におねだりするタイプって思っていなかったのだけれど」

「ちなみにツッキーはとことんおねだりするタイプだニャン☆」

「ち、違ちがいますから！　ただ……神園にお願いしたいんだけど……」

「な、なにを？」

「お祝いっていうか、誕生日を神園と一いつ緒しよに過ごしたいんだけど、──ダメ？」

「……っ」

　心臓がドキドキうるさい……。なんていうか、二重の意味で。

　一つは当然、空野が俺なんかと自分の誕生日を一緒に過ごしてほしいって、言ってくれたことのせいで。

　もう一つは──、

　みんながいる前で空野がそんな大切なことを言うとは思わなかったから。

　やっぱり最近の、文化祭が終わったあとの空野は『アレ』だ。

　俺、っていうか、やたら恋れん愛あいに対して積極的になった。

　う、う～ん……。どう考えても、後夜祭のキスが原因だよなぁ。

「えっ、と、なんていうか……」

「あっ、心路くん、ヒメは気にしないよ？」

「そうなのか？」

「うんっ、せっかくの継未ちゃんの誕生日なんだから、なるべく要望には応こたえてあげないとね♪」

　翻ひるがえって百合姫の方は、俺を諦あきらめたわけじゃないんだろうけど、空野と仲良くなったことで、──いや、文化祭と、それの後夜祭を経て、俺に対して過か剰じようなひとり占じめを少し抑おさえ気味になってきているし。

　百合姫はいつもどおりラブラブ一直線だけど、俺に対して寛かん容ようになって、

　空野は以前と同じように色々弁わきまえてくれているが、いつの間にか積極的になっていて、

　やったね！　ニジケンが存続、維い持じしやすい感じになっているゾ！

「じゃあ、俺でもいいのか？」

「うん、あたしは神園がいいから」

　言うと、こそばゆそうに頰を乙女おとめ色に染めてはにかむ空野。

「あっ、でも心路くん！　来年はヒメの誕生日にも継未ちゃんと同じことをしてね？」

「来年からはツッキーにも誕生日プレゼントを所しよ望もうするニャン！」

「来年で卒業だし、最初で最後だから私もそれなりの物がほしいわね」

　なんて話しているうちに、完全下校時刻の予よ鈴れいが鳴った。

　さて、今日はこれでお開きか。

　俺と空野は駐ちゆう輪りん場じようまで行って自転車を回収するし。百合姫は部室の鍵かぎを職員室にまで返しに行くし。月島と雪村先せん輩ぱいは最も寄より駅まで歩くし。ってことは四月からずっと続けているように、部室棟から渡わたり廊ろう下かを通ったあと、北校舎と渡り廊下のつなぎ目の部分で今日はさよならだな。

「じゃあみんな、ヒメは鍵を返しに行ってくるね？　バイバイ♪」

　まずは百合姫が職員室の方に行く。

　そして昇しよう降こう口に着くと──、

「それでは皆みなの衆！　バイバイだニャン！」

「そうね、また明日会いましょう」

　月島と雪村先輩が、駐輪場に向かおうとする俺と空野とは反対側の、校門の方へ歩いていった。

　結果、最終的に俺と空野は二人きりになる。

　そう、俺と空野は二学期に突入して、再び一緒に下校することになったわけ。

「神園、早く帰ろ？」

「ああ」

　と、いうわけで、俺と空野は自転車に乗って帰路を走る。線路沿いの道を通って、踏ふみ切きりを越こえて、国道に沿うような形で三〇分以上も南下して、そして、そして──……

「空野はさぁ、俺と話してて楽しいか？」

「？　なんでそういうこと訊くん？」

　いやぁ、赤信号に捕つかまって、青に変わるまで少し時間があったから、なんとな～く訊いただけだったんだけど、空野め、きょとんとした様子で小首を傾かしげるのは可愛かわいいから控ひかえてほしい。

「非常に女め々めしいことに、空野が俺なんかと話して本当に楽しいのかなぁ、って不安になっただけだ」

「う～ん、なら、神園はあたしと話してて、楽しいん？」

「俺？　普ふ通つうに楽しいけど？」

「ならあたしも、きっと神園と同じぐらい楽しいから」

　にっ、と笑って、俺の自転車のタイヤをじゃれあうように、イタズラするように、かる～く空野は二回足で小こ突づいてきたが……、たとえじゃれあうようなイタズラでも、やられっぱなしの俺じゃないぞ？

　倍返しだ、四回空野の自転車のタイヤを蹴けってやる。

「あっ、あたしは二回なのに、神園、四回蹴った！」

「気にするな」

「気にするから！　だったらあたしは八回蹴るから！」

「なんてことだ……、空野が友達の自転車を合計一〇回も蹴るような女の子とは思わなかったよ……」

「うえ!?　あ、あたしが悪いん!?」

「いや、ただの冗じよう談だんだ」

「うぅ～、かみじょの～っ!?」

　空野のヤツ、器用にも自転車に乗ったまま俺のことをポカポカ叩たたいてくるし。しかも情けないことに、微び妙みように涙なみだ目め。つーか、ハンドルから両手を離はなすと危ないぞ？

「あっ」

「ぅん、どうしたん？」

「いつの間にか青信号になっていたのに、空野と話してたらまた赤に変わった」

「むぅ、それは本当にあたしのせいじゃないから！」

　頰ほおを不満げに小さく膨ふくらませる空野。で、いじけたように、ぷいっ、とそっぽを向く。

「あっ」

「今度は空野が、あっ、って言う番か。で、どうした？」

「えっ？　い、いや……っ、なんでもないからっ」

「そう言われると余計に問い詰つめたくなるのが神園心路という人間だ」

「それは、まぁ、知ってるけど……でもダメ！　恥はずかしいから教えらんない！」

「ほう、恥ずかしいことなのか。ならますます問い詰めるしかないな」

「べ、べっ、別に恥ずかしいのは本当だけど、大したことじゃないから……」

「俺は大したことが知りたいんじゃない。空野が恥ずかしいと思っていることが知りたいんだ」

「かみじょの～っ！　ホントに恥ずかしいんだけど！」

　わたわたする空野は、本当にいじりがいがあるなぁ。好きな女の子にイジワルしてしまう小学生男子の気持ちがわかった気がしないでもない。

　しかしそろそろやめ時か？　本当に嫌きらわれても困るし。

「冗談だよ。さすがにしつこかったな。ゴメン」

「えっ、冗談なん？」

「えっ？」

「えっ？」

　あ～、こいつもしかして、恥ずかしいんだけど～とか、大したことじゃないけど～とか、そういうふうに言っておきながら、本当は訊きき続けてほしいっていうか、俺にかまってほしいのか？

「ハァ、それで一体なんなんだ？」

「……バカにしない？　笑わない？」

「しないしない」

「ホントに大したことじゃないんだよ？」

「それ以上引き延ばしたらこれ以上訊かないからな？」

「うぐ……。さっき神園から顔を背そむけたら、その……、月が……、見えたから……」

「月？」

　確かに夜空には白い月が浮うかんでいた。紺こん青じようの空に、寂さみしげに、ポツンと。

　隣となりの車道ではひっきりなしに車が走っているけど、歩道の方では、俺と空野の二人きり。

　白い街灯が俺たちを照らして、秋の本番を告げる北風が吹ふき抜ぬける。

　聞こえてくるのは秋の虫の音ねと、俺と空野の間の静せい寂じやくを際きわ立だたせるような車の音。

　赤や黄色に染まりつつある木々の梢こずえに茂しげった葉っぱがヒラヒラ落ちて、感傷的で、寂さびしくて、空白感を誘さそうような雰ふん囲い気きがここにはある。

　空野は小さく俯うつむいて、頰を赤らめて、呟つぶやきと囁ささやきと独り言の中間みたいな声こわ音ねで──、

「月が見えたから……綺き麗れいだね、って……」

　その言葉の意味を、俺は知っている。

　けど、たぶん、空野も告白という意味合いで口にしたんじゃなくて、本当に俺から顔を背けた際に月が見えたのだろうから、思わずその言の葉を言いそうになっただけだろう。

　その上、俺の方もそれをからかうために少ししつこく訊いてしまったからな。

　でも──、

　だとしても──、

　これが告白の言葉じゃなくて、文字通りの意味で月が綺麗だったから、その花の蕾つぼみのような桜色の唇くちびるから溢あふれた言葉だったとしても、意味を知っているなら好きでもない人に使うようなセリフじゃない。

　叶かなうなら、俺以外にそのセリフを言ってほしくない。

　どう返せばいいんだろう？

　告白という意味で使われていない告白の言葉。

　告白の返事という意味で返事するのもおかしいし、月が綺麗と言われて、その意味を知らない体ていで、そうだな、で返すのもおかしいし。

　だったら、俺が言うべきその返事は──、




「月が綺麗に見えているのは空野だけじゃないぞ？」




　嗚呼ああ……。

　ダメだ。顔が熱い。鏡を見なくても顔が真っ赤ってことが自覚できる。

　で、一方、空野の方は──、

「ぅん？　それってどういう意味なん？」

　ハハ、やっぱりわかっていなかったか。さすがは空野、実にポンコツだ。

　まぁ、でも、いつかこの言葉の意味を教えられる日が来ればいいな。

「本当にわからないのか？」

「あっ、神園があたしを哀あわれむような目をしているんだけど！」

「さて、話は変わるんだけど──」

「話題の変え方が雑だから!?」

「空野の誕生日っていつなんだ？」

　訊くと、空野はふいに、先ほどと同じように、小さく俯いて、頰を赤らめる。

　ほんの少しだけ覗のぞき込むように顔を窺うかがうと、なにゆえか瞳ひとみを潤うるませていて……もしかしてお月様の話題よりも、空野的には重要なことなのか？　潤んだ瞳からは、どうしてかわからないけどそんな感じがするし。

「あのね、神園」

「──、どうした？」

「あたし、わざと部室では自分の誕生日をみんなに訊かれないように頑がん張ばったんだよ？」

「なにゆえ、わざわざそんな無む駄だな努力を……」

「それで神園は、あたしの誕生日に一いつ緒しよにいてくれるんだよね？」

「それで空野が本当に喜んでくれるかはわからないけど、約束したからな」




「あたしの誕生日が、一二月二四日だとしても？」




「──えっ？」

　空野の誕生日が、一二月の二四日？　そして俺は、そのことを知らなかったとはいえ、その日、空野と一緒に過ごすことを約束した？

　確信を持って言えることだけど、空野は計算高くないし、それ以上に腹黒いことなんてありえない。むしろ感情を計算することなんて苦手だろうし、腹黒いどころかかなり性格がいい女の子だと思う。

　でも同時に、他人の気持ちにも敏びん感かんとも言えない。前々から俺も空野に対して、感情に関することが苦手そう、って感想を抱いだいているわけだし。

　そしてもし、空野が自分の『大切な気持ち』を、本当に我が慢まんできなくなったら？

　後夜祭で俺とキスして、百合姫に対してのライバル意識を自覚して、俺たちの結末がどうなっても文句は言わない、後こう悔かいしないって覚かく悟ごしたら？　そしてその覚悟が自分だけのモノじゃなく、百合姫も同じ覚悟をしているって認めたら？

　だとしたら空野継未は、もう迷わないし、もう躊躇ためらわない。




「あたしの誕生日、クリスマスイブだから」








あとがき









　読者の皆みなさま、お久しぶりです。佐さ倉くら唄うたです。この度たびは『オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。３』をご愛読いただき、誠まことにありがとうございました。しかし一方で、あとがきを読んでから本文を読む、あとがきを立ち読みしてから本作を買っていただく、という方もいらっしゃると思いますので、この場を借りて一言、言っておきたいと思います。

　この巻は前の一巻二巻と比べてシリアスです！

　さて、少ししか書けませんが、三巻の内容について少し触ふれておきましょう。

　心しん路じくんは、印象論ですがラノベ主人公にしては珍めずらしく、ヒロインの好意に気付いています。ただ作中でも彼が言ったとおり、好意に敏びん感かんであることが必ずしもいいこととは限らないんですよね。最後の方の心路くんと雫しず九く先せん輩ぱいの会話は、一見「なに言ってんだ、こいつ」ってなるかもしれませんが、彼なりの現実リアルと理想オタクのギャップによる絶望を、声に出して誰だれかに聞いてもらいたかったんでしょうね。

　現実は理想ほど上手うまくいきませんし、心路くん的にはあの会話で「なんで俺はアニメの主人公のように上手くいかないんだ！」って言いたかったのかもしれません。

　今回のあとがきはページ数が少ないので、そろそろ謝辞を。

　担当編集のＡさま。ページ数が普ふ通つうよりも多くなってしまい申し訳ございませんでした。次からは気を付けます。また、いつものようにアドバイス、ありがとうございました！

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさま。前巻に引き続き、今巻でもイラストをありがとうございました。表紙の雫九先輩は最高です。ツッキーと雫九先輩のペアが表紙になって、これでヒロイン全員、一度は表紙になりました！　感かん慨がい深い！

　読者の皆さま、四巻はいよいよクリスマスイヴのお話です。たぶん今まで四ヶ月ごとに出してきたので、次は恐おそらく春頃ごろでしょうか？　確実に四ヶ月後かはわからないので、担当さんに訊きいておきます。ともあれ、『オタひめ３』、ご愛読ありがとうございました！

　そして最後に、編集部経由でファンレターを送ってくださった大おお阪さか府ふ大阪市のＫさま、一方で人ひと伝づてに私のところまでファンレターを届けるというエキサイティングな送り方をした宮みや城ぎ県仙せん台だい市し（推測）のＩさま、ファンレターありがとうございました！





二〇一六年一一月　佐倉唄










佐倉唄

●さくらうた



第27回ファンタジア大賞にて『ノーパンツ・チラリズム』で銀賞を受賞。

今巻はシリアス注意です。

けれどもシリアスを抜けると、ヒロインから心路くんへ、ほんの少しだけどご褒美があるかもしれません。ちょっぴりとはいえ、どのヒロインが心路くんにご褒美をあげるのか、それは読んでからのお楽しみということで。それにしても継未ちゃんは本当にポンコツですね。つぐみん、マジ、ポンコつぐみん。ポンコツ可愛い。


















カバー・口絵・本文イラスト／あゆま紗由

カバーデザイン／伸童舎










オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。３








佐さ倉くら 唄うた
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